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主な年間スケジュール
日程 カテゴリ 行事

3月 30（火）・31（水） 履修
2021年度『履修要項』・学生証裏面シール配付
履修に関するガイダンス（動画公開開始）

4月

3（土）～6（火） 履修 年間履修登録期間（KONECOで7日午前3時まで申込可）
9（金）～16（金） 履修 履修訂正・抽選結果確認期間（KONECOで17日午前3時まで訂正可）
10（土）

前
期
　
授
業
期
間

授業 前期授業開始
21（水） 履修 履修登録内容確定日

29（木） 授業 休日授業日（昭和の日）

5月

3（月） 授業 休日授業日（憲法記念日）

4（火） 授業 休日授業日（みどりの日）

5（水） 授業 休日授業日（こどもの日）

8（土）～10（月） 履修 前期・通年科目単位修得放棄期間（KONECOで5月11日午前3時まで申請可）

6月 7（月）～26（土） 授業 学生による授業アンケート（前期）

7月

15（木） 授業 前期授業最終日
16（金）・17（土）・19（月）～22（木） 試験 前期科目定期試験
24（土）11時迄 試験 追試験願受付締切
26（月） 休業 全学休業日（4月29日振替）
27（火） 休業 全学休業日（5月3日振替）
28（水） 休業 全学休業日（5月4日振替）
29（木） 休業 全学休業日（5月5日振替）
30（金） 休業 全学休業日（7月22日振替）
31（土）～9月15日（水） 休業 夏季休業期間

8月

2（月）～6（金） 休業 全学休業期間

12（木）・13（金）・16（月） 試験
前期科目追試験（左記日程以外で実施する場合もあるので教員から
の指示をよく確認してください。）

20（金） 成績 前期科目成績発表（追試験科目含む）
20（金）～23（月）正午迄 成績 成績調査願受付（KONECO）

9月

6（月）～10（金）・13（月） 授業 集中授業科目実施期間
14（火）～18（土） 履修 後期科目履修登録・訂正期間（KONECOで19日午前3時まで訂正可）
16（木）

後
期
　
授
業
期
間

授業 後期授業開始
18（土） その他 9月卒業式
20（月） 授業 休日授業日（敬老の日）
24（金） 履修 履修登録内容確定日

10月

16（土）～18（月） 履修 後期科目単位修得放棄期間（KONECOで19日午前3時まで申請可）
15（金） その他 第139回開校記念日
12（火）～14（木） その他 転部・転科試験願書受付（フレＢへの移籍除く）
28（木） 休業 全学休業日（9月20日振替）
29（金）～31（日） 休業 オータムフェスティバル（大学祭、含む準備日）（全学休業）

11月
1（月）～20（土） 授業 学生による授業アンケート（後期）

14（日） その他 転部・転科試験（フレBへの移籍除く）

12月 25（土）～1月6日（木） 休業 全学休業期間

1月

13（木） 授業 後期授業最終日
17（月）・18（火） 試験 後期・通年科目定期試験（集中試験）

19（水）～21（金）、24（月）～26（水） 試験 後期・通年科目定期試験
28（金）正午迄 試験 追試験願受付締切

2月
9（水）・10（木）・12（土）・14（月） 試験

後期・通年科目追試験（左記日程以外で実施する場合もあるので教
員からの指示をよく確認してください。）

16（水） 成績 後期・通年科目成績発表（追試験科目含む）
16（水）～18（金）正午迄 成績 成績調査願受付（KONECO）

3月

3（木）・4（金）正午迄 その他 転部・転科試験（フレＢへ）願書受付

15（火） その他 転部・転科試験（フレＢへ）

23（水）・24（木） その他 卒業式

30（水）・31（木） 履修
2022年度『履修要項』・学生証裏面シール配付
履修に関するガイダンス（動画公開開始）
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『履修要項』の見方

『履修要項』は、前半は主に「履修・授業・試験・成績」について、後半は主に「教育課程（開設科目）」につ
いて説明する2部構成となっています。

第1章
履修 受講する科目の登録方法や履修の仕組みについて説明しています。

授業 授業や休業日、欠席、休講等について説明しています。

試験 試験の種類や試験の受け方について説明しています。

成績 履修した科目の成績評価について説明しています。

留学 留学に関する基本的な情報を掲載しています。

学籍 大学に登録されている籍の取り扱いについて説明しています。

事務取扱いについて 窓口対応や証明書の発行について説明しています。

学修に関する Q&A 集 教務部窓口での質問が多い事項を掲載しています。

第2章

教育課程の編成について
開設科目にはどのような種類があるのか、単位制度や卒業するための条件について説
明しています。

開設科目
所属する学部学科で開設している科目の入学年度別の一覧と、科目ごとの履修上の注
意点を掲載しています。掲載内容は毎年変更される可能性があるため、履修の際は必
ず目を通す必要があります。

教職課程・資格講座
所属する学部学科で取得可能な教員免許状について説明しています。この他に、資格
講座について説明しています。

学修支援 学校生活や成績等の相談や支援について掲載しています。

キャリア形成 大学院進学や就職に関する情報を掲載しています。

その他 その他お知らせ等を掲載しています。

毎年3月末に、『履修要項』を教務部の窓口で在学生全員に配付しています。履修科目を決める際に必要となる条
件について掲載されているため、毎年必ず受け取り、履修登録を行う前に一通り内容を確認してください。また、

『履修要項』と併せて、KONECO 上で閲覧できる『シラバス』、『授業時間表』の内容を確認してください。
　なお、『履修要項』配付後に生じた変更や訂正については、大学ホームページ（https://www.komazawa-u.
ac.jp/campuslife/studies/undergraduate/registration/guidebook-schedule.html）に掲載していますので、
定期的にチェックしてください。
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『履修要項』の見方学部長挨拶

グローバル・メディア・スタディーズ学部の学生の皆さんへ

平成18年4月に開設されたグローバル・メディア・スタディーズ学部（GMS 学部）は、《グローバルな環境で活
躍できる人材育成》を目標に掲げ、複数の学問分野を基礎においた学際学部です。すなわち、グローバルな環境で
活躍するために必要なカリキュラムを4年間でマスターできるように、< 必修科目 >、< 選択必修科目 >、< 専門
選択科目 > を設定し、132単位で卒業できるように組み立てています。皆さんは、この4年間のカリキュラムをす
べて身に付けて頂ければ、卒業後にはグローバルな環境で活躍できる人材の入り口に立っていることになるので
す。

今、民間企業だけでなく、政府も、個々の私たちの行動も、グローバル化が問われています。それは何故なので
しょう？　この履修要項で具体的な時間割を考える前に、この学部の趣旨を少し頭に入れてから、時間割の組み立
てに取り組んで欲しいと思います。

“グローバル” とは、国境を超え、球形の地球を常に念頭に置き、俯瞰した鳥の目で思考することを意味します。
インターネットの出現により、世界のグローバル化は目覚ましく進んでいます。人の移動、モノの移動、お金の移
動が国境を超えていることはもとより、一国家、一民族、一言語、一学問で解決できる問題はほとんどない時代に
なったと言えるのではないでしょうか。つまり、異なる文化で育った人たちと共に働き、ともに暮らす環境が圧倒
的に増えてきたということです。

“メディア” は冒頭の目標を実現させるための手段 < ツール > です。インターネットの登場以来、メディアの
技術は革新的な速度で変化しています。グローバルな環境で現代を生き抜くためには、メディアの様々な動きに翻
弄されずに、主体的に使える術を身に付けることが必須です。つまり、メディアの本質を知り、主体的に利活用す
る力こそ、現代を生きる我々の < 教養 > ではないでしょうか。

そして、“スタディーズ” とは、こうした環境で生き抜くためには、一つの学問分野を超え、複数の学問分野と
様々な形で連携し、更に新しい組み合わせで新しい学問分野を切り開く可能性を表現しています。

このような背景のもとで、皆さんは着実に知識、技能、体験を獲得し、この学部の目標を体現する有為な人材に
成長できるように、4年間の講義科目を計画立てて履修しなければなりません。そのためには、本学部のカリキュ
ラムの基本構造をよく理解し、自分の進むべき道を真剣に模索してそれを実現するために必要な科目を順序良く履
修してください。

具体的に自分の時間割を描く際に、最初に考えて欲しいことがあります。
第1は、GMS 学部の考え方として、グローバルという思考の軸を確立するために、在学中に一度は海外体験を

味わうことを方針としているということです。夏休み、春休みという短期経験だけでなく、1年という長期体験を
組み込んでも4年間で卒業できる仕組みを作っています。4年間のどこで、どの位の期間、海外体験を組み込むか
ということをじっくり検討してください。GMS 学部ならではの独自科目として「Study Abroad」、「海外演習実
践講座」及び「海外演習」を開設しています。

第2に、第二章の教育課程に書かれているこの学部の独自カリキュラムです。メディアというキーワードを軸と
して、学際的に専門分野を深める仕組みができています。①セメスター制、②実践的英語教育、③海外研修の卒業
単位認定、④英語以外の外国語学習、⑤情報リテラシー教育、⑥学生的な学問追究の方法と、最後に⑦演習（ゼミ
ナール）です。この7つの特徴を十分に熟読し、4年間の大学生活をしっかりタイムマネジメントして欲しいと願っ
ています。

冒頭に述べたとおり、皆さんの将来は非常に多様性に富んでいます。大切なことは、他の人のマネをするのでは
なく、自分自身の人生を、自分自身で熟慮して、新しい可能性を探究して切り開く強い意志をもつことです。特に、
演習（ゼミナール）で出会う先生方は、皆さんの興味ある学問分野を研究している先生方です。少人数で学ぶ大学
ならではのゼミナールは、教室を離れて夏や冬の合宿、懇親会など楽しい企画を通して、人生の様々なことを学ぶ
絶好の場となることでしょう。是非、GMS 学部に入学したことが皆さんの人生の強みとして生涯活かされるよう
に、GMS 学部を知り尽くして欲しいと思います。一瞬一瞬を大切にして、悔いの残らない学生生活を送りましょう。

グローバル・メディア・スタディーズ学部長
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『履修要項』の見方
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『履修要項』の見方学部長挨拶教育の理念、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）、
教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）

※教育の理念及び各方針の詳細については、大学ホームページ等で確認してください。以下に記載されている卒業に必
要な単位数等は、入学年度により異なる場合があります。第2章 > 教育課程の編成を必ず確認してください。

グローバル・メディア・スタディーズ学部グローバル・メディア学科
◆教育の理念
 グローバル・メディア・スタディーズ学部は、駒澤大学建学の理念である仏教の教えと禅の精神に則り、グロー
バル化の進む世界におけるさまざまな問題を多角的にとらえる広い視野、複雑化・高度化の進むメディアを経由し
て大量のコンテンツが流れるしくみを理解し使いこなす知識とスキル、及び学問領域にとらわれない自由な発想力
と果敢な実行力を持つ人材を育成する。これを実現するため、当学部は、以下に掲げる「3つのリテラシー」を基
礎としたうえで、社会科学系の諸学問分野を中心に、人文科学系および情報科学系にわたる幅広い学問分野で専門
教育を行う。
グローバル・メディア・スタディーズ学部が基礎と位置付ける「3つのリテラシー」
  ● セカイのことば：ビジネスやその他の「現場」で実用に足るレベルの英語
  ● キカイのことば：高度情報化社会を生き抜くために必要なコンピュータと情報のリテラシー
  ● シャカイのことば：巷に流通するさまざまな情報を読み解き自ら発信していけるメディアリテラシー
当学部は、当学部で学ぶ学生が、知識の習得にとどまらず、学内外の実践を通じて主体的に学び、身につけた合理
的な思考力と深い人間性をもって、世界の人々と力を合わせ、困難な課題に果敢に挑戦し、よりよい世界の実現に
貢献していくことを目標とする。

◆卒業認定・学位授与の方針
　グローバル・メディア・スタディーズ学部は、本学の教育理念に基づいて定められた下記の5つの能力を身につ
け、所定の期間在学し、本学部が定める所定の単位を修めた学生に対して卒業を認定し、学位を授与する。

(DP1) 建学の理念を実践する力〔理解、関心、意欲、態度、主体性〕
仏教の教えと禅の精神に基づき、自分をより高める自己形成と学問研究を密接に関連して行うことがで

きる駒澤大学の学生としてのアイデンティティを備え、深い人間性をもってよりよい世界の実現に貢献す
る意欲を有している。

(DP2) 幅広い教養、多様性の理解と尊重〔知識、理解、関心、意欲、態度、主体性、多様性、協働性〕
当学部の学問的基盤となる諸分野（経済学、経営学、社会学、国際文化論、国際関係論、法学、メディ

ア学、情報学等）の科目を幅広く履修し、新たな知の創造に結びつける力を身につけ、グローバル市民と
して多様な文化・価値観を理解し、他者を尊重することができる。

(DP3) 情報分析力と問題解決力〔技能、思考力、判断力、表現力〕
理論と実践の両面から、グローバルな課題を見出して解決への道筋を追究するための情報分析力、論理

的思考力、そして問題解決能力を備えている。
(DP4) コミュニケーション能力〔技能、思考力、表現力、主体性、多様性、協働性〕

十分な語学力、とりわけ、実質的なグローバル・コミュニケーション・ツールである英語を使いこなす
力を備え、グローバルな環境において、レポートや論文等の文章読解・作成、およびプレゼンテーション
を行い、自らの考えを論理的かつ明確に伝え、他者と主体的に協働していく能力を備えている。

(DP5) 専門分野の知識・技能の活用力〔知識、技能、思考力、判断力、表現力、主体性、多様性、協働性〕
自ら選んだ専門領域、及びその関連領域における専門知識に基づいてメディアとコンテンツの本質を理

解し、地球規模の問題解決に資する研究・分析・提案の能力を身につけている。

◆教育課程編成・実施の方針

グローバル・メディア・スタディーズ学部は、学位授与の方針を満たす人材を育成するため、多様な専門科目の習
得が可能となる柔軟な履修制度を採用し、学生の自主的判断で学習計画を作成出来るようなカリキュラムを提供す
る。このため、「教育の理念」に掲げる「3つのリテラシー」を身につける基礎科目を設けたうえで、種々の専門
領域（経済学、経営学、社会学、国際文化論、国際関係論、法学、メディア学、情報学等）にわたる学際的科目を
配置する。学生は、これらの中から自ら中核となる分野を選んで深く学ぶとともに、関連する諸分野の科目を履修
し、自らの幅を広げていくことが期待される。さらに、これらの科目を基礎として、実践的な就業力を育成するた
めの科目も提供する。
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駒大生が利用するWEBサイト・システム

1　大学生活で利用する主な WEB サイト・システム
　大学生活を送る上では、以下に挙げるものを含め、複数の WEB サイト・システムを使い分け、活用することが大切です。

名称 URL 主な用途・機能 ID・パスワード 管轄

KONECO
（3:00～6:00

はメンテナンス）
https://koneco.komazawa-u.ac.jp/

履修登録、コース登録、
各部署からのお知らせ、

休講情報・教場変更の確認、
試験情報の確認、成績照会

KOMAnet ID・パスワード

※ KOMAnet ID: 大学の各
種システム / 無線 LAN/
学内印刷システム等を
使用するための ID。ID
は「1+ 学生番号 + 名
頭文字1字」となる

　�例）学生番号：BR9999
　氏名：コマザワ タロウ
　ID:1br9999t
　利用方法は大学 Web サ

イトの「在学生専用ペー
ジ」を参照し、不明な
点は総合情報センター
へ問い合わせること。

教務部

C-Learning
（授業によって使用す

ることがある）

https://komazawa.c-learning.jp/s/
（KONECO 内にリンク有）

出席管理、課題提出、
小テスト、資料のダウンロード、

アンケート回答

YeStudy
（授業によって使用す

ることがある）

https://yestudy.komazawa-u.ac.jp/
（KONECO 内にリンク有）

出席管理、課題提出、
小テスト、資料のダウンロード

総合情報
センター

KOMAnet Gmail
https://mail.google.com
/a/komazawa-u.ac.jp/

（KONECO 内にリンク有）

メール
（その他、アンケート調査

等で、google フォーム
等の機能を利用すること
があります。）

GMS 学部
授業支援システム

（GMS 学部の授業で使用）

https://gmsmoodle.
komazawa-u.ac.jp/

GMS 学部からのお知らせ、
課題提出、出席管理、
資料のダウンロード

他学部生が授業で利用する
場合は、Web サイトを確
認し、GMS 学部助手室に
問い合わせること。

GMS 学部

　その他、図書館システム（図書館）、キャリナビ（キャリアセンター）、アルバイト紹介システム（学生部）などのシステムがあります。

2　Web ポータルサイト（KONECO）
　履修登録は、“KONECO（コネコ）” という Web サイト上で行います。
　KONECO では、履修登録の他に「個人時間割の確認」「シラバス閲覧」「成績評価の確認」「教職課程・資格講座
の申請」「健康診断結果の照会」「大学からのお知らせや休講・補講・代講・教場変更等の掲示配信」「試験掲示」「学
生住所・電話番号の変更」「コース登録申請（該当学部のみ）」「教養特別履修の申請（該当学部のみ）」といった機
能があります。

● KONECO にログインする
・直接 URL を入力する。　
　https://koneco.komazawa-u.ac.jp/
・ログイン画面で、KOMAnet ID とパスワードを入

力する。
※ ID やパスワードを失念した場合は、総合情報セン

ター（3号館4階事務室）へ問い合わせる。

● KONECO 利用上の注意点
・毎日午前3時から6時の間はメンテナンス時間のため停止しています。
・ログイン後、30分以上無操作で画面を放置すると自動的にログアウトされます。
・履修の登録や訂正を行う4月や9月においては、ログイン後30分間の利用制限を設ける場合があります。
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・ログイン画面に掲示されているお知らせは、全学生に配信している掲示内容です。
・PC サイトにおいては、1学生1接続となっております。複数端末からの接続を試みた場合、後から接続した画

面はエラー画面で表示されます。
・KONECO の利用を終了する場合は、必ず「ログアウト」ボタンで終了してください。ウインドウの「×」ボ

タンで画面消去すると、一定時間 KONECO にログインできなくなります。
・使用できるブラウザ：　Internet Explorer（ver.11.0）　　　Microsoft Edge
　　　　　　　　　　　　Firefox　　　Google Chrome　　　Safari
・推奨 OS：　Windows 8.1　　Windows 10　　mac OS

・ポップアップブロックについて（Internet Explorer の場合）
　　KONECO では、ポップアップウィンドウで開く画面があります。ポップアップ表示の許可がされていない

場合は、許可設定を行ってください。
　※ Google や Yahoo! 等が提供するツールバーには、下記とは別のポップアップブロックが機能として備わっ

ている場合があります。KONECO 利用に不具合が生じる場合は、それらのポップアップブロックを無効にし
てください。

①ポップアップ画面が表示される際に、ポップアッ
プブロックした旨のメッセージが画面上部に表示
されるので、これをクリック。

②「このサイトのポップアップを常に許可」をク
リック。

③ダイアログ「はい」をクリックで完了。

3　KONECO 各種画面の見方
　KONECO の各種画面にはヘルプボタンがあり、このボタンをクリックすることで利用方法や画面の見方を知る
ことができます。履修登録の方法や成績の見方など、KONECO 利用時に不明点が生じた場合、『履修要項』を確認
する他、KONECO のヘルプボタンを参照してください。

　KONECO 各機能の多くには、画面上部にヘルプボタンが配置されています。操作中に不明
点があれば、ポップアップで表示されるヘルプ画面を参照してください。

4　大学からの掲示・連絡
　大学からの掲示・連絡は、KONECO 等に掲載されます。KONECO の「連絡事項」欄は、トップ画面の時間割の
下に配置されており、学生全体への連絡だけでなく、学生個人宛への連絡にも利用しています。緊急、一般の連絡
事項はいずれも、欠かさず確認を行ってください。
　KONECO の連絡事項等への掲示を以って、学生に伝達したものとみなします。したがって、これらを確認して
いなかったために生じる不利益は、全て学生自身の責任となります。確認を怠ったがために、進級・卒業に支障を
きたす事例が毎年発生しています。必ず確認を行ってください。
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　駒沢キャンパス内に設置している掲示板の場所・種類については、裏表紙の裏面に記載の「事務室・掲示板案内
図」で確認してください。

5　C-Learning（授業支援システム）

　授業科目の中には、大学の授業支援システム「C-Learning（シーラーニング）」を利用して、出席管理、教材倉
庫、レポート提出、小テスト、学習履歴、担当教員からのメール連絡などを行うものがあります。
　C-Learning へは、次の URL からログインできますので、あらかじめメールアドレスなどの個人設定を確認して
おいてください。URL：https://komazawa.c-learning.jp/s/
　また、通常授業で使用するほかに、全学的なアンケートを大学全体の FD（Faculty   Development）の一環と
して行うことがあります。
 なお、C-Learning を使用できるブラウザとして、Internet Explorer は動作対象外となっています。C-Learning
を使用する際は必ず、Internet Explorer 以外の Google Chrome 等のブラウザを使用してください。

6　YeStudy（授業支援システム）

　本学の授業支援システム「YeStudy（イエスタディ）」を利用した授業科目があります。担当教員から指示があっ
た場合のみ登録してください。また、利用方法・操作方法については、「操作マニュアル」を参照、または1号館3
階事務室の「e コンシェル」がサポートを行っています。

● YeStudy へのアクセス

　https://yestudy.komazawa-u.ac.jp/
　または大学 HP →在学生・教職員→メニュー内の YeStudy をクリック
　YeStudy　e コンシェル　　econ@komazawa-u.ac.jp
　　場　所：　1号館3階
　　時　間：　月～金（9：00～12：30、13：30～17：00）
　　※休日・全学休業期間・大学行事等で授業が実施されない日は対応していません。

QR コード

●利用上の注意
・YeStudy を利用するには、KOMAnet ユーザ ID が必要です。パスワードの再発行は、3号館4階事務室にて
　対応しています。
・スマートフォン等での出席確認の際、位置情報取得の未設定、通信障害等で出欠が取れない場合は速やかに
　先生に申し出てください。
・ｅコンシェルへの問い合わせアドレスは、YeStudy 専用のアドレスです。YeStudy の操作等に関する質問
　以外（授業・出欠席・成績等についての質問や先生への連絡の取次ぎ）はお答えできません。

7　大学 HP と在学生専用サイト
　大学 HP において、各種ニュースの配信や『履修要項』の訂正内容の掲示、事務取扱時間の案内等を行っています。
　また、大学 HP 内には在学生専用ページがあります。大学 HP トップ＞在学生・教職員の方から在学生専用ペー
ジを選択し、KONECO と同じ ID・パスワードでログインができます。本ページでは、オフィスアワー、転部・転
科試験、卒業論文・卒業研究に関する案内など、在学生限定のコンテンツを用意しています。KONECO の連絡事
項とともに、随時確認を行ってください。
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履修について

1　はじめに

　大学での学修は、高校までとは大きく異なります。まずは、第 2 章＞教育課程の編成＞ 1. 授業科目の区分と教
育目標～ 9. 卒業及び学位記の授与までを熟読し、大学での学修、駒澤大学での学修を理解した上で、本章へ戻っ
てきましょう。

2　履修登録とは
　履修登録とは、その年度に履修する（授業を受ける）ことを希望する科目を自ら決定し、大学から指定された期
間内に、大学で定められたルールに基づき、自身の責任においてKONECOで行う手続きをいいます。履修登録を怠っ
た場合、希望する科目の履修は認められないため、授業の受講と単位の修得はできません。
　履修登録においては、KONECO の登録画面のみに頼らず、『履修要項』、授業時間表、シラバス、KONECO 連
絡事項のお知らせなど、大学が提供しているツールを使いこなすことが重要となります。これらの確認を怠った
ことによる自身の不利益は全て、自己責任となり、救済措置は一切ありません。各ツールを使いこなし、慎重に
KONECO での登録を行ってください。
　また、前期・後期の各登録期間終了後に履修登録内容確定日を設けています。当日、自身の履修登録状況を
KONECO 上で確認するまでが履修登録作業です。この確認を怠ったがために、進級・卒業に支障をきたす事例が
発生しています。全ての作業を欠かすことなく、行いましょう。

3　履修登録において学生に求められること
　履修登録においては、以下のことが求められます。1 年次のみならず、2 年次以降も初心に立ち返り、留意しましょう。

■履修登録におけるルールを厳守すること
「学生の履修する授業科目の登録については、学則に定める教育課程及び所定の手続きに従い許可する。」
　（駒澤大学学則第 12 条）
履修登録は、大学が定めたルール、大学が指定した期間に行わなければなりません。

■履修登録は自身の責任において行うこと
『履修要項』等の大学から与えられたツールの確認ミス、KONECO における誤った履修登録は全て、学生自
身の責任となります。KONECO での登録に際しては、慎重に行ってください。

■履修登録の各期間は期限厳守であること
期限を超過しての登録は、いかなる理由であっても認められません。

■綿密に履修計画を立てること
履修に関する諸ルールをきちんと把握し、進級・卒業要件を確認するとともに、自身のこれまでの成績・単

位修得状況を参照しながら、綿密に履修計画を立てる必要があります。そのためには、大学から与えられたツー
ルを使いこなすことが非常に重要となります。

■与えられたツールを使いこなすこと
履修計画を立て、実際に KONECO で登録作業を行うにあたっては、目的別に次のツールを横断的に使いこ

なさなければなりません。
　（1）履修に関する諸ルール、登録方法を確認⇒『履修要項』を第 1 章、第 2 章ともに熟読する
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　（2）自身の成績状況を確認⇒ KONECO 成績照会画面
　（3）履修登録日程を確認⇒『履修要項』の表紙裏のスケジュール表を確認する
　（4）学生番号指定クラス（詳細は、5. 学生番号指定クラスにて）の確認⇒大学 HP に掲載の授業時間表を確　
　　　認する（確認方法は、15. 授業時間表の閲覧にて）
　（5）科目の情報（授業内容、成績評価の方法等）を確認⇒シラバスを確認する（確認方法は、14. シラバス
　　　の閲覧にて）
　（6）科目の開講曜日・時限・授業教場を確認⇒大学 HP に掲載の授業時間表を確認する（確認方法は、
　　　15. 授業時間表の閲覧にて）
　（7）その他、必要な情報を得る⇒各種ガイダンスに出席する、KONECO の連絡事項を毎日全て確認する

■履修登録内容の確認を行うこと
登録したつもりだったが、登録できていなかった、登録した覚えがないという申し出には対応できません。

登録内容の確認を怠った自身の責任となります。必ず登録内容の確認作業を行いましょう。

■履修・成績に関する教務部への問い合わせ
履修・成績に関する相談がある場合は、教務部窓口へお越しください。ただし、不明点の多くは『履修要項』

等の大学から与えられたツールを確認することで解消ができます。これらのツールは、皆さんが学生生活にお
いて困ることがないよう作成しています。まずは、これらを使いこなし、自己解決を図ることに努めましょう。

教務部窓口では、履修登録に関する相談は行っていますが、『履修要項』等においてすでに案内済みの内容に
関する質問への回答は行っていません。加えて、履修登録した単位の確認・計算、自身が進級・卒業に必要な
単位数を満たしているかの照会については、必ず各自の責任において行ってください。

また、履修・成績に関する電話・メールでの教務部への問い合わせには対応できません。必ず教務部取扱時
間内に窓口へ問い合わせてください。万が一、災害や感染症等により、問い合わせの受付方法が変更となる場
合は、KONECO 連絡事項や大学 HP で周知します。

4　履修登録を行う前に（基本事項）
以下は、履修登録前に確認が必要な基本事項です。必ず確認の上、実際の履修登録を行ってください。各登録期

間における個別の注意事項は、8. 履修登録の流れ以降に記載しています。
（1）進級要件・卒業要件

学業奨励を目的として、3 年次への進級に際し、進級基準単位数を設けています。詳細は、第 1 章＞成績につ
いて＞ 6. 進級規程で確認してください。なお、2 年次および 4 年次への進級の際には、進級基準単位数はあり
ません。また、卒業に際しては、卒業必要単位数を定めています。詳細は、第 2 章＞教育課程の編成＞ 7. 卒業
必要単位数で確認してください。卒業必要単位数は、あくまで卒業に必要な最低単位数のことであり、4 年間で
修得できる単位数の上限を意味しているわけではありません。例えば、4年次の残り不足単位数が4単位だけだっ
たとしても、4 単位分だけ履修登録するのではなく、単位を落としてしまった場合も考慮して、少し多めに履修
登録をして授業を受けましょう（※ 4 年次必修科目を除く）。

（2）年間履修制限単位数
1 年間に履修登録できる単位数には上限が定められています。この単位数を超過しての履修登録は、いかなる

理由であっても認められません。この単位数は、所属学部・学科・専攻により異なります。第 2 章＞教育課程
の編成＞年間履修制限単位数で確認を行ってください。

（3）最低履修登録単位数
各年次において、1 年間で最低 1 科目以上（経営学部のみ 2 単位以上）は履修登録しなければなりません。1

年間でという条件ですので、前期科目もしくは後期科目のみの登録であっても構いません。この条件は、卒業
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必要単位数を満たしている 4 年次生にも適用されますので、必ず履修登録を行ってください。その際、成績が「F」
や「空欄」であっても、卒業は可能です。

（4）履修不可対象科目
「～年度以前に A 科目を単位修得済みの場合、B 科目は履修不可」といった条件が付されている場合があります。
この場合、KONECO の履修登録画面に B 科目は表示されません。履修を希望する科目を登録する前に、第 2 章
の各授業科目区分の開設科目一覧の後に記載している履修不可対象科目一覧で必ず確認を行ってください。

（5）同一曜日・時限での重複履修
例えば、月曜日 1 時限に A 科目と B 科目を同時に登録する等、同一曜日・時限での重複履修は認められませ

ん。なお、一部科目については、同一曜日・時限での同時履修が必要な場合があります。第 2 章以降で確認を行っ
てください。

（6）キャンパス間の移動による履修不可
多くの科目は、駒沢キャンパスで開講されますが、保健体育科目等の一部の科目は玉川キャンパスで開講され

ます。授業間の休憩時間は昼休みを除き、10 分間ですので、履修登録に際してはキャンパス間の移動時間を考
慮しなければなりません。したがって、駒沢・玉川キャンパス間の移動を伴う科目の履修は、連続した時限に
行うことができないルールとなっています。

例えば、駒沢キャンパス開講の A 科目、玉川キャンパス開講の B 科目があったとします。この場合、A 科目
を 1 時限、B 科目を 2 時限という登録はできません。ただし、昼休みを挟んだ登録は可能ですので、B 科目を
2 時限、A 科目を 3 時限といった登録を行うことはできます。

（7）同一名科目の重複履修
重複履修とは、同一名称の科目を単位修得後に再度履修することをいいます。例えば、1 年次に A 科目を単位

修得した場合、2 年次に再度 A 科目を履修することはできません。科目担当教員が異なっていた場合も同様です。
なお、1 年次に A 科目を履修したものの、単位修得できなかった場合は、2 年次以降に A 科目を再度履修する
ことができます。このことを再履修といいます。詳細は、6. 再履修で確認してください。ただし、各科目には
履修可能年次が設けられています。履修可能年次を超えての再履修はできません。履修可能年次は、第 2 章の
開設科目一覧で確認できます。

（8）同時履修
外国語科目など、同一名称の科目が同一開講期に複数のクラスで開講されている場合があります。この場合、

同一開講期においては、1 科目（1 クラス）しか履修することができません。

（9）科目の休講
第 2 章の開設科目一覧に記載がある科目であっても、事情によってはその年度に開講しない（休講となる）科

目もあります。この場合、KONECO の履修登録画面にも表示されませんので、留意してください。KONECO に
表示されている科目が、その年度に開講されている科目です。

また、科目開講の有無や開講期は、年度によって変更となる場合があります。その年度の『履修要項』で確認
してください。

（10）履修要項、授業時間表、シラバスの訂正
以下のホームページから閲覧ができます。また、記載内容に訂正が発生した場合にも掲載していますので、必

ず確認した上で閲覧してください。
　　【駒澤大学ホームページ（履修要項、授業時間表、シラバス）】
　　　駒澤大学サイトホーム > 学生生活・就職 > 学部生 > 履修・授業・試験・成績 > 履修 > 履修要項・授業時間表
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5　学生番号指定クラス

学生番号指定クラスとは、学生番号によってクラス指定され事前に履修登録設定がされている科目を意味します。
対象科目については、必ず履修しなければならない科目になります。学生番号指定クラス対象科目は「KONECO
の履修登録画面」および大学ホームページに掲載の「授業時間表」で確認できます。なお、学生番号指定クラスは、
履修登録期間開始後に確認ができます。

6　再履修
再履修とは、前年度もしくは当年度前期に履修登録したものの、単位を修得できなかった科目を次年度もしくは当年

度後期に再度履修することをいいます。単位を修得できなかった科目を再履修する際は、以下の点に注意してください。

（1）再履修する科目の単位は、各年次の年間履修制限単位数に含まれます。

（2）後期の履修において、再履修科目を履修登録する際は、年間履修制限単位数の範囲内に限ります。

（3）再履修する科目の担当教員が異なる場合でも、科目名が同じであれば同一科目の再履修と見なします。

（4）再履修の履修希望者が多数となった場合、システムによる抽選を行う科目があります。これを抽選対象再履修
科目といいます。前期の年間履修登録期間において、これらを KONECO で履修登録する方法は、9. 年間履修
登録期間＞（2）を確認してください。後期科目履修登録・訂正期間に登録する場合は、12. 後期科目履修登録・
訂正期間を読み、登録を行ってください。本年度の抽選対象再履修科目は以下のとおりです。これらの科目は、『履
修要項』第 2 章の開設科目一覧や『授業時間表』『シラバス』の付記欄では《再クラス◎抽》と明記されています。

科目名 備考
仏教と人間
健康・スポーツ実習 必修の学部・学科・入学年度のみ対象。

必修・選択必修の外国語科目 GMS 学部など一部を除き、抽選対象再履修科目。

経営学科、市場戦略学科の専門教育必修科目 市場戦略学科の会計学Ａ・Ｂを除く。

（5） 上記（4）の表に記載がない科目を再履修する場合は、KONECO の抽選対象再履修申込画面からではなく、そ
の他の科目と同じ方法で履修登録を行ってください。

（6）【GMS 学部のみ対象】以下の科目を再履修する場合は、「GMS 授業支援システム」での抽選登録が必要となり
ます。「GMS 授業支援システム」での指示に従ってください。

Oral Communication Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ　　Written Communication Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
International Communication Ⅰ・Ⅱ　　　　Academic Writing

（7） 初修年次（初めて履修した年次）に、学生番号指定クラスとなっていた科目を再履修する際は、学生番号に関
係なく履修することができます。

（8）「健康・スポーツ実習」の再履修は、駒沢キャンパスでは開講されません。1 年次に単位を修得できなかった場合、
玉川キャンパスで再履修をすることになります（シーズン履修は除く）。なお、昼休みをはさむ2〜3時限を除き、
駒沢・玉川キャンパス間の連続した時限での履修登録ができない点に注意してください。

（9） 各科目には履修可能年次が設けられています。履修可能年次を超えての再履修はできません。履修可能年次は、
第 2 章の開設科目一覧で確認できます。
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7　他学部履修　　※医療健康科学部を除く。

　所属学科以外の学部・学科が、他学部履修科目として公開した専門教育科目の中から所属学科が履修を認めた授
業科目を履修することができます。他学部履修科目は3年次から履修できます。履修する際は、『他学部履修科目
授業時間表（PDF）』と該当科目の『シラバス』をよく確認してください。
　履修方法の詳細については、第2章「他学部履修科目」の頁を確認してください。

8　履修登録の流れ
　　　　　　　　　　　　　※動画で分かる KONECO 操作説明はこちら（順次アップ予定）

Step 別での履修登録の流れ 参照すべき『履修要項』のページ

Step1. 履修計画を立てる
・まずは『履修要項』を第1章、第2章ともに熟読する。
・目的に応じて、ツールを使いこなす（第1章＞3. 履修登録において学生に求め

られることを参照）。
⇒全てのツールを横断的に使うことが大切です。KONECO の履修登録画面だ

けに頼っていては、履修登録を行うことはできません。履修登録時の注意
事項や方法などが、前年度と変更となっている場合もあります。第2章の
開設科目一覧のみならず、第1章も必ず確認しましょう。

・授業時間表は、第1章＞15. 授業時間表の閲覧の方法で確認可能。
⇒各科目の曜日・時限を確認します。学生番号指定クラス（詳細は、5. 学生

番号指定クラスにて）がある場合も、授業時間表で確認しておきましょう。
・シラバスは、4月初旬から第1章＞14. シラバスの閲覧の方法で閲覧可能。
・抽選を考慮した履修計画

⇒履修希望者多数の場合は、抽選が発生する場合があります。落選してしま
う可能性を考慮し、あらかじめ履修を希望する科目を複数リストアップし
ておきましょう。

全て

Step2. 前期の履修登録期間
　①年間履修登録期間 第1章＞9. 年間履修登録期間
　②履修訂正・抽選結果確認期間 第1章＞10. 履修訂正・抽選結果確認期間
　③履修登録内容確定日 第1章＞11. 履修登録内容確定日
　④前期・通年科目単位修得放棄期間 第1章＞13. 単位修得放棄期間

Step3. 前期科目成績発表（KONECO にて）と後期の履修計画
・成績及び単位修得状況を確認する。
・進級・卒業に向けて不足している科目区分・分野を把握する。

⇒原則として、Step2において1年間分の履修登録が完了しているはずです
が、必要に応じて履修計画を練り直し、Step4に備えましょう。

第1章＞成績について

Step4. 後期の履修登録期間
　①後期科目履修登録・訂正期間 第1章＞12. 後期科目履修登録・訂正期間
　②履修登録内容確定日 第1章＞11. 履修登録内容確定日
　③後期科目単位修得放棄期間 第1章＞13. 単位修得放棄期間

Step5. 後期・通年科目成績発表（KONECO にて）
・成績及び単位修得状況を確認する。
・進級・卒業に向けて不足している科目区分・分野を把握する。

第1章＞成績について

Step6. 次年度『履修要項』配付
・教務部窓口で学生証を提示し、『履修要項』等を受け取ります。
・熟読の上、授業時間表、シラバス、KONECO 連絡事項のお知らせ等を併せて

参照しながら、次年度以降の履修計画を立てましょう
全て
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9　年間履修登録期間

　前期授業開始前の年間履修登録期間において、後期科目も含めて1年間分の履修登録を行います。まずは、
KONECO ＞履修＞履修登録画面を確認しましょう。必修科目など一部の科目は、あらかじめ KONECO で登録が
されており、これらの科目については変更・取消はできません。
この期間においては、あらかじめ登録されている科目以外の曜日・時限で、自身が希望する科目への登録を
KONECO 上で行うことになります。これらの科目の登録方法は、登録したい科目によって次の2種類があります。

（1）KONECO ＞履修＞年間履修登録画面から（通常の登録方法）
多くの科目は、この方法で登録を行います。本学の科目は、一部を除き履修できる学生数の上限を設けてい

ます。これを受講予約科目と呼び、シラバスと授業時間表において、「◎予」と表記されています。受講予約
科目では、上限を超える申込が発生した場合、年間履修登録期間終了後に、システムによる抽選を行います。
抽選結果は、履修訂正・抽選結果確認期間に発表します。
また、受講予約科目に該当しない（= 履修者数の上限なし）科目については、第 2 章の開設科目一覧の注意

事項欄において、「★」が付されています。
なお、これらとは別に、担当教員による選抜等の受講制限を行っている場合もあるため、第 2 章の開設科目

一覧の注意事項欄やシラバスを必ず確認する必要があります。履修を希望する場合、年間履修登録期間に必ず
登録を行ってください。

①履修登録画面

・トップページ【履修】の項目より【年間履修登録】

をクリックします。

・前期・後期別になった時間割表形式の画面が表示さ

れます。各曜日・時限にある「選択」ボタンをクリッ

クすると、自分が履修できる科目と最新の混雑状況

等が表示されます。

・申請中の抽選対象再履修科目（◎抽）も画面に表示

されます。当落選が確定していませんので、受講予

約科目（◎予）等と同一曜日時限であっても、履修

登録申請が可能です。受講予約科目（◎予）の当落

選結果は、年間履修登録期間終了後の、履修訂正・

抽選結果確認期間に確認ができます。

※科目名の上に表示されている「申込状況」から、混
雑状況が分かります。

○　…定員に余裕があります。
△　…定員まで残り僅かです。
抽選…定員を超過しました。
　　　受講予約科目 ( ◎予 ) は抽選となります。
満員…�現在定員を充足しています。

※定員に空きのある受講予約科目 ( ◎予 ) は、履修訂
正・抽選結果確認期間に先着順で申込をすることが
できます。

※抽選により当選した受講予約科目（◎予）は、履
修訂正・抽選結果確認期間に取消をすることができ
ます。

※画面最下部の申込ボタンを押下しないと登録が
完了しません。
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（2）KONECO ＞履修＞抽選対象再履修申込画面から
5. 再履修の（4）に記載がある科目を再履修する場合の登録方法です。（1）の方法での登録は行えません。また、

この方法に該当しない再履修科目、KONECO 画面に表示されない再履修科目については、（1）の方法で行っ
てください。各科目の定員を超過する申込がなされた場合は、抽選を行います。抽選結果は、履修訂正・抽選
結果確認期間に発表します。なお、この登録方法で登録を行った科目の抽選に当選した場合、履修訂正・抽選
結果確認期間での変更・取消はできませんので、注意して申込を行ってください。

①抽選対象再履修申込画面

・トップページ【履修】から【抽選対象再履修申込】
をクリックします。

・卒業必要単位数を参照したうえで、「科目名称」の
プルダウンメニューから履修したい科目名を選択し
てください。

②対象科目の検索画面
・選択した科目の抽選申し込みができる曜日・時限が

表示されます。
・抽選申込したい科目の登録申込希望順位を選択し、

最後に「申込」ボタンをクリックします。
・年間履修登録期間中であれば、何度でも申込をしな

おすことができます。

※必修科目が開講されている曜日・時限は、予め
科目が登録されているため、その他の科目を申
込することはできません。

※同曜日・時限に他に履修可能な科目がある場合
は、「表示」ボタンをクリックして詳細を確認で
きます。

※抽選は年次等に関係なく、機械的にランダムで
当落選が決まります。 申込ボタンを押下しないと登録が完了しません。
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③当落選確認
・履修訂正・抽選結果確認期間になったら、トップ

ページ【履修】から【抽選対象再履修申込状況一覧】
をクリックし、抽選結果の確認をしてください。ま
た、当選科目は履修訂正申込の時間割画面上にも表
示されています。

■年間履修登録期間特有の注意事項
・KONECO の履修登録画面や成績照会画面に表示される単位修得状況表は、履修登録内容に応じてリアルタイ

ムで変動しません。年間履修登録期間での登録内容が反映されるのは、履修訂正・抽選結果確認期間となりま
す。期間中は各自で計算を行ってください。

・KONECO の各画面にはヘルプボタンが用意されています。画面の見方が分からない場合の参照としてください。
・履修を希望する教科書の購入方法については、第 1 章＞授業について＞ 12. 授業で使用する教科書の購入につ

いてを参照してください。
・期間中、KONECO の連絡事項において、重要なお知らせが配信される場合があります。毎日欠かさず、全て

のお知らせを確認してください。

10　履修訂正・抽選結果確認期間

　年間履修登録期間終了後、数日を置いて履修訂正・抽選結果確認期間が開始します。この期間では、その名の通
り、抽選結果の確認と履修登録内容の訂正を行います。また、期間中、前期授業も開始となります。
この期間における科目の追加・削除は、①定員に空きがある科目への先着順での登録（抽選はなし）、②定員が満
員の科目であっても、他の学生が削除を行えば空きができ、先着順で登録できること、③削除できない科目がある
こと（詳細は（3）履修訂正にて）がポイントです。
この期間においては、以下で説明する（1）抽選結果と履修登録内容の確認、（2）【2年次生と4年次生のみ】進級・
卒業見込の確認、（3）必要に応じた履修訂正を行います。

（1）抽選結果と履修登録内容の確認
まずは、次ページを参照し、抽選結果と現在の履修登録内容の確認を KONECO ＞履修＞履修確認画面で行

いましょう。抽選に当選もしくは抽選が発生せず履修が決まった科目については、初回授業に出席してくださ
い。この画面は、履修訂正・抽選結果確認期間開始時点のものが表示され、（3）において履修訂正を行った場
合でもリアルタイムで変動しないため、注意が必要となります。

※この方法で申し込んだ科目の場合は、当選した
科目の取消をすることはできませんので注意し
てください。

※定員に空きのある科目がある場合は、履修訂正
申込から先着順で申込が可能になります（ただ
し、取消不可）。
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①履修確認画面
・トップページ【履修】の項目より【履修確認】をク

リックすると、以下の画面が表示されます。注意書
きを一読のうえ「確認」ボタンを押してください。

・自動削除科目一覧に表示された科目は、履修登録が
されません。抽選が発生し落選した受講予約科目

（◎予）などが表示されます。
・登録した科目に誤りがないか、また、履修登録した

結果の単位修得状況について、確認してください。
・登録内容に誤りがない場合、画面を PDF 出力し、

印刷または保存してください。
・履修確認画面及びトップのカレンダーは、年間履修

登録期間での申込結果を表示しています。履修訂正
の内容を即時に表示しませんので注意してくださ
い。

※「修得見込単位数」の欄を見ると、今年履修す
る科目の合計単位数が科目分野別にわかります。

※「不足見込単位数」は、今年履修する科目の単
位を全て修得できた場合の、卒業までの残り見
込単位数です。

※上記「見込単位数」は、履修訂正・抽選結果確
認期間の変更状況に応じてリアルタイムに再計
算されるものではありません。履修訂正・抽選
結果確認期間にて変更した場合は、必ず履修登
録内容確定日にて「履修見込単位数」を確認し
てください。
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②履修訂正・抽選結果確認期間にエラーがある場合
・エラーの表示がされている場合は、必ずこの期間内

に（3）の方法で履修訂正を行い、各自でエラーを
解消してください。エラーが解消されなかった場
合、エラー解消のため、大学側で無作為に科目の削
除が行われる場合があります。

　

※主なエラーメッセージ
エラー
コード

エラーメッセージ エラー内容等

91 定員オーバー 定員を超過したため、登録できません。
6・

61・62
同一曜日・時限に2科目以上履修
（セメスター科目の主・副曜日と重複） 該当科目の訂正をしてください。

21 同一科目を2科目以上履修
79 同時履修不可 同等科目を登録しています。履修不可科目を確認してください。
78 同一開講期の履修不可 履修前に修得する必要のある科目があります。履修条件を確認してください。

42 演習担当者エラー 演習科目と同一担当者・同一曜日時限開講の科目のみ履修可能です。該当する科目
を登録してください。

75 特定者履修科目エラー 指定された学生以外は履修できません。

77 キャンパス間移動時間エラー 玉川・駒沢キャンパス間の移動時間が不足しているため、履修登録できません。
　※キャンパス間の移動時間は約60分

72 介護等体験エラー 登録していない講座の科目のため、履修できません。
76 履修条件エラー

履修前提条件となる科目または単位数が不足しています。『履修要項』の「開設科
目一覧」などにて履修条件を確認してください。

35 単位不足エラー
38 前提条件科目不足エラー
39 指定科目不足エラー
51 履修制限単位エラー 年間履修制限単位数を超えて登録しています。
31 他学部履修オーバー 他学部履修科目の履修制限単位数（既修得単位を含む）を超えて登録しています。

36 昼夜制限オーバー（専門教育）
専門教育科目の分野の昼夜開講科目制限単位数（既修得単位含む）を超えて登録してい
ます。

40 昼夜制限オーバー（教養教育）
教養教育科目の分野の昼夜開講科目制限単位数（既修得単位含む）を超えて登録して
います。

44 保健体育オーバー 保健体育科目の履修制限単位数を超えて登録しています。（法学部のみ）

ロックされています。
指定科目の履修予定がある等により、履修科目の登録はできません。詳細は窓口で
確認してください。

※エラーがある科目は、赤色の網掛けになります。
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（2）【2 年次生と 4 年次生のみ】進級・卒業見込の確認
2 年次生と 4 年次生に対してのみ、KONECO ＞履修＞履修確認画面に、履修訂正・抽選結果確認期間開始時

点での履修登録状況を基にした進級・卒業の見込判定が表示されます。履修訂正の参照としてください。

（3）履修訂正
抽選に落選してしまった科目があるため他の科目を追加したい、登録・削除し忘れてしまった科目があると

いった場合は、KONECO ＞履修＞履修訂正申込画面で、履修訂正（科目の追加・削除）を行います。
追加・取消は以下の条件で、例外は認められません。受講予約科目、抽選対象再履修科目（再クラス◎抽）

への追加は、定員に空きがある場合に限り、先着順で受け付けます（抽選はなし）。
追加 削除

受講予約科目 可能（先着順） 可能

抽選対象再履修科目（再クラス◎抽） 可能（先着順） 不可能

その他の科目 可能 可能

科目の追加・削除は以下の方法で行います。抽選対象再履修科目（再クラス◎抽）も同様の方法となります。
追加を行った科目については、初回授業に出席し、初回授業以降に追加を行った場合は、第2回授業時に担当
教員へ直接連絡を行ってください。

①履修訂正申込画面
・トップページ【履修】の項目より【履修訂正申込】をクリックすると、以下の画面が表示されます。

　

※「修得見込単位数」の欄を見ると、今年履修する科目
の合計単位数が科目分野別にわかります。

※「不足見込単位数」は、今年履修する科目の単位を全
て修得できた場合の、卒業までの残り見込単位数です。

※上記「見込単位数」は、履修訂正・抽選結果確認期間
の変更状況に応じてリアルタイムに再計算されるもの
ではありません。履修訂正・抽選結果確認期間にて変
更した場合は、必ず履修登録内容確定日にて「履修見
込単位数」を確認してください。

※2年次生・卒業年次生は見込判定も必ず確認してくだ
さい。

※エラーにより自動削除された科目や抽選
が発生し落選した受講予約科目（◎予）な
どが表示されます。

※各曜日・時限にある「選択」ボタンをク
リックすると、混雑状況、最新混雑状況を
確認することができます。

　○…定員に余裕があります。
　　　�先着順で登録を受付します。
　△…定員まで残り僅かです。
　満員…�現在定員を充足しています。
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■履修訂正・抽選結果確認期間特有の注意事項
・KONECO の履修登録画面や成績照会画面に表示される単位修得状況表は、履修登録内容に応じてリアルタイムで
変動しません。履修訂正・抽選結果確認期間での登録内容が反映されるのは、履修登録内容確定日となります。期
間中は各自で計算を行ってください。

・KONECO の各画面にはヘルプボタンが用意されています。画面の見方が分からない場合の参照としてください。
・履修を希望する教科書の購入方法については、第1章＞授業について＞12. 授業で使用する教科書の購入について
を参照してください。

・期間中、KONECO の連絡事項において、重要なお知らせが配信される場合があります。毎日欠かさず、全てのお
知らせを確認してください。

・4月第1回目の授業は「履修のお試し期間」ではありません。履修訂正・抽選結果確認期間と重なっているため科目
によっては訂正変更も可能ですが、第1回目の授業については、必修科目に限らず通常通り授業が行われ、担当教員
からのオリエンテーションや受講制限に関する説明など、受講する上で重要な内容が多く含まれます。授業開始前
に『シラバス』等をよく読み、履修意思のある科目は必ず年間履修登録期間に登録し、第1回目の授業から出席する
ようにしましょう。

11　履修登録内容確定日
　履修訂正・抽選結果確認期間から数日を置いて、履修登録内容確定日となります。履修訂正・抽選結果確認期間での
履修登録内容が KONECO の各画面に反映されます。この時点で履修登録は締め切っていますので、いかなる理由で
あっても履修訂正は認められません。
　KONECO ＞履修＞履修確認画面に表示されている内容で履修登録が確定していますので、必ず確認を行ってくださ
い。
　また、2年次生と4年次生は、10. 履修訂正・抽選結果確認期間の（2）に記載の方法で進級・卒業見込の確認も必要
となります。ただし、この見込判定欄は、履修登録内容確定日以降は表示されません。また、教務部では、自身が卒業
に必要な単位数を満たしているかの照会には対応できません。必ず、履修登録内容確定日当日に自身で確認を行ってく
ださい。
■履修登録内容確定日特有の注意事項
・履修登録内容確定日に合わせて、KONECO の連絡事項において、重要なお知らせが配信される場合があります。
欠かさず、全てのお知らせを確認してください。

・KONECO の各画面にはヘルプボタンが用意されています。画面の見方が分からない場合の参照としてください。

12　後期科目履修登録・訂正期間
　この期間には、後期科目のみ追加・削除を行うことができます（通年・集中・シーズン科目は一切不可）。前期に単
位を修得できなかった科目がある場合、後期にも同一名称科目が開講されている場合に限り、年間履修制限単位数の範
囲内で再履修することができます。
　科目の追加・取消は以下の条件で、例外は認められません。受講予約科目、抽選対象再履修科目（再クラス◎抽）へ
の追加は、定員に空きがある場合に限り、先着順で受け付けます（抽選はなし）。

追加 削除

受講予約科目 可能（先着順） 可能

抽選対象再履修科目（再クラス◎抽） 可能（先着順） 不可能

その他の科目 可能 可能

　また、この期間における後期科目の追加に際しては、年間履修制限単位数に注意が必要です。第2章＞教育課程の編
成＞8. 年間履修制限単位数を必ず確認の上、登録を行ってください。
　登録は、KONECO ＞履修＞後期科目履修訂正画面で行います。登録方法は、10. 履修訂正・抽選結果確認期間の（3）
と同様です。また、KONECO の履修登録画面や成績照会画面に表示される単位修得状況表は、履修登録内容に応じて
リアルタイムで変動しません。後期科目履修登録・訂正期間での登録内容が反映されるのは、履修登録内容確定日とな
ります。期間中は各自で計算を行ってください。
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　後期科目履修登録・訂正期間終了後、数日を置いて前期と同様に履修登録確定日となります。11. 履修登録内容
確定日を参照し、同様の確認作業を行ってください。

13　単位修得放棄期間

　単位修得放棄は、前期・後期の履修登録確定後の定められた期間内に限り、自身の意思により、特定科目の履修
および単位の修得を放棄することができます。自身の責任において卒業・進級の可否を確認し、KONECO ＞履修＞
単位修得放棄から手続きを行ってください。
　放棄した科目は、今年度の履修ができず、成績評価も受けられません。また、履修登録自体が取り消されたのと
同じ状態となるため、GPA の算出には含まれません。
　単位修得放棄には以下の条件がありますので、必ず条件を確認してから行うようにしてください。

①単位修得放棄は、前期・後期のそれぞれ定められた期間（具体的な日程は、表紙裏のスケジュールで確認）
でしか行えません。前期単位修得放棄期間では前期・通年・集中科目のみ、後期単位修得放棄期間では後
期科目のみ削除可能です。例外は認められません。また、通信環境、PC のエラーで放棄できなかった等
の申し出に対する期間の延長はできません。

②必修科目、抽選対象再履修科目、学部指定により放棄不可能な科目があります。放棄可能な科目は、単位
修得放棄期間に KONECO 画面にて確認してください。

③単位修得放棄期間内に放棄した科目の代替科目を追加することはできません。
④いかなる理由があっても、単位修得放棄を取り消すことはできません。単位修得放棄が第三者から行われ

た可能性がある、間違って消してしまったという理由であっても取り消すことはできません。PC や ID・
パスワードの管理を徹底してください。なお、進級・卒業に係る単位を放棄してしまった場合も同様です。

　単位修得放棄期間から数日を置いて、単位修得放棄確認期間を設けています。この期間に単位修得放棄状況を
KONECO にて確認してください。具体的な日程は、単位修得放棄時に KONECO 画面上に表示されます。

14　『シラバス』の閲覧

　『シラバス』とは、各科目の授業計画についてまとめられたものです。授業概要、授業スケジュール、成績評価
の方法、教科書等について詳細に掲載されています。科目の登録の際は、必ず確認してください。
　『シラバス』は、KONECO から閲覧します。時間割表画面や、履修登録等の画面上に表示された科目名をクリッ
クして閲覧できます。この他に、科目名や担当教員名を直接入力して検索する機能もありますが、『シラバス』を
参照している本人が履修できない科目を表示する場合があります。
　①時間割表示形式画面から『シラバス』を閲覧する

②『シラバス』検索画面から『シラバス』を閲覧する

※時間割表形式の画面で、科目名をクリックするとその
科目の『シラバス』が閲覧できます。

※各曜日・時限の「選択」ボタンをクリックすると、自
分の所属学科で履修可能な科目名が表示されます。

※『シラバス』検索画面では、初期設定で「検索範囲」
が「履修」に指定されており、自分の所属学科で履
修可能な科目だけが検索される設定になっています。

※「検索範囲」を「すべて」に変更した場合、他学部
の時間割をすべて閲覧できるようになります。ただ
し、自分の所属学科では履修できない科目も検索さ
れるようになってしまいます。たとえ自分の所属学
科と同じ科目名があったとしても、必ずしもそれを
履修できるとは限りませんので注意してください。
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③『シラバス』照会画面
　

④『シラバス』照会画面の用語説明
履修コード／科目名称 履修コード（科目の曜日・時限毎に付けられた固有番号）と科目名称

開講年度・期 科目の開講年度と開講期（通年・前期・後期）

開講曜日・時限 科目の開講している曜日・時限　※週2回開講科目の曜日時限は、主曜日のみ表示されます。
副曜日については、KONECO「履修登録画面」や『授業時間表』PDF で確認してください。

単位数 その科目を合格すると得られる単位数
付記 科目に関する補足情報 ( 科目名のサブタイトルなど )

主担当教員氏名 その科目の代表教員（採点を行う教員）の氏名
副担当教員氏名 代表教員以外の教員氏名

授業概要 その科目で行われる授業の概要について
到達目標（ねらい） その科目で修得する知識・技術等の到達目標について

授業スケジュール 各回の授業スケジュールについて。※スケジュールは『シラバス』作成時点の予定であるた
め、授業の進度によって変更される可能性があります。

準備学習 履修に際し、事前事後の学習に関する指示や学習時間の目安
履修上の留意点等 履修する際の留意点や、受講方法に関する指示
成績評価の方法 成績評価の方法（試験やレポート等）や評価割合について

教科書／テキスト 授業で使用する教科書やテキストについて。※書籍の場合は購入が必要となります。購入は
教科書販売サイト（MyKiTS）及び紀伊国屋書店（第二研究館地下）からとなります。

参考書 受講にあたり、参考にすべき図書等について
学生による授業アンケート結果
等による授業内容・方法の改善

について
授業アンケートを基にした授業の改善計画等について

関連リンク 授業に関連したホームページ
実務経験がある教員

による授業科目
その科目が実務経験を有する教員による科目に該当するか、また該当する場合は、どのよう
な分野での実務経験を有するかについて

アクティブ・ラーニング型の授
業科目

その科目がアクティブ・ラーニングを取り入れているか、また該当する場合は、どのような
形式で実施されるかについて

15　授業時間表の閲覧
　『授業時間表』は、各学部学科（専攻）の曜日・時限ごとに履修できる科目が一覧形式で下記のホームページに
掲載されています。履修登録の資料としてお使いください。
【駒澤大学ホームページ（授業時間表）】

駒澤大学サイトホーム > 学生生活・就職 > 学部生 > 履修・授業・試験・成績 > 履修 > 履修要項・授業時間表

16　履修系統図
　履修系統図とは、各授業科目間の対応関係や履修・学修における道筋を示したものです。
以下の駒澤大学ホームページに掲載の履修系統図は、最新の入学年度のカリキュラムを掲載していますので、ご覧
になる際はご注意ください。
なお、必ずしも履修系統図通りに履修する必要はありませんが、履修に悩んだ際の参考としてください。
【駒澤大学ホームページ（履修系統図）】
　　駒澤大学サイトホーム > 学生生活・就職 > 学部生 > 履修系統図

駒澤　太郎(コマザワ　タロウ)

※「PDF 出力」ボタンをクリックすると、表示されて
いる『シラバス』の PDF ファイルをダウンロードす
ることができます。履修を決めた科目の『シラバス』
は PDF ファイルを保存しておくか、印刷しておきま
しょう。
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1　授業期間

　本学では学則の定めにより、1年間を前期・後期の2つの期間に分けて授業を実施しています。
　期間については、①前期または後期のみ授業が行われる半期科目と、②前期・後期両方の期間を使って授業を実
施する通年科目の2種類があります。

期間 授業開始日 授業最終日 休業期間
前期   4月  1日～  9月15日   4月10日   7月15日 夏季  7月31日～  9月15日
後期   9月16日～  3月31日   9月16日   1月13日 冬季12月25日～  1月  6日

※休業期間を利用して、集中授業が開かれる科目があります。詳しくは、「開設科目一覧」を参照してください。
なお、集中授業と同一科目名の半期・通年科目と同一年度に履修することはできません。

※授業最終日以降に、定期試験期間が設けられています。

2　休日授業日及び全学休業日

　各曜日の授業日数を調整するため、特定の祝日・休日等を授業日として設定しています。授業日に振り替えた休
日は、他日程を全学休業日として、休日に振り替えています。休日授業日は当日の曜日の授業を行います。振替休
業日の曜日の授業ではありません。

前
期

休日授業日 振替全学休業日

後
期

休日授業日 振替全学休業日
4月29日（木）昭和の日 7月26日（月） 9月20日（月）敬老の日 10月28日（木）
5月3日（月）憲法記念日 7月27日（火）

5月4日（火）みどりの日 7月28日（水）

5月5日（水）こどもの日 7月29日（木）

その他、以下の日程は全学休業日と設定されているため、授業は実施されません。

前
期

全学休業日
後
期

全学休業日

7月30日（金） 7月22日振替 10月29日（金）・30日（土） オータムフェスティバル
（準備日含む）

3　課題授業

　休日授業日を含む通常の授業とは別に、課題授業が前期及び後期に実施されます。
　各科目の課題授業の実施時期や方法については教員からの指示に従ってください。『シラバス』に記載されてい
る場合もありますので注意してください。課題授業の方法は以下にあげるものがあります。
①駒澤大学授業支援システム「YeStudy（イエスタデイ）」を利用
　教員からの指示があります。利用方法については、「YeStudy 操作マニュアル」（オリエンテーションまたは3号
館4階総合情報センター事務室で配布）を参照してください。
② C-Learning を利用
　教員からの指示があります。PC を利用してのレポート提出、教材配信、学習履歴報告による教員課題提示があ
ります。URL：https://komazawa.c-learning.jp/s/
③補講
　平日の夜間時間帯や、土曜日の午後を中心に実施されます。実施日や教場については受講生に対し KONECO で
配信されます。複数の補講授業が同一時限に重なってしまった場合、必修科目を最優先し、科目担当教員に相談し
てください。教員に対しては科目の重なりがあった際は学生から相談があることを伝えてあります。
④レポート提出
　教員からレポート課題が出題されます。提出期限、体裁等は教員の指示に従ってください。
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4　授業時間

　※定期試験期間の時間帯については、「試験時間」の頁を参照してください。
時限 1時限 2時限 3時限 4時限 5時限 6時限 7時限

9：00 10：40 13：00 14：40 16：20 18：00 19：40
時間 ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

10：30 12：10 14：30 16：10 17：50 19：30 21：10

5　休講
　大学や授業担当教員にやむを得ない事情が発生した場合に、授業を休講することがあります。休講について連絡
があり次第、KONECO に掲示します。なお、教場黒板への板書での休講連絡は原則として行いません。授業開始
後30分を経過しても連絡がない場合は、教務部9番窓口に申し出て、指示を受けてください。

6　震災及びその他の災害・事故に伴う授業休講措置

（休講措置を検討する状態）

・東急田園都市線が運休もしくは運転を見合わせている場合
・�台風、低気圧等により、東京23区内及びその隣接地域に「暴風警報」「暴風雪警報」「大雨警報」「大雪警報」が発表された場合

　上記の場合、休講するか否かを大学が検討し、決定し次第、以下の手段でお知らせします。緊急時はアクセスが
集中しますので、以下の優先順位で確認してください。
①パソコンからの KONECO サイト利用　②パソコンからの大学 HP 利用　③スマートフォンからの大学 HP 利用

7　補講
　各教員の授業の進行状況や休講等による不足分を調整するため、補講を実施することがあります。補講の情報は
KONECO に配信されます。

開講期 実施期間 曜日・時限

前期   5月15日～前期授業最終日 平日：6・7時限、土曜日：4・5時限
※他の時限で行われる場合もあります。後期 10月21日～後期授業最終日

8　代講
　傷病・退職等の理由のため、年度の途中で担当教員が変更となることを代講といいます。
　代講となった授業については、KONECO に掲示します。

9　教場変更・教場貸出

●�教場変更：教場が変更となる場合、KONECO に掲示します。継続して変更になる場合と、当日のみ変更になる
場合があります。

●�教場貸出：ゼミ活動で教場を使用する場合は、担当教員の承諾を得た上で、教務部窓口へ「教場使用願」を提出
してください。サークル等で教場を使用する場合は、学生部へ申し出てください。
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10　授業の欠席

　病気・怪我・事故・冠婚葬祭など、やむを得ない理由により授業を欠席する場合、次表を参照のうえ、所定の方
法により各自で授業の担当教員に届け出をしてください。ただし、欠席の取扱いについては、担当教員に確認して
ください。
　次表に定めのない欠席理由については、所定届出用紙等はありません。欠席が証明できるもの（傷病であれば医
師の診断書等）を各自で取得してください。不明な点については、教務部7～10番窓口へ問合せてください。ただ
し、風邪等の1カ月未満の病気や交通機関の遅延などは教務部への届出は不要です。次回の授業で教員に相談して
ください。

欠席事由 欠席として認められる期間 手続方法

証 

明 

書 

類 

に 

よ 

り 

届 

出

学校保健安全法施行規則第18条に規定された感染症に罹患し、医
師により感染症に罹患したとの判断を受けた場合

学校保健安全法施行規則第19条に規定
された期間

保健管理センターへ医療機関発行の証
明書 ( ※ ) を提出、確認印をもらった
後、担当教員へ提示する。

自然災害や事故により交通機関が運休し、通学が著しく困難である
と認められる場合 ( 通学に主に用いる交通機関が運休になり、代替
の交通機関での通学が不可能であった場合 )

該当する期間
公的機関または交通機関発行の証明書、
ならびに代替手段のないことの説明書
類を担当教員へ提示する。

学
科
所
定
用
紙
等
に
よ
り
届
出

本学の開講科目のうち、下記の学科が認める実習に参加する場合

参加日数 学科又は担当教員の指示に従ってくだ
さい。

文学部地理学科

｢ 地域文化調査法Ａ～G｣・｢ 地域文化演習Ａ～E｣･
｢ 地域環境調査法Ａ～Ｆ」・｢ 地域環境演習Ａ～Ｆ ｣・
｢ 地域調査入門Ａ～Ｆ ｣・｢ 人文地理学実習」・
｢ 自然地理学実習」・｢ 地形環境調査実習 ｣・
｢ 水文学実習」・｢ 気候学実習」・｢ 歴史地理学実習」
｢GIS 実習 ｣・｢ 計量地理学実習 ｣・｢ 応用地図学実習
｣・
｢ 地質学Ａ ･ Ｂ」

文学部歴史学科 ｢ 考古発掘実習 ｣
文学部心理学科 ｢ 心理実習（臨床）」

医療健康科学部 ｢ 画像検査技術学実習 ｣・｢ 核医学検査学実習」・
｢ 放射線治療技術学実習」

授
業
欠
席
届
に
よ
り
届
出

事故（含む交通事故）・犯罪の被害者となったために通学が困難で
あると認められる場合 該当する期間

被害を証明する書類と、通学困難である
旨を説明する書類持参のうえ、教務部窓
口⑦～⑩番窓口で相談してください。

配偶者及び１・２親等の親族の死亡に伴い、葬儀、服喪その他の行
事のために授業に出席できなかった場合

配偶者及び１親等の親族の場合（父母・子）は、
死亡した日から起算して連続７日（休日含む） 会葬礼状等を持参のうえ、教務部窓口⑦

～⑩番窓口で相談してください。２親等の親族の場合（祖父母・兄弟姉妹等）は、
死亡した日から起算して連続３日（休日含む）

裁判員制度による裁判員又は裁判員候補者に選任された場合
①裁判員候補者として、裁判員選任手続のために裁判所に行った場合
②裁判員として選任され、裁判（公判、評議、評決等）に参加した場合

①1 日
②参加日数

裁判所からの通知書等を持参のうえ、教
務部窓口⑦～⑩番窓口で相談してくだ
さい。

本学の教職課程、資格講座に関わる以下の実習に参加する場合
①教育実習 ②介護等体験 ③社会教育実習
④博物館実習 ⑤社会福祉士・精神保健福祉士実習

受入先の指定する期間

教務部②番窓口にて所定の欠席届を受
理し、受入先・指定期間の記載された公
文書 ( 写 ) を添付のうえ、担当教員に申
し出てください。
※公文書が発行されない場合は、事務担  
　当部署から配付される書類 ( 写 )

上記以外の理由で特に学部長が認めた場合
上記の事由には当たらないが、学部の決
定により認められた場合教務部⑦～⑩
番窓口で相談してください。

●欠席に関する注意点
・欠席期間が長期にわたる場合は、休学について教務部11番窓口（学籍係03-3418-9121）へお問い合わせくださ

い。
・病気・怪我等で、1か月以上の入院治療を要する場合、保健管理センター（禅研究館1階 03-3418-9635）へ連

絡してください。
※インフルエンザ、麻疹等の法令で定められた感染症に罹患した場合、保健管理センターに連絡の上、感染の危

険がなくなるまで自宅療養してください。治癒後、｢ 学校における感染症 ｣ の治癒証明書 ( 大学所定様式・下
記 HP より事前にダウンロードする ) を医師に記入してもらい、保健管理センターへ提出してください。

　 詳 細 は、 保 健 管 理 セ ン タ ー[https://www.komazawa-u.ac.jp/campuslife/health-center/infectious-
disease.html] を参照してください。

※新型コロナウイルス陽性者及び濃厚接触者は保健管理センターへ連絡し、所定用紙発行後、各自で授業の担当
教員へ届出をしてください。

●教職課程、博物館学講座、社会教育主事講座、社会福祉士の実習のため、他の授業を欠席をする場合、所定の欠
席届を用意していますので、教務部2番窓口へ申し出てください。
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11　教員の連絡先と連絡方法

　教員の連絡先（電話番号、メールアドレス、住所等）は、教務部へ相談してもお教えすることはできません。ま
た、学生・教員間の連絡の取次も行っていません。
欠席等の連絡を含め、授業前後に教員と直接やり取りを行ってください。授業期間が終了しており、教員と会う機
会がないといった場合であっても、教務部では連絡先をお教えしたり、連絡を取り次いだりはできません。
　本学で授業を担当する教員は、本学に籍を置く専任教員、本学には籍がなく、担当の授業日にのみ来校する非常
勤講師がいます。授業前後以外で教員と連絡が取りたい場合、以下の方法により各自で直接コンタクトを取ってく
ださい。また、緊急時に備え、教員の連絡先を直接たずねておくことも有効です。

■専任教員の場合
学内に研究室があり、授業期間であればオフィスアワーを利用し、コンタクトを取ることができます。詳細は、
巻末の学修支援 > オフィスアワーの項目を確認してください。教員によっては、オフィスアワーの時間とと
もに、メールアドレスを公開しています。

■非常勤教員の場合
学内に研究室がありませんので、シラバスや大学 HP の授業時間表等で、教員が来校している曜日・時限を調
べ、各自でコンタクトを取ってください。非常勤教員の場合、授業前後の時間に講師控室にいる場合がありま
す。講師控室の場所は、裏表紙の裏面に記載の「事務室・掲示板案内図」で確認してください。

12　授業で使用する教科書の購入について

　教科書の販売方法については、4 月上旬に以下のホームページおよび KONECO を通じてお知らせします。
【駒澤大学ホームページ（教科書販売）】

駒澤大学サイトホーム > 学生生活・就職 > 学部生 > 履修・授業・試験・成績 > 履修 > 教科書販売
※教科書販売に関する情報は上記のリンクのホームページをご確認ください。
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1　試験について
　受講する科目の多くは、授業に出席し、試験を受けることで評価されます。
　試験はいくつかの種類がありますので、自分の受講している授業がどの試験を行うのかを KONECO や掲示板等
で必ず確認してください。
●試験の種類

種類 形式 概要 やむを得ない理由で欠席した場合

定期試験

筆記
・指定の定期試験期間に実施する。
・60分間※試験開始15分前には着席していること
　※2. 定期試験時間参照 追試験制度あり。

※期間内に申請し、許可された場
合のみ。

※5. 追試験参照
※6. 追試験受験対象となる欠席理

由参照
レポート

・指定の定期試験期間に実施する。
・完成したレポートを提出する。
・30分間※試験開始15分前には着席していること
   ※2. 定期試験時間参照参照

※レポート課題は KONECO 及び大学ホームペー
ジに公開

授業内試験 任意
授業期間中に、担当教員が任意で実施する。実施の
日時や内容は、授業内のみで告知される場合もある。
※9. 授業内試験参照

担当教員に直接相談する。

※やむを得ない理由については、「6．追試験受験対象となる欠席理由」を参照。

2　定期試験時間

時限 1時限 2時限 3時限 4時限 5時限 6時限 7時限
9：30 11：00 13：00 14：40 16：20 18：10 19：40

時間 ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
10：30 12：00 14：00 15：40 17：20 19：10 20：40

※�レポート提出は、開始後30分で受付を終了しますので遅れないよう注意してください。
※試験開始15分前には着席をしておくようにしてください。

3　定期試験

●定期試験の実施日程
前期科目 7月16日（金）～17日（土）、19日（月）～22日（木）

後期科目と
通年科目

1月17日（月）～18日（火） ※専門教育科目集中試験

1月19日（水）～21日（金）、24日（月）～26日（水）

※�専門教育科目集中試験とは、専門教育科目のうち、以下の条件のいずれかに該当する科目の試験を特別な日
程で実施するものです。日程及び履修中の科目が該当しているかどうかは、試験掲示を確認してください。

　・同一教員が同一科目名の授業を複数担当している科目
　・履修人数が大人数である科目

●定期試験の注意事項
・履修登録した科目のみ受験できます。従って、同一科目名、同一教員名であっても、履修登録していない開講

期・曜日・時限の科目は、受験できません。
・定期試験はすべて駒沢キャンパスで実施します。
・レポート試験の場合は、論題・学科・年次・学生番号・氏名を明記し、読み易く綴じて提出してください。な

お、指定された曜日・時限に提出しなければなりません。レポート用の表紙フォームを大学 HP で公開してい
ますので、活用してください。

・試験時間割は履修登録している科目が開講している曜日・時限とし（専門教育科目集中試験を除く）、試験日
及び教場等については KONECO で発表します。KONECO トップページスケジュール画面に表示されたアイ
コンをクリックしてください。試験教場・参照の可否等を見ることができます。試験時間は通常の授業時間と
は異なります。（「試験時間」の頁を参照）



28 

履修について

28 

試験について

4　定期試験情報の確認方法

　・定期試験情報は KONECO トップページのスケジュール画面にて確認できます。
　・レポート試験の課題は【連絡事項（一般）】に掲示されます。
　・詳細は、定期試験開始の2～3週間前に発表されます。
　・�追試験の情報は、許可された学生のみ科目担当教員から連絡がありますので指示をおく確認してください。

5　追試験
　追試験は、6. 追試験受験対象となる欠席理由に掲載した理由により、定期試験を受けられなかった場合に、許
可を得て受験することができる試験です。授業内試験は該当しません。
　定期試験欠試者は教務部に相談のうえ、学生本人が所定の「追試験受験願」に記入し、証明書を添付して下記期日
までに教務部（8番窓口）の受験許可を得てください。手続きの流れについては、KONECO 掲示等を確認してください。
　なお、追試験は、いかなる理由（天候、交通機関の乱れ、傷病、実施日時変更など）があろうと代替措置はありません。
したがって、単位取得のためには、定期試験を受験できるように体調管理やスケジュール調整を行うことが重要です。

追試受験願受付 追試験期間 備考

前期科目 7月24日（土）11時まで 8月12日（木）・13日（金）・16
日（月） 各科目担当教員の判断によっ

て、左記の日程以外で実施する
場合もあるので、教員からの指
示をよく確認してください。

後期科目と
通年科目

1月28日（金）正午まで 2月9日（水）・10日（木）・12日（土）・
14日（月）

②時間割に表示される
【定期試験○○（筆記またはレポート）】
をクリックすると、試験教場や持ち込み情報
が表示されます。

※表示されていない科目は定期試験
がありませんが、授業内で試験が
行われていることがあります。

※授業教場と異なる場合がありますので、
必ず確認をしてください。

①カレンダーの定期試験（追試験）期間をクリックします。
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6　追試験受験対象となる欠席理由

種別 欠席理由 提出する証明書・書類等

A
本人の病気・負傷 医師の診断書（欠席した当日に受験できなかったとわかる日付があるものに限る）

新型コロナウイルス陽性者及び濃厚接触者 本学保健管理センター所定用紙

B
忌引 3親等以内　会葬御礼等証明するもの
危篤 3親等以内　病院または親族の一筆・捺印による証明書（書式自由）

C 公共交通機関の遅延（通学経路のみ） 当該機関で発行された遅延証明書（15分以上）（web 遅延証明書不可）（当日中の提出が必須）

D 就職試験等（選考） 受験証明書（本学所定書式）、及び試験の案内状か受験票の写し
E 勤務の都合 定職者に限る　勤務先の証明書
F 交通事故 交通事故証明書
G 天災その他の災害 被災を証明するもの
H 公式試合 公式試合参加を証明するもの
I 結婚式 3親等以内　席次表等証明するもの
J ボランティア参加（災害復旧のみ） 参加証明書（本学所定書式）
K インターンシップ参加 参加証明書（本学所定書式）、及び学生本人の参加を証明するもの

L
他大学での履修科目の試験が本学

の定期試験と重複した場合
履修証明書あるいは試験日時等の記載があるものに限る　

M 資格取得のための実習等 本学の資格課程講座に限る
N その他の公的な会議・式出席 案内状等証明するもの
O その他 学部長が特別に認めた場合　教務部所定の許可願用紙と理由が明記されている書類、証明書等

　※全ての理由について、「試験日当日に受験できない・できなかったとわかる日付」のない証明書では受験許可できません。
　※上記理由以外は受験許可できません。したがって、選考を伴わない企業説明会・内定者懇談会・別日指定可能な通院（傷病に伴

う臨床検査含む）・移動日等は証明書があったとしても許可できません。
　※上記理由に該当し、かつ証明書を提出した場合でも、教務部での判断の結果、許可できない場合もあります。
　※上記理由「Ｄ・Ｊ・Ｋ」については、本学所定書式の証明書が必要ですので、受験票やプリントアウトした案内メール等を準備

のうえ、必ず事前に教務部窓口までご相談ください。

〇提出する証明書・書類等についての注意事項　
A．本人の病気・負傷

試験当日の症状の記載がある医師の診断書（または治癒証明書（保健管理センター発行））に限る。詳細は
KONECO 掲示を確認すること。

　Ｃ．公共交通機関の遅延（通学経路のみ）
　　　原則、試験当日の申請に限る。遅延証明書は通学経路で利用する交通機関で発行されたものに限る
　　　（但しインターネットでの発行は不可）。詳細は KONECO 掲示を確認すること。
　Ｄ．就職試験等（選考）
　　　事前に窓口で相談の上、本学所定書式を受け取ってください。
　　　本学所定書式に参加日時を記入の上、用務先から署名・捺印をもらうこと。
　　　証明書の発行が遅れる場合には、事前に教務部（8番窓口）に申し出てください。
　Ｈ．公式試合
　　　大学の部活動等で選手として参加する場合に限る。
　Ｊ．ボランティア参加（災害復旧のみ）
　　　上記「Ｄ．就職試験等（選考）」と同様
　Ｋ．インターンシップ参加
　　　上記「Ｄ．就職試験等（選考）」と同様
　Ｍ．資格取得のための実習等
　　　実習先、実習期間の記載のあるものに限る。
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7　受験心得

1	 当該科目を履修登録していなければなりません。
2	 指定された日時・試験場で受験しなければなりません。
3	� 試験中、学生証を机上に提示しなければなりません。ただし、仮受験票を以って学生証に代えることができ

ます。
4	 試験開始後30分以内に当該試験場に入室しなかった者は、受験できません。
5	 試験終了までは試験場を退場できません。
6	 学部・学科・年次・学生番号・氏名の記入はペンまたはボールペン書きとします。
7	 答案または受験者名簿に記名の無い者の受験は無効と扱われます。
8	� 試験場において、受験者は試験監督員の指示に従わなければなりません。指示に従わない場合は、「試験実

施規程」に基づき当該科目の受験資格を失い、試験の受験自体が無効となります。
9	 試験において不正受験行為が行われた場合は、「不正受験行為者処分規程」により処分されます。
10	� 追試験受験者は、受験許可証を持参しなければなりません。

8　不正受験行為

不正受験行為者処分規程で規定されている不正受験行為を行うと、厳しい処分が下ります（第11項参照）。不正
受験行為は絶対に行わないようにしましょう。
◎注意事項
・参照物に関しては、試験情報を確認してください。
・「すべての参照物」の中には、特別な指示がない限り、電子機器は含みません。
・電子機器については、特別な指示がない限り使用できません。スマートフォン・タブレット・ウェアラブル端

末等については、電源を切りカバンの中にしまっていない場合は、不正受験行為となります。
・参照物の指定が「自筆ノート」となっている場合、「手書き」のもののみが対象となります。パソコン等のデー

タをプリントアウトしたものはコピーとみなされ、不正受験行為となります。

9　授業内試験

　授業内試験とは、授業期間中に担当教員が任意で行う試験のことです。筆記試験あるいはレポート試験等で行わ
れます。定期試験や追試験と異なり、試験実施の告知は授業内だけで行われ、掲示がされない場合もあるので注意
が必要です。また、大人数授業の場合、教場を変更して試験が行われる場合があります。欠席してしまった場合は、
担当教員に相談してください。
　なお、試験掲示がされている科目については、KONECO トップスケジュール画面・KONECO 掲示で閲覧するこ
とができます。
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10   試験実施規程

試験実施規程
（昭和59年7月13日制定）　

（目的）
第1条　この規程は、駒澤大学学則に規定する試験の実施について必要な事項を定めることを目的とする。
（試験の実施責任）
第2条　試験は、授業科目を開設する教授会等の責任のもとに実施される。
（試験の種類及び実施の時期）
第3条　試験の種類は、次のとおりとする。
（1）定期試験　履修した授業科目の単位修得の認定のために学期末の所定試験期間内に行う試験をいう。
（2）追加試験（以下「追試験」という。）　病気その他やむを得ない理由で定期試験を受けることができなかった者について、所定試験期間内に行う試験をいう。
（3）授業内試験　第1号、第2号の試験とは別に平常の授業時間内に授業科目担当者が行う試験をいう。
2　定期試験及び追試験の実施時期については、行事予定表をもってこれを定める。ただし、授業内試験については、この限りではない。
（定期試験実施本部）
第4条　定期試験及び追試験の円滑な実施のため定期試験実施本部を設ける。
2　定期試験実施本部に必要な事項については、別に定める。
（試験の方法）
第5条　試験は、筆記、口述又は実技によって行う。ただし、授業科目担当者は、レポート提出をもってこれに代えることができる。
（試験時間）
第6条　試験時間は、原則として60分とする。
（受験資格）
第7条　定期試験を受験するためには、次の各号の条件を満たしていなければならない。
（1）当該授業科目を履修していること。
（2）授業料その他の学費を納入していること。
2　前項の条件を満たしているときであっても、当該授業科目について、授業時間数の3分の2以上に出席していない者については、当該授業科目の受験資格が認
められないことがある。
3　追試験を受験するためには、当該授業科目の追試験受験願を提出し、許可を受けなければならない。
（受験資格の喪失）
第8条　次の各号の一に該当するときは、当該授業科目の受験資格を失う。
（1）学生証を携帯していないとき。
（2）試験開始後30分以内に試験場に入室しなかったとき。
（3）試験監督員の指示に従わないとき。
（4）不正受験行為の事実が確認されたとき。
（受験心得）
第9条　試験を受ける者は、別に定める受験心得を遵守しなければならない。
（無効の答案及びレポート）
第10条　次の各号の一に該当する答案及びレポートは、無効とする。
（1）受験資格を有しない者の答案及びレポート
（2）不正受験行為により作成された答案及びレポート ( 他人のレポート等のコピー又は盗用等により作成した場合を含む )
（3）氏名、学生番号が記載されていない答案及びレポート
（4）指定された時間及び場所に提出されない答案及びレポート
（5）所定用紙以外の用紙を用いた答案
（試験監督）
第11条　試験の監督は、当該授業科目担当者の責任においてこれを行う。ただし、必要あるときは、補助試験監督員を置くことができる。
2　試験監督員は、試験場内の秩序を維持し、試験を厳正かつ円滑に実施する任にあたる。
3　試験監督要領は、別にこれを定める。
（不正受験行為の扱い）
第12条　試験監督員は、試験実施中に学生が不正受験行為をしたときは、受験を停止させ、学生証、答案用紙並びに不正受験行為に使用した物品等を証拠品とし、
当該学生を伴って教務部長（又は教務課長）に報告するものとする。
2　教務部長（又は教務課長）は、試験監督員及び当該学生より事情を聴取し、不正受験行為の事実確認を行う。
3　当該学生の不正受験行為の事実を確認したとき、教務部長は、当該授業科目担当者の意見を付し、証拠品を添えた報告書を学生部長に速やかに提出するもの
とする。
4　試験実施後、不正受験行為が発見されたときも、前項に準じてこれを取り扱うものとする。
（不正受験行為者の処分）
第13条　不正受験行為者の処分については、別に定める。
（事務所管）
第14条　試験実施にかかわる事務は、教務部の所管とする。
　　　附　則
　この規程は、平成31年4月1日から施行する。

11　不正受験行為者処分規程

不正受験行為者処分規程
（昭和59年7月13日制定）　

（目的）
第1条　この規程は、試験実施規程第12条及び第13条並びに法科大学院試験実施規程第12条及び第13条に基づき、定期試験及び追加試験における不正受験行為
者の処分に関する必要事項について定めるものとする。
（決定及び通達）
第2条　不正受験行為者の処分決定は、学部教授会又は法科大学院研究科教授会の議を経て学長が行い、本人への通達は、学部長又は研究科長が行う。
（不正受験行為の内容）
第3条　不正受験行為の内容は、次のとおりとする。
（1）代人受験
（2）答案の交換
（3）カンニングペーパー等の使用
（4）机、辞書、身体等への書込み
（5）他人の答案の又はレポートを転写する、又は転写させる行為
（6）言動又は携帯電話等の電子機器類を利用しての連絡
（7）許可のない教科書、ノート、参考書、画像データ等の参照
（8）参照が許可された教科書、ノート、参考書等の貸し借り
（9）答案の持ち出し
（10）電子機器類の身体への装着、机上又は机中への配置 ( 電源が入っていないものを含む )
（11）その他、上記各号に準ずる行為
（処分の種類）
第4条　不正受験行為者の処分は、次のとおりとする。
（1）前条第2号から第11号の不正受験行為を行った者は、譴責処分とし、当該期の全履修登録科目を無効とする。
（2）前条第1号の不正受験行為を行った者及び前条第2号から第11号の不正受験行為を再度行った者は、停学処分とし、当該期の全履修登録科目を無効とする。
（3）前条第1号を含む不正受験行為を再度行った者及び前条第2号から第11号の不正受験行為を三度行った者は、退学処分とする。
（不正受験行為を助けた者の処分）
第5条　第3条に定める不正受験行為を助ける行為を行った者は、前条の各号に準じて処分する。
（事後発覚者の処置）
第6条　試験終了後に不正受験行為が発覚したときは、第4条により処分する。
（処分の起算日）
第7条　処分の起算日は、学長の決裁日とする。
（通知及び原簿記載）
第8条　処分の内容については、本人及び保証人に通知するとともに、学籍原簿に記載するものとする。
（公示）
第9条　処分の内容は、掲示により公表するものとする。
（停学者の指導）
第10条　停学処分中の者は、当該学部長及び研究科長の指導に従わなければならない。
（事務所管）
第11条　本規程の事務所管は次の通りとする。
（1）不正受験行為の事実確認に関しては、教務部が行う。
（2）不正受験行為に対する処分手続きに関しては、駒澤大学学生懲戒処分規程に準じ、学生部が行う。
　　　附　則
　この規程は、平成31年4月1日から施行する。
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1　成績評価
　履修科目の全授業日数のうち3分の2以上出席し、合格の成績評価を得た科目については単位を認定します。な
お、追試験の成績評価は定期試験に準じます。
　成績評価は下表の通りです。不合格（Ｆおよび空欄）の場合は単位は修得できません。空欄（評価なし）は担当
教員が採点を行う上で必要な出席が不足している、または必要な課題を提出していない等の理由で評価することが
できない場合に表示されます。なお、素点に関する問い合わせについては応じられません。
●評価の記載

合格／不合格 合格 不合格 認定
素点 100点～90点 89点～80点 79点～70点 69点～60点 59点～0点 評価なし 認定
評価 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｆ 空欄 Ｔ

成績評価分布 履修者全体
の5％程度

履修者全体
の30％程度

※成績評価分布対象外の科目もあります。

2　GPA 制度

　GPA（Grade Point Average）とは、Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｆの各評価に対して、それぞれ4.0・3.0・2.0・1.0・ 0点
のグレードポイントを付与し、これに各科目の単位数を掛け合わせ、その総計数を総履修単位数で割った値です。
　不合格（Ｆ）・評価なし（空欄）の科目の GPA の値は、0ポイントとして計算されますので、履修科目の登録を
慎重に行う必要があります。不合格（Ｆ）・評価なし（空欄）の科目を、翌年度以降に再履修し合格点を修得した
場合、先の0ポイントは削除され合格点のポイントが加算されます。
　GPA の値は、「成績証明書」及び「成績・卒業見込証明書」に記載され、駒澤大学進級規程に定められた基準に達
しない場合は、修学指導等の対象となります。その他、成績を参考とする選考基準等に使用されることがあります。

《GPA の算出方法について》

GPA ＝
（Ｓ修得単位数×4.0）＋（Ａ修得単位数×3.0）＋（Ｂ修得単位数×2.0）＋（Ｃ修得単位数×1.0）

履修登録した科目の総単位数（Ｆ・空欄は含むがＴは含まない）

※ GPA の算出において、再履修した科目の単位数は、履修記録が上書きされるため履修登録した科目の総単位数
には含まれません。

　（履修不可対象科目の旧科目名を、現行科目名で再履修した場合も、履修登録した総単位数には含まれません。）
※Ｔは単位認定科目（他大学で修得した単位を含む）。
※ GPA の数値は、小数点第3位を四捨五入とする。
※卒業必要単位数に含まれない科目（随意科目、教職課程・資格講座科目）は除外されます。
※単位修得放棄した科目は、成績がつかないため GPA の算出には含まれません。

3　成績発表

　成績発表は Web（KONECO）にて行います。発表の日程は下記のとおりです。
種類 成績発表日

前期科目成績発表（追試験科目含む） 8月20日（金）

後期・通年科目成績発表（集中授業、生涯スポーツ演習Ⅰ含む） 2月16日（水）

※�その他の成績更新時期については KONECO の行事予定表等で確認してください。
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4　成績に関する調査

　成績発表を確認し、以下のような場合は、所定の期間内に KONECO で申し込みを行ってください。電話による
問い合わせには応じておりません。

　①授業に出席し、受験した科目に評価が掲載されていない場合
　②受験しなかった科目に評価が掲載されている場合
　③評価に対して、疑問点がある場合
また、申請に対する回答をもって成績に関する調査は完了となり、その回答に関する問い合わせはできません。

●成績調査の申請期間
種類 対象者 申請期間

前期科目 前期終了科目履修者 8月20日（金）～23日（月）正午まで

後期・通年科目 後期・通年科目履修者 2月16日（水）～18日（金）正午まで

●注意事項
　成績調査申請を出す前に、必ず以下の内容を確認してください。
1）当該科目の成績評価の方法について『シラバス』を参照すること。
2）虚偽の内容を申告しないこと。
3）単位取得嘆願の手段として利用しないこと。
※成績は上記期間内に申し出がない場合、了承されたものとして確定します。期間外の申し出には一切応じられま

せん。必ず期間終了までに成績を確認してください。
※成績調査を利用せず、担当教員へ直接成績について問い合わせることはできません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　●成績調査一覧画面（成績調査期間になると表示されます）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●成績調査（申請）画面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　●成績調査結果確認（成績調査結果開示期間になると表示されます）

・「成績」タブから
「成績調査」をクリック

・申請したい科目の申請ボタンをクリッ
ク

※必ず「科目名称・教員氏名・
　曜日時限・開講期」を確認してくださ

い。
※追試験申請科目は、追試験科目成績発

表日まで申請ボタンが表示されません。

・申請が完了した科目は「申請中」と表示
されます。

・申請を取り下げる場合は、「取消」ボタン
を押してください。

・質問に沿って必要事項を入力し、「申
請」ボタンをクリック

・注意事項のポップアップが出るので、
内容に問題がなければ「OK」ボタン
をクリックしてください。

・申請が完了すると、「申請完了」のメッ
セージが出ます。

※成績調査一覧画面でも、申請中の表示
が出ていることを確認してください。

・申請した科目は黄緑色で表示されます。
・「確認」ボタンを選択すると、成績調査

結果が表示されます。
※ 成 績 調 査 結 果 開 示 期 間 は、 申 請 時 に

KONECO で確認してください。
※開示期間を過ぎると結果は参照できなくな

りますので、画面をプリントアウトするな
どして保存してください。
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5　単位修得状況について
　KONECO 成績照会画面の下部には、下図の単位修得状況欄が表示されます。画面に表示されている注意事項も
確認してください。また、見方が不明が場合は、画面上部のヘルプボタンを参照してください。
　単位修得状況欄は以下のスケジュールで更新されます。

　　履修訂正・抽選結果確認期間：年間履修登録期間での登録内容が反映されます。
　　履修登録内容確定日（前期）：履修訂正・抽選結果確認期間での登録内容が反映されます。
　　前期科目成績発表時：前期科目の成績に基づく単位修得状況に更新されます。
　　履修登録内容確定日（後期）：後期科目履修登録・訂正期間での登録内容が反映されます。
　　後期・通年科目成績発表時：後期・通年科目の成績に基づく単位修得状況に更新されます。

6　進級規程

　学業奨励を目的として、3年次への進級に際し、進級基準単位数を設けています。
　進級基準単位数は学部・入学年度により異なりますので、対象入学年度により基準内容を確認してください。

（1）平成30（2018）年度以降入学生の進級基準単位数
2年次終了時の成績

進級 卒業に必要な単位のうち40単位以上修得した者
原級に留め置く 卒業に必要な単位の修得が39単位以下の者

4年次終了時の成績
原級に留め置く 在学年数が4年以上であっても、卒業に必要な単位数を修得していなければ4年次生を継続しなければならない

※「専必」は専門教育科目の必修と選択必修の合計を表します。

※「専選」は専門教育科目の選択を表します。

※「卒論」は卒業論文が必修の場合表示されます。卒業論文が選択の場合は、
数字が表示されません。
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（2）平成26（2014）～平成29（2017）年度入学生の進級基準単位数（グローバル・メディア・スタディーズ学部を除く）
　　（平成26（2014）年度以降の編入学・再入学生は、入学年度によって進級基準単位数の適用が異なります。）

2年次終了時の成績

進級

①卒業に必要な単位を30単位以上修得しており、
かつ

②外国語必修ⅠＡａ及びⅠＡｂの2単位またはⅠＢａ及びⅠＢｂの2単位のどちらか※を修得している者
（日本語を必修としている留学生は、外国語必修科目で2単位以上を修得している者）

原級に留め置く

①卒業に必要な単位の修得が29単位以下の者、
または

②外国語必修ⅠＡａ及びⅠＡｂの2単位及びⅠＢａ及びⅠＢｂの2単位が全て未修得の者
（日本語を必修としている留学生は、外国語必修科目の修得単位が1単位以下の者）

4年次終了時の成績
原級に留め置く 在学年数が4年以上であっても、卒業に必要な単位数を修得していなければ4年次生を継続しなければならない

※�＜ⅠＡａ及びⅠＢａ＞、＜ⅠＡａ及びⅠＢｂ＞、＜ⅠＡｂ及びⅠＢａ＞、＜ⅠＡｂ及びⅠＢｂ＞のセットで
は条件を満たしません。

（3）グローバル・メディア・スタディーズ学部（平成29（2017）年度以前入学生）の進級基準単位数
2年次終了時の成績

進級 卒業に必要な単位のうち30単位以上修得の者
原級に留め置く 卒業に必要な単位の修得が29単位以下の者

4年次終了時の成績
原級に留め置く 在学年数が4年以上であっても、卒業に必要な単位数を修得していなければ4年次生を継続しなければならない

7　進級規程に基づく修学指導と警告、退学勧告

　以下の条件に該当する者は、学長より警告、勧告がなされます。
　また、次年度の進級、卒業見込みが危ぶまれる場合、所属学部での指導を受けることが義務付けられています。

修学指導

①1年次終了時点で、修得単位数が19単位以下の場合、または GPA 値が1.00未満の者

②2年次終了時点で、修得単位数が39単位以下の者

③3年次末終了時点で、修得単位数不足により次年度の卒業未了が確定した者

④その他学部学科で指導の必要を認めた者

警   告 2年次を通年で2回継続し、翌年3年次に進級できない者 ( ※ )

退学勧告 2年次を通年で3回継続し、翌年3年次に進級できない者 ( ※ )

※2年次で半期休学した者については、単位修得状況により対象となる場合があります。

8　在学条件

・4年次生として1年以上在籍する必要があります。
・3年次までに卒業に必要な単位数を修得した場合でも、4年間（在学年数）在学しなければ卒業することはで

きません（経済学部、法学部及びグローバル・メディア・スタディーズ学部の早期卒業制度適用者を除く）。
・在学年数を4年以上経過する3年次生が、卒業に必要な単位を修得した場合でも、次年度4年次に進級し、1年

間在学しなければ卒業することはできません。
・上述のいずれの場合も、1年間で1科目以上（経営学部のみ2単位以上）履修登録しなければなりません。1年

間で1科目以上（経営学部のみ2単位以上）ですので、前期科目のみ、後期科目のみであっても問題ありません。
その際、成績が F や空欄であっても卒業は可能です。ただし、GPA の算出の際は、不合格科目として取り扱
われます。また、履修登録した全科目を単位修得放棄することはできません。
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9　駒澤大学進級規程

駒澤大学進級規程
平成30年4月1日改正

（目的）
第1条　この規程は、駒澤大学学則第14条に基づき駒澤大学（以下「本大学」という。）の学生の教育並びに修学指導の充実を図るため、進級及び在学について必要な事項を定める。
（進級基準単位）
第2条　学生が2年次終了までに、卒業に必要な単位のうち40単位（以下「基準単位数」という。）以上を修得した場合は、3年次に進級することができる。その時点までに修得した
卒業に必要な単位が基準単位数に満たない場合は、3年次に進級することができない。
（修学指導）
第3条　学生が次に掲げる修学状況である場合は、当該学生に対して適切な修学指導を行うとともに、保証人に対して文書で当該学生が学業に精励するよう促すことを求める。
（1）学生が1年次終了時点で、修得単位数が19単位以下の場合、または GPA 値が1.00未満の場合
（2）学生が2年次終了時点で、前条に定める基準単位数に対して修得単位数が不足する場合
（3）学生が3年次末終了時点で、修得単位数不足により次年度の卒業未了が確定した場合
（4）その他学部学科で指導の必要を認めた場合。ただし指導に関する通達等は学部で行う。
（退学勧告）
第4条　学生が在学可能期間4年未満となった次の学年始めに、3年次への進級ができない場合には、本大学学則第57条第3項第2号を準用し、教授会の議を経て退学を勧告する。た
だし、半期休学をした学生の取り扱いは別に定める。
（在学条件）
第5条　在学年数4年以上を経過する3年次の学生が、卒業に必要な単位を修得した場合でも、次年度4年次に進級し、1年間在学しなければ卒業することができない。
（休学原級）
第6条　進級は、学年始めをもって行う。ただし、前年度において1学年（通年）休学中の学生は、進級することができない。

　附則
1　この規程は、平成30年4月1日から施行する。
2　第2条の規定にかかわらず平成29年度以前入学生については、2年次終了までに次に定める基準単位数以上を修得した場合は、3年次に進級することができる。　基準単位数に満
たない場合は、3年次に進級することができない。
（1）平成25年度以前入学生（第3号及び第4号の学生を除く）　
　　　卒業に必要な単位のうち30単位（外国語必修ⅠＡ又はⅠＢ2単位を含む）
（2）平成26年度～平成29年度入学生（第3号及び第4号の学生除く）　
　　　卒業に必要な単位のうち30単位（外国語必修ⅠＡ a 及びⅠＡ b の2単位又はⅠＢ a 及びⅠＢ b の2単位のどちらかを含む）
（3）平成29年度以前入学生のうちグローバル・メディア・スタディーズ学部所属学生　　
　　　卒業に必要な単位のうち30単位
（4）平成29年度以前入学生のうち日本語を必修としている外国人留学生　　
　　　卒業に必要な単位のうち30単位（外国語必修科目で2単位を含む）
3　前項に該当する学生については、第3条を適用するとともに、第4条に該当することとなったときは、同条を適用する。

10　保証人への成績表送付

　3月中旬以降に保証人住所に送付します。保証人住所に変更等がある場合は、必ず教務部11番窓口にて手続きし
てください。
　※前期終了の際は送付されません。学生本人には KONECO にて成績を発表します。

11　進級・卒業要件を満たしているか確認する方法

　自身が進級・卒業要件を満たしているかは次の2通りの方法で確認ができます。教務部では、履修登録に関する
相談は行っていますが、自身が進級・卒業に必要な単位数を満たしているかの照会には対応していません。必ず各
自の責任において確認を行ってください。

■履修登録内容確定日に KONECO ＞履修＞履修確認画面の見込判定欄を確認する。
第1章＞履修について＞10. 履修訂正・抽選結果確認期間の（2）に記載の方法で確認を行ってください。

現在の単位修得状況もしくは履修登録状況で、進級・卒業に必要な単位数を満たしている / 満たすことが出来
る場合のみ、「3月進級可能」「3月卒業可能」という文言が表示されます。この見込判定欄は、履修登録内容
確定日の限定表示です。これ以降は、次の方法で確認を行ってください。

■ KONECO ＞成績＞成績照会画面の単位修得状況表で確認する。
詳しい確認方法は、在学生専用ページで説明しています。在学生専用ページには、大学 HP トップ＞在学生・

教職員の方から在学生専用ページを選択し、KONECO と同じ ID・パスワードでログインができます。ログイ
ン後、教務部＞学部生＞進級・卒業要件を満たしているか確認する方法のページで確認を行ってください。

　グローバル化の時代と言われる今日、広い視野で積極的に活動する国際感覚豊かなグローバル人材に大きな期待
が寄せられています。こうした人材になるためには、国際情勢を正しく理解し、外国の言語や文化を海外の生活習
慣のなかで学ぶことが必要不可欠です。本学では国際感覚を養う学習として多彩なプログラムを用意し、意欲ある
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学生をバックアップしています。留学や国際交流に興味のある皆さんは、なるべく早めに国際センター事務室（深
沢キャンパス）で確認してください。
　交換留学・認定校留学は大学で正式に認められている正規留学となります。正規留学・短期語学セミナー以外で
留学に出発する場合は、私費の語学留学となります。なお、正規留学では「継続履修制度」が可能となります。正
規留学中の学籍は、在学年数に含まれます。（休学にならない）
　詳細は、国際センター事務室発行「駒澤大学留学ハンドブック」を参照してください。

1　交換留学

　本学と国際交流協定・学生交流協定を締結している海外の大学（協定校）に、交換留学生として1年間留学する
制度です。この留学期間は駒澤大学での在学年数に算入され、留学先で修得した単位は学部教授会の承認により、
卒業に必要な単位に算入することができます。
　出願資格・選考試験等詳細は、国際センター事務室発行「交換留学生募集要項」を参照してください。
なお、交換留学は「継続履修制度」を利用し在学しながら留学が可能です。

2　認定校留学

　「認定校留学」とは、外国における、「日本の大学に相当する」高等教育機関に該当する大学の正規の学部で、現
在所属している学部の専門科目と同様の科目を履修登録し、単位を修得したうえで、帰国後に本学の学部教授会を
通じて本学の単位として認定される留学です。この留学期間は駒澤大学での在学年数に算入されます。
　ただし、留学先の決定から申請、諸手続きにいたるまでをすべて自分自身でおこない、留学先の授業料・滞在費
等についても、自己負担となります。
　留学前に本学の国際センター事務室に認定校留学の申請書類を提出し、所定の手続きをおこない、学部教授会で
認定校留学の承認を受ける必要があります。
　なお、認定校留学は「継続履修制度」を利用し在学しながら留学が可能です。

3　短期語学セミナー

　本学では協定校で、夏と春の年に2回、約1か月の短期語学セミナーを実施しています。留学の入門的コースで、
1か月間程度ホームステイまたは大学寮に滞在しながら、外国人との交流を通して生きた語学を集中的に学習しま
す。
　この語学セミナー修了者には、随意科目として「英語（海外演習）」、「フランス語（海外演習）」、「スペイン語（海
外演習）」、「中国語（海外演習）」、「ドイツ語（海外演習）」の単位が認定されます（GMS 学部を除く）。詳細は、
国際センター事務室発行「短期語学セミナー募集要項」を参照してください。
※派遣時期が春季でも科目の認定は次年度の前期成績発表時となるため、次年度のカリキュラムに準じます。詳細
は選考時に説明を受けてください。
※交換留学・認定校留学・短期語学セミナーで修得した単位の認定を受ける際、入学時に従前在学した大学で修得
した単位（編入学、再入学及び転部転科の場合を除く）の認定資格取得による単位認定、単位互換による他大学履
修、他学部履修科目単位数を併せて、60単位を超えない範囲での認定となります。
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1　修業年限と在学年数
　修業年限とは、大学の教育課程修了に必要な期間のことで、本大学の修業年限は4年です。
　在学年数とは、大学において学生の身分を有することができる期間のことで、本大学の在学年数は休学期間を除
き7年以下と定められています。

2　休学

　やむを得ない事情により、半期科目または通年科目の授業期間のうち、長期にわたり修学することができないと
きは、所定の休学願に理由を付し、保証人連署で休学を願い出て学部の許可を得なければなりません。
　また、４年間以上在学し、かつ４年次に１年以上在学している者が半期科目で卒業必要単位を修得見込となる場
合は、半期履修による前期休学もしくは後期休学を願い出ることができます。
　休学手続きには時間がかかりますので、休学を要する事情があるときは、早めに教務部11～13番窓口で相談し
てください。

●休学期間
　①休学期間は、前期・後期・通年の3種類です。
　②継続休学できる期間は、年度を区切りとして２年度までです。（半年間休学した場合も１年度とカウントします。）
　③在学中に通算４年を超えて休学することはできません。
　④休学期間は在学年数に含まれません。（１.「修業年限と在学年数」を参照）
　⑤休学理由が休学許可日より以下の期限内に消滅したときは、本人と保証人連署の休学取り下げ願により休学を

取り消すことがあります。
　　　a. 前期休学・後期休学 ･･･１か月未満
　　　b. 通年休学 ･･･２か月未満	

●休学手続き・休学にかかる学費
　休学手続き期間及び休学にかかる学費は、下記のとおりです。

休学の種類 休学期間 休学願提出期間（※1）
在籍料減額

制度（※2）
休学にかかる費用（※1）

前期休学 休学許可日～9月15日まで 4月1日～6月30日 ×

4月20日までに前期分学費等を納入

（前期に休学し、後期に復学した場合、後期

分の学費はかかりません）

後期休学 休学許可日～当該年度末まで

休学願提出日により、かかる費用が異なります。

7月下旬～9月20日 ×
4月20日までに前期分学費等を納入

（後期分の学費はかかりません）

9月21日～11月30日 ×
4月20日までに前期分学費等を納入し、

9月20日までに後期分学費等を納入

通年休学 休学許可日～当該年度末まで

休学願提出日により、かかる費用が異なります。
4月1日～前期授業開始前日 ○ 4月20日までに在籍料を納入（下記※2参照）

前期授業開始日以降～8月31日 ×
4月20日までに前期分学費等を納入

（後期分の学費はかかりません）

※１　手続き期限、休学にかかる費用等の締切日が土・日曜日、祝祭日の場合は、翌日までとします。また、手続
きに必要な書類提出において上記期間内で、別に学内締切日を設けることがありますので、早めの相談を心
掛けてください。

※２　通年休学による在籍料減額制度
　　　当該年度に通年休学を希望し、所定期間に休学手続きを完了した者は、在籍料（休学の為の費用）を　　　
　　　105,000円（教育後援会費前期分5,000円含む）とします。減額を受ける為の条件は、次のとおりです。
　　　　①通年休学を希望する者
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②表紙裏面「主な年間スケジュール」に記載の当該年度の前期授業開始前日までに休学願（大学所定用紙）
を提出した者

　　　　③財務部で学費振込用紙の配付を受け、前期分学費等納入期日までに前頁在籍料（105,000円）を納入し
た者

　　　上記の条件が揃わない場合は、いかなる理由があっても減額の対象となりません。
また、②の提出書類には、休学理由に即した証憑書類（診断書や海外留学受入許可証など）の提出が必要

となり、証憑書類が確認できるまで書類を受理できません。
在籍料減額制度を利用して通年休学を希望する場合には、期日に余裕をもって、教務部11～13番窓口で

相談してください。
　　　休学手続きに関する詳細の日程は KONECO・大学ホームページ、教務部11～13番窓口で確認してください。
●休学原級
　休学者が復学する時の年次は、以下のとおりです。

　①前期休学・後期休学　
　　　1年次生…2年次に進級
　　　2年次生…年度末の時点で進級基準（※）を満たした場合は、3年次に進級
　　　　　　  　進級基準を満たしていない場合は、2年次に留め置き（原級）
　　　　　　　　（※）進級基準については、第1章 > 成績について >9 駒澤大学進級規程の頁を参照
　　　3年次生…4年次に進級
　　　4年次生…4年次（休学原級）
　②通年休学
　　すべての学年（年次）において、従前年次に留め置き（休学原級）

3　復学

休学者が復学する場合は、本人と保証人連署の復学願を期日までに提出し許可を得なければなりません。復学願
の提出期日は下記の通りです。

休学の種類 復学願提出期日 備考
前期休学 当該年度9月20日

卒業必要単位充足による後期休学 当該年度2月20日

上記理由以外の後期休学・通年休学 復学年度4月10日
・当該年度前期分学費を納入のうえ、復学願を提出

・延納手続き不可

※傷病で休学した場合は、通学可能なことを証明する医師の診断書の提出が必要です。
※上記復学願提出期日とは別に、学内期日を設ける場合がありますので、早めの手続きを心掛けてください。

4　退学

　傷病その他やむを得ない事由で退学しようとする者は、所定の退学願を提出し許可を得なければなりません。
①退学願は、退学理由を付し本人と保証人連署で願い出なければなりません。
②退学願受領時に学生証を返還しなければなりません。
③退学年月日は次のとおりとします。

　　当該期学費等納入者・・・退学願提出日
　　当該期学費等未納者・・・学費納入済学期の最終日
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5　除籍

　次の事項に該当する者は、学則第36条に基づき除籍となります。
①在学年数を超えた者
②休学期間を超え復学願を提出しない者
③前期、後期の納入期限までに所定の学費を納入せず、督促を受けてもなお納入しない者
④外国人留学生で、出入国管理及び難民認定法に定める在留資格を喪失した者
⑤死亡又は失踪宣告が確定した者

6　懲戒

①本大学の学則等に違反し、その他学生の本分に反する行為があった場合、学則第57条に基づき懲戒します。
懲戒は、情状により譴責、停学、退学とします。

②退学処分は次の事項のいずれかに該当する者に対して行います。
　　ａ．性行不良で改善の見込みがないと認められる者
　　ｂ．学力劣等で成業の見込みがないと認められる者
　　ｃ．正当の理由がなくて出席常でない者
　　ｄ．本大学の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者

7　転部・転科・転専攻・転コース
　

本大学の学生で、転部科（専攻・コース）を希望する者は、選考のうえ、許可することがあります。許可された
者の在学年数は、所属変更した年次に関わらず、入学時期から通算して7年間とします。また、出願時点で休学中

の者は、受験できません。

　5月または6月に希望者対象の説明会を開催します。説明会で要項や願書を配付しますので、5月中旬に

KONECO 連絡事項欄に配信される掲示を確認のうえ、必ず参加してください。※説明会は、大学 HP での資料配

信に代わる可能性があります。

　・対象となる所属変更の例：同一学部の他学科、

　　　　　　　　　　　　　　同一学科の他専攻または他コース（法学部法律学科昼間主コース及び夜間主コース）、

　　　　　　　　　　　　　　他学部の学科・専攻・コース（法学部法律学科昼間主コース及び夜間主コース）

8　再入学

　本大学に1年以上在学し、退学・除籍した者が再入学を希望する場合、下記条件により、事前審査を経て再入学
者選抜試験を受験できます。
・退学・除籍後、 出願時を基準として3年以内に出願した者
・学則第 57条（懲戒による退学及び停学期間中の退学・除籍）に該当する者は除く
・学生募集を停止した学部・学科・専攻 · コースには再入学できない
・再入学後の在学年数は、従前在学した年数と通算し7年間とする
・既修得単位の認定については、すべての単位が認定されるとは限らない
再入学希望者は、入学センター(TEL．03-3418-9109) まで必ず相談してください。

9　学生氏名・保証人
①学生氏名は、「住民票記載事項証明書」もしくは「住民票」に基づき、原則として JIS 規格の文字で表示します。

規格にない文字は JIS 準拠のものに改めることがあります。
②外国籍で住民票に記載されている通称名の使用を希望する者は、願い出て許可を得てください。
③保証人は原則として、父又は母とし、やむを得ない場合は独立の生計を営む親族または縁故者とします。
④学生・保証人の氏名に変更があった時は、速やかに所定の変更届を提出してください。
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10　学生・保証人住所変更

・学生住所の変更方法・・・・KONECO（※）もしくは、教務部11～13番窓口
・保証人住所の変更方法・・・教務部11～13番窓口

※ KONECO での住所変更申請は『保証人と別居（一人暮らし・下宿・入寮等）している学生のみ』が対象です。
保証人住所の変更と一部の学生（留学生等）は KONECO で申請できません。教務部11～13番窓口で手続きを
行ってください。

11　学生番号

①学生番号は在学中はもとより、卒業後も不変の本人固有番号となるので正確に覚えておいてください。
②学生番号は2種類の英字と4ケタの数字とＣＤ1ケタの数字からなっており、その各位の英数字に次の意味を持

たせてあります。
※ＣＤ（チェックデジット＝検査数字）とは、学生番号を機械入力する際に番号の入力が正しいかをチェックする

ための数字です。

学生番号区分 （例）2021年度入学・文学部 国文学科 18番

ＣＤ C K 1 0 １ ８ ＣＤ 4

… … … … … … … … … …

学 

部
学 

科
入
学
年
度
（
西
暦
）

一
連
番
号

検
査
数
字

文 

学 

部

国 

文 

学 

科

２
０
２
1
年
度

１
８
番

検
査
数
字

学部 学科 専　攻　等
学部

コード
学科

コード
仏教 B R

文

国文 C K
英米文 C B

地理
地域文化研究 N R
地域環境研究 N G

歴史
日本史学 C G
外国史学 C X
考古学 C M

社会
社会学 S K

社会福祉学 S B
心理 N B

経済
経済 E X
商 E R

現代応用経済 E G

法
法律

フレックス A L K
フレックス B L B

政治 L R

経営
経営 M G

市場戦略 M R
医療健康科 診療放射線技術科 H K

グローバル・メディア・スタディーズ グローバル・メディア G Ｋ
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事務取扱いについて

1　窓口受付時間
　教務部の事務受付時間は以下のとおりです（授業期間外の受付時間は大学 HP 等で確認すること）。

窓口
月～金 土

備考
対応時間 対応時間 休止時間

教務部 9：00～
　　18：00

9：00～
　　15：00

12：00～
　　13：00

※履修登録期間等は対応時間を変更する場合があり
　ます。
※土曜日の13：00 ～15：00 は一部の特定業務のみの
　取扱いとなり、履修相談等はできません。

夜間事務センター 16：00～
　　21：30

15：00～
　　20：00

※簡易的な業務のみ取り扱いのため、履修相談等は
　できません。

2　届書・願書の受付

種類 要領（必要書類） 本人
印

保証
人印

取扱
窓口

届書

改氏名届 ・戸籍抄本添付
　変更後速やかに届け出ること 要 不要

11番

本籍地変更届
（都道府県名が変更された場合のみ提出）

・住民票記載事項証明書添付
　変更後速やかに届け出ること 要 不要

保証人変更届 ・在学誓書（保証書）添付
　変更後速やかに届け出ること 要 要

住所変更届（学生・保証人） 　変更後速やかに届け出ること 不要 不要

死亡届 ・死亡を証明できる書類添付（写し可） 要

願書

追試験受験願 ・大学が認めるやむを得ない理由の証明書を
　添付し、締切日までに届け出ること 不要 不要 8番

休学願

・傷病による場合は、医師の診断書添付
・外国で修学する場合は、修学先・修学目的・在留期間を証

明する書類及び在留地届
・その他の場合は、保証人連署の理由書等

要 要

11番

復学願

・傷病により休学した場合は、通学可能なことを証明する医
師の診断書添付

・後期休学、通年休学の場合は、4月10日までに提出すること
・前期休学した場合は、9月20日までに提出すること
・卒業必要単位充足により後期休学した場合は、2月20日ま

でに提出すること

要 要

退学願 ・学生証添付 要 要

※大学の定める諸届・願書の提出期限が、日曜・祝日の場合は、その翌日までとします。

3　KONECO 連絡事項欄への掲示

　第1章で説明した「履修・授業・試験・成績」は進級や卒業に関わる重要な項目です。このような、重要な項目に関
わる周知・連絡は KONECO の連絡事項欄にて行います。必ず確認するようにしてください。
※時間外・期間外の対応はできません。



43 

履
修
・
授
業
・
試
験
・

成
績
に
つ
い
て

第
１
章

履修について

43 

試験について

43 

成績について

43 

留学について

43 

学籍について

43 

事務取扱いについて

4　証明書発行
大学で発行する主な証明書は、下表のとおりです。
①下表（１）に該当する証明書は、教務部前に設置した証明書自動発行機で即時発行できます。学生証がない場

合、発行できませんのでご注意ください。また、証明書の種類によっては発行期間が限られておりますので、
窓口で確認してください。

②下表（２）に該当する証明書は、窓口発行となります。証明書の種類によっては、発行までに時間がかかりま
すので、余裕をもって申し込んでください。

③証明書自動発行機の稼働時間は、下記のとおりです。長期休暇や年度末、大学行事やメンテナンス等の都合上、
利用時間が急きょ変更になる場合がありますので、自動発行機を利用する際は、予め大学ホームページや
KONECO 等で稼働時間の確認をしてください。

曜日 稼働時間
月曜日～金曜日 9:00～21:20

土曜日 9:00～19:20
日曜日・祝日・全学休業日 休止

証明書の種類等 発行対象者 発行場所 金額 問い合わせ窓口
（担当係）

（1）

在学証明書 在学生

証明書自動発行機

1部
200円

教務部11～13番
履修証明書 在学生

成績・卒業見込証明書 4年次生（卒業見込者）〔※１〕
成績証明書 1年次生を除く在学生〔※１〕

健康診断証明書 当該年度健康診断受診者〔※2〕 保健管理センター
教員免許状取得見込証明書 教員免許取得見込の4年次生 教務部2番

コース修了証 経済学部・経営学部の
コース登録者のみ

無料 教務部11～13番教養特別履修コース修了証 コース登録者
学割証（年間10枚まで） 在学生

（2）

英文在学証明書 在学生

教務部11番窓口
１部

500円 教務部11～13番
英文成績証明書 在学生

英文卒業見込証明書 在学生
大学所定様式以外の証明書 在学生

1部
200円

資格講座単位修得見込証明書 在学生
教務部2番窓口 教務部2番

学力に関する証明書 在学生
人物考査書（就職用に限る） 求職登録者（4年次生）

キャリアセンター キャリアセンター
推薦書（就職用に限る） 求職登録者（4年次生）［※3］

無料
通学証明書 在学生［※4］ 学生部1番窓口 学生部1番

※１　成績に関する証明書は年次によって以下のとおり２種類あります。
　　　　成績・卒業見込証明書…在学3年以上の4年次生で、その年次の履修単位数内で卒業必要単位数を満たすことができる場合に発行されま

　　　　　　　　　　　　 す。（成績証明書と卒業見込証明書が一体の様式で発行されます）
　　　　成績証明書…2年次生～3年次生及び4年次生で卒業見込対象外の場合は「成績証明書」を発行します。原則として1年次生は成績証明書　

　　　　　　 を発行できません。

※２　健康診断証明書は、5月中旬以降、その年度の大学の健康診断を受診した者のみ発行できます。（過年度受診分の健康診断証明書は発行で
きません）当該年度の健康診断を受診したにもかかわらず、証明書が発行できない場合は、保健管理センターにお問い合わせください。

※３　「推薦書（就職用）」は、求職登録者に限ります。「調査書（進学用）」が必要な場合は、教務部に相談してください。（各大学等発行の所定様式を
持参してください）

※４　通学証明書は、下記の場合に発行されます。
　　　　①通学に新幹線や一部のバス会社を利用する場合。または父母が鉄道会社に勤務し、家族割引の適用がある場合
　　　　②1か月以上の実習（社会福祉実習・医療健康科学部病院実習・会計プロフェッショナルクラス等）を行う場合（証明書の発行までに1

　　 か月を要します）
　　　　③2年次生以上で、玉川キャンパス施設を利用する学生団体に所属している場合
　　　　④2年次生以上で、玉川キャンパス開講科目を履修している場合
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5　個人情報の保護方針
●駒澤大学　個人情報保護方針
　本学は、個人情報が個人の人格尊重の理念の下に慎重に取り扱われるべきものであることを認識し、本学の業務
において取り扱う個人情報を保護し適正に取り扱うため、学校法人駒澤大学における個人情報保護のための取り組
みの総合的かつ一体的な推進を図り、以下の通り個人情報の保護に関する基本方針を定めます。

１．個人情報を取得するにあたっては、その利用目的をできる限り特定するとともに、その目的を達成する上で必要な範囲内で個人情報を適正な方法に
よって取得します。

２．本学が取り扱う個人データについては、その漏えい、滅失又はき損等を防止し、その安全管理のために必要かつ適切な安全管理措置を講じます。
３．本学が取り扱う個人データは、あらかじめ本人の同意を得ないで第三者に提供することはありません。なお、本学が、同意に基づいて個人データを

提供するにあたっては、個人データの漏えい等を防止するため、提供先に対し個人データの適正な取扱い及び安全確保に必要な措置を義務づけ適切
な管理を実施します。

４．本学では、法律の定める手続に基づき、保有個人データの開示、訂正等、及び利用停止等の求めに応じます。
５．本学における個人情報保護への取り組みは適宜見直しを行い、継続的に改善して参ります。
６．本学における個人情報の取扱いに関するお問い合わせ、及び各種手続等に関するお問い合わせは総務部までご連絡ください。

●「個人情報の保護に関する法律」に基づく法定公表事項について
　駒澤大学（以下「本学」という。）は、「個人情報の保護に関する法律」に基づき本学が取り扱う個人情報を保　
護し適正な取扱いを確保するため、同法に基づき公表が義務づけられている事項について以下の通り公表します。

１．本学が取り扱う個人情報の利用目的（法第18条１項関係）
　　本学は、本人から直接書面（電子的方式、磁気的方式その他人の知覚によっては認識することができない方式で作られる記録を

含む。）に記載された当該本人の個人情報を取得するにあたっては、その利用目的を個人情報の取得の際に明示します。
　　本人から直接書面による方法以外の方法によって個人情報を取得するにあたっては、以下に掲げる利用目的の制限の範囲内で個

人情報を取扱います。
（１）本学に関わる業務上の各種通知・連絡を行うため （１７）教職員等の労務管理を行うため
（２）授業を滞りなく運営するため （１８）業務連絡を円滑に行うため
（３）学生指導をするため （１９）受験料、入学手続金及び学費等学納金の収納管理業務を行うため
（４）学生等の学籍管理、履修・成績管理を行うため （２０）各種補助金関係調査票作成・申請業務を行うため
（５）各種証明書を発行するため （２１）給与等所得、源泉徴収及び退職金管理のため
（６）各種統計調査を遂行するため （２２）私学共済関係管理のため
（７）学生等の各種福利厚生業務（奨学金交付、各種助成、アパート・貸室・ （２３）教育研究に要する施設整備の各種募金活動を行うため

アルバイト紹介、遺失物、学生生活支援）を行うため （２４）同窓会、駒澤会及び各ＯＢ会の円滑な運営の支援及び各種通知・連絡のため
（８）厚生施設利用管理のため （２５）図書館、禅文化歴史博物館、コミュニティ・ケアセンター、玉川校舎及び
（９）学生団体及び個人の課外活動支援業務を行うため 深沢校舎の施設利用管理業務を行うため

（１０）教育後援会運営のため （２６）図書館の貸出管理業務を行うため
（１１）健康管理を行うため （２７）国際交流運営管理業務を行うため
（１２）就職支援及び就職活動支援を行うため （２８）語学検定試験等各種資格試験実施のため
（１３）各種講座・ガイダンス運営のため （２９）語学セミナー実施運営管理業務を行うため
（１４）進学情報を提供するため （３０）KOMAnet ユーザー登録及び ID 管理のため
（１５）入学試験及び入学者選考業務を行うため （３１）KONMA（グループウェア）利用管理のため
（１６）教職員等の人事・服務管理業務、給与・手当等支給及び福利厚生業務を行う （３２）自己点検・評価、第三者評価に関わる業務を遂行するため

ため （３３）上記の他、本学の管理・運営に関わる業務において必要な事務を処理するため

２．本学が取り扱う保有個人データに関する事項（法第24条１項関係）
１） 個人情報取扱事業者の名称

駒澤大学
２） 本学における教育・研究活動及び学校教育法に基づく本学の管理・運営に係る業務における保有個人データの利用目的

（ａ） 授業その他の教育活動を行うため （ｈ） 本学構成員の人事・労務管理、福利厚生業務のため
（ｂ） 本学教員による学術研究活動を行うため （ｉ） 図書館、禅文化歴史博物館、コミュニティ・ケアセンター、附属研究所の
（ｃ） 本学の管理・運営に関する業務において必要な事務を処理するため 業務運営を行うため
（ｄ） 学生の教務事務のため （ｊ） 学内ネットワークの管理運営を行うため
（ｅ） 学生の生活支援活動のため （ｋ） 入学試験業務を行うため
（ｆ） 学生の支援・助成活動のため （ｌ） 駒澤大学教育後援会・同窓会・駒澤会に個人データを提供するため
（ｇ） 学生の就職活動支援業務のため

３） 個人情報の取扱いに関する苦情窓口及び保有個人データの開示等の求めのお申し出先
〒154－8525　東京都世田谷区駒沢１―23―１　駒澤大学　総務部広報課　　（Tel.03‒3418‒9828）

４） 保有個人データの開示等の求めについて
（ａ） 開示等の求めの受付先及び提出する書面

保有個人データの開示等の求めにあたっては、所定の書式を郵送致しますので総務部広報課までお問い合わせください。
開示等の求めに祭しては、所定の書面を郵送又は窓口までご提出ください。電話、ファックスや電子メールでは受け付けておりません。

（ｂ） 代理人による開示等の求め
前記書類に加えて、代理人確認のための書類及び本人確認のための必要書類の提出をお願い致します。所定の書式については郵送致します。

（ｃ） 本人又は代理人であることを確認するための資料
開示等の求めにあたっては、本人又はその代理人（未成年者又は成年被後見人の法定代理人、開示等の求めをすることにつき本人が委任した代理人）である
ことを確認するため、以下の書類を所定の書面に添付してご提出いただきます。
【ご本人の来所】
運転免許証、健康保険の被保険者証、写真付き住民基本台帳カード、旅券（パスポート）、外国人登録証明書、年金手帳、印鑑証明書と実印のうち、いずれか一点
【郵送】
身分証明書（運転免許証等）のコピーと住民票の写し
【代理人の来所】
本人及び代理人について、運転免許証、健康保険の被保険者証、旅券（パスポート）、外国人登録証明書、年金手帳、弁護士の場合は登録番号、代理を示す旨の
委任状
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以下は年間を通じて教務部窓口での質問が多い事項です。
窓口での相談の前に、『履修要項』を熟読のうえ、Ｑ＆Ａ集も併せて一読ください。

＊ KONECO の利用について
Ｑ 1. 履修登録を行いましたが単位修得状況欄に反映されません。
Ａ 1． 単位修得状況欄は即日反映されません。

年間履修登録期間の登録結果は履修訂正・抽選結果確認期間に、履修訂正・抽選結果確認期間の登録結
果は履修登録内容確定日にそれぞれ反映されます。
各期間のスケジュールは、『履修要項』表紙裏等で確認してください。

Ｑ 2. 「シラバス検索」で表示された科目が履修登録画面では表示されません。
Ａ 2. 「シラバス検索」では、駒澤大学で開講されているすべての科目を閲覧することができますが、自身が

所属する学科・学年によって履修できる科目には制限があります。履修の可否は、『授業時間表』等で
確認してください。
『 授 業 時 間 表 』（ 本 学 HP）URL：https://www.komazawa-u.ac.jp/campuslife/studies/undergraduate/
registration/guidebook-schedule.html

Ｑ 3. 受講予約科目が満員で履修登録ができません。
Ａ 3. 満員の科目は履修登録することはできません。

ただし、履修登録画面の定員表示は、当日の朝6時現在のものです。「最新」ボタンをクリックすること
で、クリックした時点での定員の空き状況を確認することができます。満員の科目であっても他の学生
が履修訂正・抽選結果確認や後期科目履修登録・訂正期間に履修を取りやめた場合、定員に空きが出る
ことがあります。

＊履修関連
Ｑ 4. 「広域選択」とは、どの科目（分野）のことを指しますか。また、選択必修科目などを必要単位数以上

修得した場合、その単位はどう取り扱われますか。
Ａ 4. 「広域選択」は、特定の分野が指定されていない卒業に必要な単位数を指します。

一部の科目を除いては、「広域選択」として指定された科目は存在しません。
広域選択の算定方法及び卒業必要単位数を超えた場合の単位の取り扱いについての詳細は、第2章 > 教
育課程の編成 > 卒業必要単位における修得単位算定の流れで確認してください。

Ｑ 5. 「随意科目」を修得した場合、その単位はどう取り扱われますか。
Ａ 5. 修得した「随意科目」の単位は卒業必要単位には算入されません。

修得した場合は成績証明書に評価が記載されます。また、教職課程・資格講座の科目と同様に GPA に
は反映されない科目です。

Ｑ 6. 外国語の再履修科目の時間割が分かりません。
Ａ 6. 外国語の再履修科目の『授業時間表』は、学部・学科の『授業時間表』とは別に作成しています。

『授業時間表』PDF ダウンロードページ（本学ホームページ）に配置しています。
『 授 業 時 間 表 』（ 本 学 HP）URL：https://www.komazawa-u.ac.jp/campuslife/studies/undergraduate/
registration/guidebook-schedule.html

Ｑ 7. 玉川キャンパスの授業の後に、駒沢キャンパスの授業を履修する事はできますか。
Ａ 7. 異なるキャンパス間の移動は、連続した時間での履修はできないように制限しています。

ただし、2時限目と3時限目は昼休みを挟むため、履修登録を可能としています。
なお、履修する時間割に1時限以上の空きがあれば別のキャンパスでの履修は可能です。
各交通機関の時刻表などを参考に、移動時間を十分に考慮のうえ無理のないように履修してください。

Ｑ 8. 後期科目履修登録・訂正期間で、前期修得できなかった科目分の単位を他の科目の登録にあてることは
できますか。

Ａ 8. 前期修得できなかった科目も年間履修制限単位数に含まれます。年間履修制限単位数を超えての履修登
録はできません。

Ｑ 9. 3年次終了時点で、卒業必要単位数を充足していても、4年次に履修登録する必要はありますか。

Ａ 9. 卒業必要単位を充足していたとしても、各年次に1年間で1科目以上（経営学部のみ2単位以上）は履修
登録しなければなりません。1年間で1科目以上（経営学部のみ2単位以上）ですので、前期科目のみ、
後期科目のみであっても問題ありません。その際、成績が「F」や「空欄」であっても卒業は可能です。
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＊授業関連
Ｑ 10. 教科書は第1回目の授業までに購入すべきでしょうか。
Ａ 10. 必修科目など履修の変更が発生しない科目については、購入のうえ初回の授業に参加してください。

それ以外の科目は、初回の授業で教科書などの説明が行われる場合もありますので、『シラバス』や各
教員の指示をよく確認のうえ購入してください。

Ｑ 11. 「健康・スポーツ実習」の初回授業を欠席してしまいました。
Ａ 11. 「健康・スポーツ実習」は初回授業で種目の割振りが行われます。

欠席してしまった場合は、第2回の授業開始前までに玉川キャンパスの体育教官室（第2体育館2F）を
訪問のうえ、その旨を相談してください。
※法学部法律学科フレックスＢの学生は第2回目の授業時に確認してください。

Ｑ 12. 授業を欠席するので、その旨を教員に伝えたい。
Ａ 12. やむを得ず当日の授業を欠席する場合、次回の授業時に教員に相談してください。

教務部に問合せを行っても教員への伝達はできません。欠席期間が長期にわたる場合は、第1章 > 授業
について >10 授業の欠席で確認してください。

Ｑ 13. 授業を欠席する場合の公欠の取扱いを教えてください。
Ａ 13. 駒澤大学には公欠の制度はありませんが、第1章 > 授業について >10 授業の欠席に定めのある理由で

欠席する場合は、「手続き方法」に記載のとおりに手続きを行ってください。書類等を担当教員へ提出
する場合は、各自で担当教員に提出してください。
なお、欠席時の取扱いについては担当教員に確認してください。

Ｑ 14. 教員と連絡をとりたいので、連絡先を教えてください。
Ａ 14. 教員の許可なく連絡先を伝えることはできません。質問がある場合は、授業の前後や研究室・講師室を

訪問する、もしくは、授業支援システムを利用してください（ただし、教員から返信が届かない場合も
あります）。また、教務部で授業中の提出物等を預かることはできません。

＊試験関連
Ｑ 15. 授業内試験を受験できませんでした。
Ａ 15. 次回の授業で教員に確認してください。
Ｑ 16. 学生証を忘れたので、仮受験票を発行したい。
Ａ 16. 定期試験期間であれば、証明書発行機に300円を支払うことで発行できます。定期試験期間外は発行で

きませんので、その旨を教員に伝え、指示を仰いでください。
Ｑ 17. 追試験を受験したい。
Ａ 17. 第1章 > 試験について >6 追試験受験対象となる欠席理由を参照の上、所定の期日内に所定の証明書等

を教務部に提出してください。受付が完了し、許可された場合のみ受験できます。手続きの流れについ
ては、KONECO 掲示等を確認してください。
※授業内試験は対象外です。実施日時・場所、試験形態などの詳細は科目担当教員からの指示をよく確
認してください。
詳細は第1章 > 試験について >5 追試験を確認してください。
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履修をはじめるにあたって

グローバル・メディア・スタディーズ学部（GMS 学部）は、国際舞台で活躍できる実践力を備え、地球規模の
問題解決に取り組もうとする皆さんのために、これまでにない学習方法を構築しています。英語とコンピュータを
武器に、多重的アプローチで幅広い学問分野を横断し、メディアとコンテンツの本質を理解することをめざしてい
ます。GMS 学部での4年間を最大限に活かして将来の大きな夢を実現させる基礎として、この『履修要項』は大
変重要です。卒業後のキャリアを見据えて、慎重に授業の計画を立てて下さい。GMS 学部が提供する講義の種類
や勉強方法は大変幅広く、皆さんの希望次第で自由自在に組み立てることができます。以下に掲げたいくつかのポ
イントを抑えて、有意義な学生生活を送りましょう。

1　セメスター制を視野に入れた半期科目制

GMS 学部の専門教育科目は、「海外演習実践講座Ⅰ〜Ⅲ」を除いて全て半期科目（前期科目、または後期科目）
です。全学共通科目は半期科目と通年科目が混在していますので、時間割作成のときに注意してください。専門教
育科目が半期科目であることで、海外留学、海外インターンシップ、海外ボランティアなどの海外体験の時期を選
ぶ際に、選択肢が広がります。

2　実践的英語教育（平成 29（2017）年度以降入学生）

グローバルな環境で活躍するためのツールを身につけるために、実践的英語教育は GMS 学部の柱の一つです。
ネイティブスピーカーによる少人数制のクラスで、GMS 学部独自のカリキュラムを編成しています。8科目（16
単位）を必修科目、12科目（24単位）を選択科目として設置し、40単位まで取得可能です。このうち1年次必修
科目は4科目（8単位）、2年次必修科目は4科目（8単位）です。（全て、週2回の開講科目です）

3　海外研修の卒業必要単位認定

専門教育科目「Study Abroad Ⅰ～Ⅳ」（各2単位。配当年次1年次～4年次）を履修することで、授業科目の中
で海外研修の準備及び振返りを行うことができます。また、専門教育科目「海外演習実践講座Ⅰ～Ⅲ」（各2単位。
配当年次1年次～4年次）は事前に単位認定の申請を行った上で海外研修を行い、定められた基準を満たせば、海
外での研修が専門教育科目の単位として認定されます。

さらには、交換留学生や認定校留学生として留学した場合、留学先の大学で履修した授業科目の修得単位は、一
定の基準を満たせば、GMS 学部の相当する専門教育科目の単位として認定されます。

ただし、入学時に従前在学した大学で修得した単位（編入学、再入学及び転部転科の場合を除く）、資格取得に
よる単位、他学部履修・他大学履修・留学または海外研修によって認定される単位は、合計60単位以下である必
要があります。

詳細については、『履修要項』（本資料）の「5．海外研修の単位認定について」を参照してください。

4　英語以外の外国語学習

真にグローバルな人間として成長を続けるためには、英語以外の語学を身につけることが求められています。
GMS 学部では、世界の共通言語としての英語は当然のこととし、第三の言語においても強い人間を育成します。
具体的には、ドイツ語、フランス語、中国語、スペイン語、ロシア語、朝鮮語の6カ国語が、全学共通科目として
履修可能です。また、専門教育科目の中にも、韓国、英語圏などの文化を背景とした講義を設置しています。
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5　情報リテラシー教育
インターネットをはじめとした情報メディアを使いこなせる能力は、GMS 学部の趣旨を実現するために必須で

す。文系学生に無理なく使える実践力を強化するプログラムを用意しています。入学初年度に必修科目として設置
する情報リテラシーを履修することにより、ノートパソコンを鉛筆やノート代わりに携帯し、行動力溢れる学習能
力が身につく方法を徹底的に指導します。「情報リテラシー」、「情報リテラシー実習」の2科目を、1年次の必修科
目として設置し、更に専門性を高めるために関連した科目を選択科目として21科目設置しています。

6　学際的な学問追究の方法

多重的アプローチで幅広い学問分野を横断するための基礎となる学問領域として、経済学、経営学、社会学、政
治学／政策学、文化学、法学、コミュニケーション学、情報学の8分野を視野に入れています。GMS 学部の醍醐
味を味わえるように、1年次の基礎科目の修得後、複数の学問分野にわたる専門教育科目を選択必修科目として設
置しています。

7　演習（ゼミナール）の履修方法

GMS 学部の演習（ゼミナール）は、2年次に履修できる「基礎演習」、「演習Ⅰ」と3年次に履修できる「演習Ⅱａ」、
「演習Ⅱｂ」、4年次に履修できる「演習Ⅲａ」、「演習Ⅲｂ」の合計半期6科目開設しており、いずれも選択科目です。
ただし、履修に関して、学部としてのガイドラインがあります。GMS 学部サイト「GMS 授業支援システム」に記
載されていますので、良く理解したうえで履修してください。

履修の仕方については、入学年度によって異なりますので、以下に説明します。
平成28（2016）年度以前入学生には、「演習Ⅰ」、「演習Ⅱａ」、「演習Ⅱｂ」、「演習Ⅲａ」、「演習Ⅲｂ」が選択

科目として開設されています。学習効果を高めるため、これら5科目をできる限り履修するようにしてください。
そのうえで、「演習Ⅲａ」、「演習Ⅲｂ」及び「卒業研究」を登録し、その中で卒業研究を行えば、「卒業研究」の単
位を修得できます。

平成29（2017）年度以降入学生には、「基礎演習」、「演習Ⅰ」、「演習Ⅱａ」、「演習Ⅱｂ」、「演習Ⅲａ」、「演習
Ⅲｂ」が選択科目として開設されています。学習効果を高めるため、これら6科目をできる限り履修するようにし
てください。そのうえで、「演習Ⅲａ」、「演習Ⅲｂ」及び「卒業研究」を登録し、その中で卒業研究を行えば、「卒
業研究」の単位を修得できます。
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1　授業科目の区分と教育目標
授業科目は、次のように区分されます。

●卒業に必要な単位に含まれる科目 ●卒業に必要な単位に含まれない科目

1．全学共通科目 ・随意科目

　　（1）宗教教育科目 ・教職課程・資格講座科目

　　（2）教養教育科目

　　（3）外国語科目

　　（4）保健体育科目

2．専門教育科目

3．他学部履修科目

各授業科目の区分には、次のような教育目標が設定されています。
授業科目の区分 教育目標

宗教教育科目

　本学は、仏教の教義並びに曹洞宗立宗の精神に則り、学校教育を行うことを目的として設置されて
おり、この点が私学としての本学の特色です。宗教教育科目は、この設置の目的に基づき、全学生諸
君が仏教や禅の教えについての理解を深め、宗教に対する正しい認識を身につけることを教育の目標
とします。

教養教育科目
　多角的な知識と深い教養を身につけることによって、公正な判断力を有する豊かな人間性を涵養す
ることを教育の目標としています。

外国語科目

　情報通信や交通手段の発達によって、世界がますます狭くなり、それに合わせて日本も国際社会の
中に深く組み込まれている今日、外国の文化や社会について正確な知識を得、国際感覚を養い、諸外
国の人々との交流を深めることは、大きな意義をもつはずです。そのためには、外国語の確かな運用
能力を身につけることが不可欠です。
　学習者の希望・関心や進路に応じて、積極的に系統だった知識を深めるように心がけてください。

保健体育科目

　人間が「ひと」として生きていく上で、自己の身体について理解を深め、健康の増進や体力
向上のための基本的な知識や習慣を学ぶことは、非常に重要です。
　本学の「保健体育科目」は、様々なスポーツ種目の実践と経験、さらには健康に関する理論
の学習を通して、生涯を通して健康の増進や体力の向上を図り、ゆとりある社会生活を実践す
る能力を獲得することを目標としています。

専門教育科目

　メディアやコンテンツを対象とした専門教育を基礎として、それらの特性を充分に理解し、持続的
な成長と活力ある社会に幅広く貢献するための知力、人間力を培うことを教育目標としています。メ
ディアやコンテンツの本質を解くためには、人文科学系・社会科学系及び自然科学系の一部である情
報系をも含めた各学問分野を横断した形での学際的アプローチが求められます。社会学、経済学、経
営学、法学、政治学／政策学、文化学、コミュニケーション学、情報学といった既存の学問を基礎に
置き、複合的、立体的に知識を深めることをめざします。
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2　単位制度
大学での学修は単位制をとっています。単位制とは、授業科目を履修し、平素の学修状況・出席状況及び所定の

試験（レポート提出を含む）による成績評価の結果、合格することにより、授業科目ごとに定められている単位を
修得していく制度です。そして、在学期間内に卒業に必要な単位をすべて修得すれば卒業することができます。

3　授業科目の単位数

単位とは、授業科目の学修量を数字で表したものです。授業科目の単位数は1単位につき、45時間の学修を必要
とする内容をもって構成することを標準としています。この時間には、教場で行われる授業時間（1回につき2時
間相当）以外に予習・復習等にあてる時間も含まれています。授業の実施方法に応じ、学修量等を考慮してそれぞ
れの授業科目によって単位数が決められています。

・講義または演習：1単位（45時間）＝通常　授業15回（15～30時間相当）＋自習30～15時間
・実験、実習、実技：1単位（45時間）＝通常　授業15回（30～45時間相当）＋自習15～0時間
（例）講義科目（半期）：2単位（90時間）＝通常　授業15回（30時間相当）＋自習60時間（週4時間）
　　　外国語科目（半期）：1単位（45時間）＝通常　授業15回（30時間相当）＋自習15時間（週1時間）

4　単位の認定

授業科目ごとに定められた所定の単位を修得するためには、次の要件を満たさなければなりません。
・単位の認定を受けようとする授業科目について、履修登録をすること。
・履修科目の授業に出席し、必要な学修をすること。
・履修科目の試験（レポート提出を含む）等による成績評価を受け、合格すること。

5　履修単位の区分（必修・選択必修・選択科目）

授業科目は、下表の条件に従ってグループ分けされています。
必 修 科 目 卒業するために、必ず修得しなければならない科目

選択必修科目
卒業するために、指定された複数の授業科目群の中で、指定された科目数（単位数）を修得しな
ければならない科目

選 択 科 目 自由に選択・履修でき、卒業に必要な単位に算入される科目
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6　卒業必要単位における修得単位算定の流れ
指定された卒業必要単位数を超えて修得した単位数は、下表のように流れます。

（全学共通科目）
必 修 科 目

選択必修科目 　選択必修科目の卒業必要単位数を超えた修得単位数

選 択 科 目 　卒業必要単位数を超えた修得単位数

（専門教育科目）
必 修 科 目

選択必修科目

　選択必修科目の卒業必要単位数を超えた修得単位数

選 択 科 目 ※

　選択科目の卒業必要単位数を超えた修得単位数

（他学部履修科目）　※詳細は「他学部履修科目（1）履修上の注意」を参照しください。
教養教育科目

( 人文・社会・自然分野 )
　卒業必要単位数を超えた修得単位数

広 域 選 択

●単位の「算入」先と科目の「認定」先について
単位の「算入」先は、修得した単位が卒業に必要な単位数として加算される授業科目の区分のことをいいます。
また、科目の「認定」先は、成績証明書、成績・卒業見込証明書、KONECO の「成績照会画面」の科目一覧に

おいて、修得した科目が表示される授業科目の区分のことをいいます。
各授業科目の区分での卒業に必要な単位数を超えて単位を修得した場合や他学部履修科目の単位を修得した場合

は、単位の算入先と科目の認定先が一致しません。例えば、専門教育科目の選択科目を卒業に必要な単位数を超え
て修得した場合、その単位は上表の通り広域選択の単位に算入しますが、科目の認定先は専門教育科目の選択科目
のため、成績証明書等には専門教育科目の選択科目に表示されます。一部学部・学科ではこの限りではないため、
詳細を授業科目の区分ごとに設けている「履修上の注意」のページで確認してください。
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7　卒業に必要な単位数

・グローバル・メディア学科《平成29 （2017）年度以降入学生適用》
（必要最低単位数）

授業科目の区分 必　修 選択必修 選　択 広域選択

全
学
共
通
科
目

宗　教　教　育　科　目 4

20

教養教育科目

人文分野

8社会分野

自然分野

ライフデザイン分野

外　国　語　科　目

保　健　体　育　科　目 2

専　門　教　育　科　目 24 12 62

合　　　計 132

※1　教養教育科目は、人文分野、社会分野、自然分野から8単位を選択必修とする。
※2　専門教育科目の英語16単位は必修とする。

・グローバル・メディア学科《平成26（2014）～平成28（2016）年度入学生適用》
（必要最低単位数）

授業科目の区分 必　修 選択必修 選　択 広域選択

全
学
共
通
科
目

宗　教　教　育　科　目 4

20

教養教育科目

人文分野

8社会分野

自然分野

ライフデザイン分野

外　国　語　科　目

保　健　体　育　科　目 2

専　門　教　育　科　目 26 12 60

合　　　計 132

※1　教養教育科目は、人文分野、社会分野、自然分野から8単位を選択必修とする。
※2　専門教育科目の英語16単位は必修とする。
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8　年間履修制限単位数

年間履修制限単位数とは、1年間に履修できる単位数（当年度の修得見込科目・不合格科目を含む）の上限を指し、
各年次において上限が定められています。

年次 1年次 2年次 3年次 4年次

履修制限単位数
平成30（2018）年度以降入学生 49単位 49単位 49単位 49単位

平成29（2017）年度以前入学生 54単位 60単位 60単位 60単位

●注意事項

年間履修制限単位数に含む科目 年間履修制限単位数に含まれない科目

・再履修科目 ・教職課程科目　　　　　・海外演習Ⅰ～Ⅹ
・他学部履修科目 ・資格講座科目　　　　　・海外演習実践講座Ⅰ～Ⅲ

・随意科目

※卒業必要単位数を充足していたとしても、各年次に1科目以上履修登録しなければなりません。その際、成績
が「F」や「空欄」であっても卒業は可能です。

※後期履修登録・訂正期間には、年間履修制限単位数（前期修得済科目・修得見込科目・前期不合格科目の単位
数を含む）以内の単位数分の科目の訂正が可能です。

9　卒業及び学位記の授与

大学に4年以上在学し、卒業に必要な単位を修得した者は卒業となります。卒業者には次の学位が与えられ、学
位記が授与されます。

学部 学科 学位記名

グローバル・メディア・スタディーズ学部 グローバル・メディア学科 学士（メディア学）

10　9 月卒業について

　9月卒業の概要：不明点等がある場合は、教務部11～13番窓口で相談してください。

9月卒業
対象者

・9月15日現在で以下の条件を満たす者
　①4年次に1年以上在学していること。
　②卒業に必要な単位を修得見込であること。
　③9月卒業を希望すること。

9月卒業
説明会

・当該年の3月末（令和3年3月）に説明会を行いますので、希望者は必ず出席してく
ださい。時間・場所等詳細については、KONECO を確認してください。

9月卒業
申請・取消

・以下の所定期間内に保証人連署のうえ、「9月卒業申請書」を提出すること。
　申請・取消：6月11日（金）～25日（金）
　※土曜日は正午まで、日曜日は除く。
・申請が無い場合は、9月卒業の対象とはならない。

後期休学
（半期履修）

・9月15日現在で卒業要件を満たす者で3月卒業を希望する場合は、第1章 > 学籍につ
いて >2 休学のページを参照のこと。

・後期休学を希望する場合も、履修等の説明を行うため、上記の9月卒業説明会には
必ず出席すること。
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11　1 年次履修科目の決定順序

　卒業必要単位数と1年間で履修登録可能な単位数（年間履修制限単位数）とを考えて、必要な科目の履修登録を
行います。
　下表は、1年次に履修登録可能な授業科目と、年間履修制限単位数の上限を踏まえた科目の決定順序案です。
　下表を参考にして、時間表を作成してください。

順序 科目区分 授業科目 科目数 単位数

1 宗教教育科目 仏教と人間 1 4

2 保健体育科目 保健体育科目から 1〜2 2

3

専門教育科目
英　　　　語

Oral Communication Ⅰ
Oral Communication Ⅱ
Written Communication Ⅰ
International Communication Ⅰ

4 8

専門教育科目
その他の分野

グローバルメディアスタディーズ概論
メディアリテラシー
グローバルマネジメント
情報リテラシー
情報リテラシー実習

5 8

4 教養教育科目
ライフデザイン分野　新入生セミナー（指定クラス） 1 2

人文・社会・自然分野から 3〜4 8

5 専門教育科目 選択必修・選択科目 16以内

1年次履修制限単位数 49※

※上記モデルにおいて、順序1～5の単位数の合計は48単位ですが、1年次に最大49単位まで履修することがで
きます。

12　令和 4(2022) 年度以降の教育課程について
令和4(2022) 年度以降に教育課程の変更が生じた場合、以下の通り取り扱います。
①入学年度に関わらず令和4(2022) 年度に在学する学生は、最新の教育課程の新しい科目を履修修得することが

できるようになります。
②令和3(2021) 年度以前の教育課程と令和4(2022) 年度以降の教育課程に大きな変更が生じた場合、在学生に対

しては不利益にならないよう学部学科等により措置を行います。
③国家資格の受験資格にかかわる学科、専攻の教育課程は、令和4(2022) 年度以降も入学年度の教育課程を適用

します。
④詳細は KONECO「成績シミュレーション (2020教育課程 )」にて、個人単位での成績データの変更等を配信し

ます。
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※開設科目一覧のサンプル

①対象入学年度：グローバル・メディア学科　　令和〇（20〇〇）年度以降入学生
②　

必
・
選

③
卒業必要 ④　

分
野

⑤
科目名

⑥
単位

⑦
開講期

⑧
配当年次

⑨
履修
方法

　⑩
週2回
開講

 ⑪
履修
不可
科目

⑫
注意事項科

目
数

単
位
数

必
修

1
科
目

4
単
位

科目Ａ 4 通年 1
《学生番号指定》
《玉川キャンパス》
《再クラス》

選
択

科目Ｂ 4 通年 1 2 3 4

科目Ｃ 2 半期 1 2

科目Ｄ 2 半期 1 2 3 4 Ｂ 有

科目Ｅ 2 半期 1 2 3 4 A 週2

※用語等解説
① 対象入学年度 開設科目一覧がどの学科・入学年度を対象としているかを表します。
② 必・選 履修単位の区分（必修・選択必修・選択科目）を表します。
③ 卒業必要 卒業に必要な「科目数」と「単位数」を表します。科目数の指定がない場合は、指定された単位数を修得してください。
④ 分野 教養教育科目の4分野（人文分野・社会分野・自然分野・ライフデザイン分野）のどの分野に該当しているかを表します。
⑤ 科目名 授業科目名を表します。
⑥ 単位 授業科目に定められた単位数を表します。

⑦ 開講期

授業科目に定められた開講期（半期・通年）を表します。
「半期」：前期または後期に始まり、半年間行われる授業
「通年」：前期から始まる1年間通して行われる授業
「集中」：夏季休業期間に約1週間かけて行われる授業
「シーズン」：夏季または冬季休業期間に短期で行われる合宿等を伴う授業

⑧ 配当年次
授業科目の履修できる年次を表します。
・下級年次に配当されている科目は、上級年次に履修可能です。
・�ただし、配当年次以外に斜線が付けられている場合は、指定された年次以外では履修できません。

⑨
⑩

第2章 > 専門教育科目 >1 履修上の注意 > ④開設科目一覧の項目についてを参照してください

⑪ 履修不可科目 「履修不可対象科目一覧」の記載有無を表します。
履修不可対象科目一覧は、開設科目一覧の最後に掲載されています。

⑫ 注意事項

履修時に必要な注意事項を表します。
～「受講予約科目」について～
《学生番号指定》、《受講制限》等の記載がない場合には、原則、受講予約科目となります。定員を超えた履
修登録申請があった場合に、抽選によって履修者を決定します。
◎：�セットで履修することが望ましいとされている科目です。定員を超えた履修登録申請により抽選が発生

した場合には、前後期セットで履修登録した学生は2科目同時当選もしくは2科目同時落選が原則とな
ります。2科目のうちどちらか一方のみを履修登録した場合も、抽選が行われます。

★：受講予約科目ではありません。
《学生番号指定》：�履修するクラスが学生番号で指定されている科目です。学生番号指定については、
　　　　　　　　『授業時間表』で確認できます。
《受講制限》：主に担当教員が自ら履修者数を制限している授業科目です。
《再クラス》：�再履修になった場合、再クラスでの履修となります。KONECO 抽選登録が必要な科目は「◎

抽」が併記されています。詳しくは、第1章 > 履修について >7 再履修の頁を参照してくだ
さい。

《玉川キャンパス》：玉川キャンパスで授業が行われる授業科目です。
《種目・定員》：保健体育科目について、開講されている種目と定員数です。
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　全学共通科目の外国語科目おいて、所定の授業科目及び単位数を満たすことにより、その科目区分において一定
の学修成果を満たしたことを「コース修了証」の発行によって証明します。幅広く開講されている全学共通科目の
中で、体系性を伴った履修を行うことにより、学生の皆さんの若々しい知的関心を啓発し、深化させ、涵養する一
助とすることを目的としています。コース修了のために取得した単位数は卒業に必要な単位数に含まれますが、卒
業要件を満たすための必須事項ではありません。
　コース修了証を発行するためには、所定の期間内に教養特別履修の登録を済ませておく必要があります。

●教養特別履修コース修了証修得までの流れ
履修科目登録

コース毎の取得条件を確認し、希望するコースに必要な科目の登録をしてください。
既修得科目も含みコース認定科目として取り扱います。必要な科目は計画的に修得してください。
前期は履修訂正・抽選結果確認期間、後期は後期履修登録・訂正期間終了後の科目追加登録はできませんので、

希望するコースに必要な科目が不足しないよう注意してください。
コース登録

下記の登録期間に、KONECO の「教養特別履修登録」画面より、希望コースを登録してください。
学部・学科により選択できる開講コースが異なります。
希望コースに必要な科目の履修・修得状況の確認期間は、登録期間終了後になります。
詳細な日程は KONECO にてお知らせします。

成績発表
前期は8月下旬・後期は2月中旬に KONECO により成績発表が行われますので、科目修得状況を確認してくださ

い。
コース修了証の発行

登録済みのコースにおける必要科目を取得した場合、下記の期間においてコースの修了証を教務部ロビーの証明
書自動発行機より発行します。

●教養特別履修の登録期間
　前期　4月21日（水）～7月15日（木）
　後期　9月24日（金）～1月13日（木）
●教養特別履修のコース修了証の発行
　前期　9月16日（木）～
　後期　3月11日（金）～

（注意）卒業年次生は卒業式当日までの発行となります。
　　　　3月末～4月2日までは、証明書自動発行機の停止期間となりますので、注意してください。

●教養特別履修コースの種類
コース名 目標 備考

「教養特別履修（英語）」

体系的に外国語を学ぶことを目標とする。 ※�「教養特別履修該当科目一覧」は、
外国語科目の最後に掲載しています。

「教養特別履修（ドイツ語）」

「教養特別履修（フランス語）」

「教養特別履修（中国語）」

「教養特別履修（スペイン語）」

「教養特別履修（ロシア語）」
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宗教教育科目

1　履修上の注意
①宗教教育科目は、全学共通科目として設置され、必修科目と選択科目に分かれており、定められた単位を修得

しなければなりません。
②同一名称の科目でも、曜日、時限、担当教員によって内容が異なる場合があります。詳細は KONECO 掲載の
『シラバス』を参照してください。

③選択科目として修得した単位は、卒業に必要な広域選択の単位数に算入されます（科目の認定先は、宗教教育
科目）。

④�「開設科目一覧」には当該年度休講の科目も掲載されています。当該年度に開講されている科目については、
KONECO の履修登録画面やシラバスを確認してください。

2　開設科目一覧

必
・
選

卒業必要

科目名 単
位

開
講
期

配当年次
履修
不可
科目

注意事項科
目
数

単
位
数

必
修

1
科
目

4
単
位

仏教と人間 4 通年 1 《学生番号指定》
《再クラス◎抽》

選
択

文化と宗教（１） 2 半期 1 2 3 4 有

文化と宗教（２） 2 半期 1 2 3 4 有

社会と宗教（１） 2 半期 1 2 3 4 有

社会と宗教（２） 2 半期 1 2 3 4 有

自然と宗教（１） 2 半期 1 2 3 4 有

自然と宗教（２） 2 半期 1 2 3 4 有

坐禅 2 半期 1 2 3 4

3　履修不可対象科目・廃講科目
　下表の旧科目名で単位を修得済みの場合、現行科目名を履修することはできません。
また、廃講欄に「※」印のある旧科目名は、開講されません。ただし、廃講科目の単位を修得済みの場合、卒業に
必要な単位数として算入され、成績表に記載されます。

現行科目名 旧科目名 廃講 修得年度

文化と宗教（１）
文化と宗教 ※

令和2
（2020）
年度以前

文化と宗教（２）

社会と宗教（１）
社会と宗教 ※

社会と宗教（２）

自然と宗教（１）
自然と宗教 ※

自然と宗教（２）
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教養教育科目

1　履修上の注意
①教養教育科目は、全学共通科目として設置され、選択科目として定められた単位を修得しなければなりません。
②教養教育科目は、人文分野、社会分野、自然分野及びライフデザイン分野に分かれています。
③同一名称の科目でも、曜日、時限、担当教員によって、内容が異なる場合があります。詳細は、KONECO 掲

載の『シラバス』を参照してください。

④「卒業に必要な単位数」の指定を超えて修得した単位は、卒業に必要な広域選択の単位数に算入されます（科
目の認定先は、教養教育科目の各分野）。

⑤フレックスＢ時間帯（月～金曜日6・7時限、土曜日3～7時限）に開講されている教養教育科目を履修するこ
とができます。

⑥「開設科目一覧」には当該年度休講の科目も掲載されています。当該年度に開講されている科目については、
KONECO の履修登録画面やシラバスを確認してください。

2　開設科目一覧

必
・
選

卒業必要
分
野 科目名 単

位
開
講
期

配当年次
履修
不可
科目

注意事項科
目
数

単
位
数

選
択
必
修

8
単
位

人　

文　

分　

野

日本文化の基礎 2 半期 1 2 3 4

人文地理学の基礎（１） 2 半期 1 2 3 4

人文地理学の基礎（２） 2 半期 1 2 3 4

日本文学を学ぶ（１） 2 半期 1 2 3 4

日本文学を学ぶ（２） 2 半期 1 2 3 4

日本文学を学ぶ（３） 2 半期 1 2 3 4

日本文学を学ぶ（４） 2 半期 1 2 3 4

外国文学を学ぶ（１） 2 半期 1 2 3 4

外国文学を学ぶ（２） 2 半期 1 2 3 4

外国文学を学ぶ（３） 2 半期 1 2 3 4

外国文学を学ぶ（４） 2 半期 1 2 3 4

外国文学を学ぶ（５） 2 半期 1 2 3 4

外国文学を学ぶ（６） 2 半期 1 2 3 4

外国文学を学ぶ（７） 2 半期 1 2 3 4

日本史を学ぶ（１） 2 半期 1 2 3 4

日本史を学ぶ（２） 2 半期 1 2 3 4

日本史を学ぶ（３） 2 半期 1 2 3 4

日本史を学ぶ（４） 2 半期 1 2 3 4

世界史を学ぶ（１） 2 半期 1 2 3 4

世界史を学ぶ（２） 2 半期 1 2 3 4

考古学を学ぶ（１） 2 半期 1 2 3 4

考古学を学ぶ（２） 2 半期 1 2 3 4

日本の詩歌を学ぶ（１） 2 半期 1 2 3 4

日本の詩歌を学ぶ（２） 2 半期 1 2 3 4

大衆文化を学ぶ（１） 2 半期 1 2 3 4

大衆文化を学ぶ（２） 2 半期 1 2 3 4

英語圏文化を学ぶ（１） 2 半期 1 2 3 4 有

英語圏文化を学ぶ（２） 2 半期 1 2 3 4 有

教育心理を学ぶ（１） 2 半期 1 2 3 4

教育心理を学ぶ（２） 2 半期 1 2 3 4

伝統文化入門（１） 2 半期 1 2 3 4

伝統文化入門（２） 2 半期 1 2 3 4

古典芸能入門（１） 2 半期 1 2 3 4

古典芸能入門（２） 2 半期 1 2 3 4
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必
・
選

卒業必要
分
野 科目名 単

位
開
講
期

配当年次
履修
不可
科目

注意事項科
目
数

単
位
数

選
択
必
修

8
単
位

人　

文　

分　

野

近現代の文化入門（１） 2 半期 1 2 3 4

近現代の文化入門（２） 2 半期 1 2 3 4

子どもと文化入門（１） 2 半期 1 2 3 4

子どもと文化入門（２） 2 半期 1 2 3 4

日本美術（１） 2 半期 1 2 3 4

日本美術（２） 2 半期 1 2 3 4

西洋美術（１） 2 半期 1 2 3 4

西洋美術（２） 2 半期 1 2 3 4

音楽（１） 2 半期 1 2 3 4

音楽（２） 2 半期 1 2 3 4

科学史（１） 2 半期 1 2 3 4

科学史（２） 2 半期 1 2 3 4

科学史（３） 2 半期 1 2 3 4

科学史（４） 2 半期 1 2 3 4

テーマで学ぶ言葉の力（１） 2 半期 1 2 3 4

テーマで学ぶ言葉の力（２） 2 半期 1 2 3 4

テーマで学ぶ日本の位相（１） 2 半期 1 2 3 4

テーマで学ぶ日本の位相（２） 2 半期 1 2 3 4

日本文化の諸相を知る（１） 2 半期 1 2 3 4

日本文化の諸相を知る（２） 2 半期 1 2 3 4

日本文化の諸相を知る（３） 2 半期 1 2 3 4

日本文化の諸相を知る（４） 2 半期 1 2 3 4

日本文化の深層を読み解く（１） 2 半期 1 2 3 4

日本文化の深層を読み解く（２） 2 半期 1 2 3 4

日本文化の深層を読み解く（３） 2 半期 1 2 3 4

日本文化の深層を読み解く（４） 2 半期 1 2 3 4

宗教の見方（１） 2 半期 1 2 3 4 有

宗教の見方（２） 2 半期 1 2 3 4 有

世界の宗教（１） 2 半期 1 2 3 4 有

世界の宗教（２） 2 半期 1 2 3 4 有

論理学（１） 2 半期 1 2 3 4

論理学（２） 2 半期 1 2 3 4

論理学（３） 2 半期 1 2 3 4

論理学（４） 2 半期 1 2 3 4

哲学（１） 2 半期 1 2 3 4

哲学（２） 2 半期 1 2 3 4

哲学（３） 2 半期 1 2 3 4

哲学（４） 2 半期 1 2 3 4

倫理学（１） 2 半期 1 2 3 4

倫理学（２） 2 半期 1 2 3 4

倫理学（３） 2 半期 1 2 3 4

倫理学（４） 2 半期 1 2 3 4

倫理学（５） 2 半期 1 2 3 4

倫理学（６） 2 半期 1 2 3 4

倫理学（７） 2 半期 1 2 3 4

倫理学（８） 2 半期 1 2 3 4

東洋倫理 4 通年 1 2 3 4

伝統文化発展（１） 2 半期 1 2 3 4

伝統文化発展（２） 2 半期 1 2 3 4
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必
・
選

卒業必要
分
野 科目名 単

位
開
講
期

配当年次
履修
不可
科目

注意事項科
目
数

単
位
数

選
択
必
修

8
単
位

人　

文　

分　

野

古典芸能発展（１） 2 半期 1 2 3 4

古典芸能発展（２） 2 半期 1 2 3 4

近現代の文化発展（１） 2 半期 1 2 3 4

近現代の文化発展（２） 2 半期 1 2 3 4

子どもと文化発展（１） 2 半期 1 2 3 4

子どもと文化発展（２） 2 半期 1 2 3 4

教養特殊講義（人文） 2 半期 1 2 3 4

スポーツ科学で学ぶ教養（文化） 2 半期 1 2 3 4

英語で学ぶ教養（言語Ⅰ） 2 半期 1 2 3 4 有

英語で学ぶ教養（言語Ⅱ） 2 半期 1 2 3 4 有

英語で学ぶ教養（言語Ⅲ） 2 半期 1 2 3 4 有

英語で学ぶ教養（言語Ⅳ） 2 半期 1 2 3 4 有

英語で学ぶ教養（言語Ⅴ） 2 半期 1 2 3 4 有

英語で学ぶ教養（言語Ⅵ） 2 半期 1 2 3 4 有

英語で学ぶ教養（言語Ⅶ） 2 半期 1 2 3 4 有

英語で学ぶ教養（言語Ⅷ） 2 半期 1 2 3 4 有

英語で学ぶ教養（文化Ⅰ） 2 半期 1 2 3 4 有

英語で学ぶ教養（文化Ⅱ） 2 半期 1 2 3 4 有

英語で学ぶ教養（文化Ⅲ） 2 半期 1 2 3 4 有

英語で学ぶ教養（文化Ⅳ） 2 半期 1 2 3 4 有

英語で学ぶ教養（文化Ⅴ） 2 半期 1 2 3 4 有

英語で学ぶ教養（文化Ⅵ） 2 半期 1 2 3 4 有

ドイツ語で学ぶ教養（人文Ⅰ） 2 半期 2 3 4

ドイツ語で学ぶ教養（人文Ⅱ） 2 半期 2 3 4

フランス語で学ぶ教養（人文Ⅰ） 2 半期 2 3 4

フランス語で学ぶ教養（人文Ⅱ） 2 半期 2 3 4

中国語で学ぶ教養（人文Ⅰ） 2 半期 2 3 4

中国語で学ぶ教養（人文Ⅱ） 2 半期 2 3 4

スペイン語で学ぶ教養（人文Ⅰ） 2 半期 2 3 4

スペイン語で学ぶ教養（人文Ⅱ） 2 半期 2 3 4

ロシア語で学ぶ教養（人文Ⅰ） 2 半期 2 3 4

ロシア語で学ぶ教養（人文Ⅱ） 2 半期 2 3 4

教養実践演習（人文） 2 半期 3 4

社　

会　

分　

野

社会学の基礎（１） 2 半期 1 2 3 4

社会学の基礎（２） 2 半期 1 2 3 4

社会学の基礎（３） 2 半期 1 2 3 4

社会学の基礎（４） 2 半期 1 2 3 4

社会学の基礎（５） 2 半期 1 2 3 4

社会学の基礎（６） 2 半期 1 2 3 4

統計学の基礎 2 半期 1 2 3 4

法学の基礎 2 半期 1 2 3 4 有

政治学の基礎 2 半期 1 2 3 4

経済学の基礎 2 半期 1 2 3 4

日本国憲法 2 半期 1 2 3 4 有

人間と教育 2 半期 1 2 3 4

応用倫理学（１） 2 半期 1 2 3 4 有

応用倫理学（２） 2 半期 1 2 3 4 有
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必
・
選

卒業必要
分
野 科目名 単

位
開
講
期

配当年次
履修
不可
科目

注意事項科
目
数

単
位
数

選
択
必
修

8
単
位

社　

会　

分　

野

現代文明と哲学（１） 2 半期 1 2 3 4 有

現代文明と哲学（２） 2 半期 1 2 3 4 有

現代社会と宗教（１） 2 半期 1 2 3 4 有

現代社会と宗教（２） 2 半期 1 2 3 4 有

現代社会と社会科学論（１） 2 半期 1 2 3 4

現代社会と社会科学論（２） 2 半期 1 2 3 4

現代社会と都市論（１） 2 半期 1 2 3 4 有

現代社会と都市論（２） 2 半期 1 2 3 4 有

民族と文化（１） 2 半期 1 2 3 4

民族と文化（２） 2 半期 1 2 3 4

文化人類学概論（１） 2 半期 1 2 3 4

文化人類学概論（２） 2 半期 1 2 3 4

日本の文化と社会（１） 2 半期 1 2 3 4

日本の文化と社会（２） 2 半期 1 2 3 4

アジアの文化と社会（１） 2 半期 1 2 3 4

アジアの文化と社会（２） 2 半期 1 2 3 4

市場経済を考える 2 半期 1 2 3 4

現代経済を考える 2 半期 1 2 3 4

統計的分析を考える 2 半期 1 2 3 4

国際政治を考える 2 半期 1 2 3 4

政治参加を考える 2 半期 1 2 3 4

政治システムを考える 2 半期 1 2 3 4

現代教育を考える 2 半期 1 2 3 4

教養特殊講義（社会） 2 半期 1 2 3 4

スポーツ科学で学ぶ教養（歴史と社会Ⅰ） 2 半期 1 2 3 4

スポーツ科学で学ぶ教養（歴史と社会Ⅱ） 2 半期 1 2 3 4

英語で学ぶ教養（歴史と社会Ⅰ） 2 半期 1 2 3 4 有

英語で学ぶ教養（歴史と社会Ⅱ） 2 半期 1 2 3 4 有

Culture & Society Ⅰ 2 半期 1 2 3 4

Culture & Society Ⅱ 2 半期 1 2 3 4

Culture & Society Ⅲ 2 半期 1 2 3 4

Culture & Society Ⅳ 2 半期 1 2 3 4

ドイツ語で学ぶ教養（社会Ⅰ） 2 半期 2 3 4

ドイツ語で学ぶ教養（社会Ⅱ） 2 半期 2 3 4

フランス語で学ぶ教養（社会Ⅰ） 2 半期 2 3 4

フランス語で学ぶ教養（社会Ⅱ） 2 半期 2 3 4

中国語で学ぶ教養（社会Ⅰ） 2 半期 2 3 4

中国語で学ぶ教養（社会Ⅱ） 2 半期 2 3 4

スペイン語で学ぶ教養（社会Ⅰ） 2 半期 2 3 4

スペイン語で学ぶ教養（社会Ⅱ） 2 半期 2 3 4

ロシア語で学ぶ教養（社会Ⅰ） 2 半期 2 3 4

ロシア語で学ぶ教養（社会Ⅱ） 2 半期 2 3 4

教養実践演習（社会） 2 半期 3 4

自　

然　

分　

野

自然科学へのいざない 2 半期 1 2 3 4

生物学の基礎 2 半期 1 2 3 4

化学の基礎 2 半期 1 2 3 4

物理の基礎 2 半期 1 2 3 4

数学の基礎 2 半期 1 2 3 4
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必
・
選

卒業必要
分
野 科目名 単

位
開
講
期

配当年次
履修
不可
科目

注意事項科
目
数

単
位
数

選
択
必
修

8
単
位

自　

然　

分　

野

心理学の基礎 2 半期 1 2 3 4

宇宙科学入門 2 半期 1 2 3 4

人類学入門 2 半期 1 2 3 4

太陽系・地球環境システム入門 2 半期 1 2 3 4 有

微分積分学入門 2 半期 1 2 3 4 有

線型代数学入門 2 半期 1 2 3 4 有

確率・統計学入門 2 半期 1 2 3 4 有

生命と環境 2 半期 1 2 3 4 有

地球システムと自然災害 2 半期 1 2 3 4 有

気象と自然災害 2 半期 1 2 3 4

人類と自然科学 2 半期 1 2 3 4 有

人類と宇宙環境 2 半期 1 2 3 4 有

遺伝子と生命を考える 2 半期 1 2 3 4 有

進化と生態を考える 2 半期 1 2 3 4 有

汚染問題を考える 2 半期 1 2 3 4 有

資源と環境を考える 2 半期 1 2 3 4

地球温暖化を考える 2 半期 1 2 3 4 有

人間の心理を考える 2 半期 1 2 3 4

心と体を考える 2 半期 1 2 3 4

現代の化学 2 半期 1 2 3 4

現代の物理 2 半期 1 2 3 4

現代の宇宙像 2 半期 1 2 3 4

現代の人類学 2 半期 1 2 3 4

地球と生命の歴史 2 半期 1 2 3 4 有

微分積分学発展 2 半期 1 2 3 4 有

線型代数学発展 2 半期 1 2 3 4 有

確率・統計学発展 2 半期 1 2 3 4 有

自然観察実習 2 半期 1 2 3 4

教養特殊講義（自然） 2 半期 1 2 3 4

スポーツ科学で学ぶ教養（自然） 2 半期 1 2 3 4

スポーツ科学で学ぶ教養（健康） 2 半期 1 2 3 4

教養実践演習（自然） 2 半期 3 4
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必
・
選

卒業必要
分
野 科目名 単

位
開
講
期

配当年次
履修
不可
科目

注意事項科
目
数

単
位
数

選
択
必
修

8
単
位

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
分
野

新入生セミナー 2 半期 1 《学生番号指定》

日本語リテラシー（１） 2 半期 1 2 有

日本語リテラシー（２） 2 半期 1 2 有

日本語リテラシー（３） 2 半期 1 2

日本語リテラシー（４） 2 半期 1 2

日本語リテラシー（５） 2 半期 1 2

日本語リテラシー（６） 2 半期 1 2

日本語リテラシー（７） 2 半期 1 2

ビジネスリテラシー（１） 2 半期 1 2 3 4

ビジネスリテラシー（２） 2 半期 1 2 3 4

ビジネスリテラシー（３） 2 半期 1 2 3 4

ビジネスリテラシー（４） 2 半期 1 2 3 4

駒澤大学の歴史 2 半期 1 2 3 4

プログラミング入門 2 半期 1 2 3 4

コミュニケーション文化入門 2 半期 1 2 3 4

メディアと文化入門 2 半期 1 2 3 4

プログラミング初級 2 半期 1 2 3 4

コミュニケーション文化発展 2 半期 1 2 3 4

メディアと文化発展 2 半期 1 2 3 4

キャリアデザイン（１） 2 半期 1 有

キャリアデザイン（２） 2 半期 2 有

キャリアデザイン（３） 2 半期 2 有

ライフデザインを考える 2 半期 3

教養特殊講義（総合） 2 半期 1 2 3 4

スポーツ科学で学ぶ教養（余暇） 2 半期 1 2 3 4

世田谷６大学連携総合講座Ⅰ 2 半期 1 2 3 4

・成城大学・国士舘大学・東京農業大学・昭和女子大学・
東京都市大学・駒澤大学の６大学が、相互に教員を派遣
して講座を提供する科目です。

世田谷６大学連携総合講座Ⅱ 2 半期 1 2 3 4
世田谷６大学連携総合講座Ⅲ 2 半期 1 2 3 4
世田谷６大学連携総合講座Ⅳ 2 半期 1 2 3 4
世田谷６大学連携総合講座Ⅴ 2 半期 1 2 3 4

教養実践演習（総合） 2 半期 3 4
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3　履修不可対象科目・廃講科目

下表の旧科目名で単位を修得済みの場合、現行科目名を履修することはできません。
　また、廃講欄に「※」印のある旧科目名は、開講されません。ただし、廃講科目の単位を修得済みの場合、卒業
に必要な単位数として算入され、成績表に記載されます。

現行科目名 旧科目名 廃講 修得年度
宗教の見方（１）

宗教学 ※

令和2
（2020）
年度以前

宗教の見方（２）
世界の宗教（１）

世界の宗教 ※
世界の宗教（２）
英語圏文化を学ぶ（１） 英語圏文化研究ａ ※
英語圏文化を学ぶ（２） 英語圏文化研究ｂ ※
英語で学ぶ教養（言語Ⅰ） 英語で学ぶ教養（言語Ⅰ）【外国語選択】 ※
英語で学ぶ教養（言語Ⅱ） 英語で学ぶ教養（言語Ⅱ）【外国語選択】 ※
英語で学ぶ教養（言語Ⅲ） 英語で学ぶ教養（言語Ⅲ）【外国語選択】 ※
英語で学ぶ教養（言語Ⅳ） 英語で学ぶ教養（言語Ⅳ）【外国語選択】 ※
英語で学ぶ教養（言語Ⅴ） 英語で学ぶ教養（言語Ⅴ）【外国語選択】 ※
英語で学ぶ教養（言語Ⅵ） 英語で学ぶ教養（言語Ⅵ）【外国語選択】 ※
英語で学ぶ教養（言語Ⅶ） 英語で学ぶ教養（言語Ⅶ）【外国語選択】 ※
英語で学ぶ教養（言語Ⅷ） 英語で学ぶ教養（言語Ⅷ）【外国語選択】 ※
英語で学ぶ教養（文化Ⅰ） 英語で学ぶ教養（文化Ⅰ）【外国語選択】 ※
英語で学ぶ教養（文化Ⅱ） 英語で学ぶ教養（文化Ⅱ）【外国語選択】 ※
英語で学ぶ教養（文化Ⅲ） 英語で学ぶ教養（文化Ⅲ）【外国語選択】 ※
英語で学ぶ教養（文化Ⅳ） 英語で学ぶ教養（文化Ⅳ）【外国語選択】 ※
英語で学ぶ教養（文化Ⅴ） 英語で学ぶ教養（文化Ⅴ）【外国語選択】 ※
英語で学ぶ教養（文化Ⅵ） 英語で学ぶ教養（文化Ⅵ）【外国語選択】 ※
日本国憲法

法学・憲法 ※
法学の基礎
現代文明と哲学（１）

現代文明と哲学 ※
現代文明と哲学（２）
応用倫理学（１）

応用倫理学 ※
応用倫理学（２）
現代社会と宗教（１） 現代社会と宗教Ａ ※
現代社会と宗教（２） 現代社会と宗教Ｂ ※
現代社会と都市論（１）

都市論 ※
現代社会と都市論（２）

英語で学ぶ教養（歴史と社会Ⅰ）
英語で学ぶ教養（歴史と社会Ⅰ）
【外国語選択】

※

英語で学ぶ教養（歴史と社会Ⅱ）
英語で学ぶ教養（歴史と社会Ⅱ）
【外国語選択】

※

遺伝子と生命を考える 生物学Ⅰ ※
進化と生態を考える 生物学Ⅱ ※
地球システムと自然災害 地球科学Ⅰ ※
地球と生命の歴史 地球科学Ⅱ ※
人類と自然科学

自然環境論Ⅰ ※太陽系・地球環境システム入門
生命と環境
人類と宇宙環境

自然環境論Ⅱ ※汚染問題を考える
地球温暖化を考える

微分積分学入門
数学Ⅰａ ※
数学Ⅰｂ ※

微分積分学発展
数学Ⅰａ ※
数学Ⅰｂ ※

線型代数学入門
数学Ⅱａ ※
数学Ⅱｂ ※

線型代数学発展
数学Ⅱａ ※
数学Ⅱｂ ※

確率・統計学入門
数学Ⅳａ ※
数学Ⅳｂ ※

確率・統計学発展
数学Ⅳａ ※
数学Ⅳｂ ※

現行科目名 旧科目名 廃講 修得年度
日本語リテラシー（１） 日本語リテラシーA ※

令和2
（2020）
年度以前

日本語リテラシー（２） 日本語リテラシーB ※
キャリアデザイン（１） キャリアデザイン A ※
キャリアデザイン（２） キャリアデザイン B ※
キャリアデザイン（３） キャリアデザイン C ※

現行科目無し

人間観Ａ ※
人間観Ｂ ※
倫理学 ※
論理学 ※
哲学 ※
歴史学 ※
文学 ※
経済学 ※
経済学Ａ ※
経済学Ｂ ※
政治学 ※
社会学 ※
社会学Ａ ※
社会学Ｂ ※
心理学 ※
心理学Ⅰ ※
心理学Ⅱ ※
数学Ⅲａ ※
数学Ⅲｂ ※

現行科目無し

価値観 ※

平成30
（2018）
年度以前

制度とモラル ※
現代と倫理 ※
科学方法論と現代論理 ※
知の技法 ※
西洋思想の源流 ※
近代の人間観と世界観 ※
ライフデザイン入門 ※
キャリアを考えるⅠ ※
キャリアを考えるⅡ ※

人類と自然科学

自然環境論（2単位） ※

平成27
（2015）
年度以前

太陽系・地球環境システム入門
生命と環境
人類と宇宙環境
汚染問題を考える
地球温暖化を考える
微分積分学入門

数学Ⅰ ※
微分積分学発展
線型代数学入門

数学Ⅱ ※
線型代数学発展

現行科目無し 数学Ⅲ ※
確率・統計学入門

数学Ⅳ ※
確率・統計学発展
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外国語科目

1　履修上の注意
①外国語科目は、全学共通科目の選択科目として設置されています。
②同一名称の科目でも、開講期、曜日、時限、担当教員によって、内容が異なる場合があります。詳細は、

KONECO 掲載の『シラバス』を参照してください。
③選択科目として修得した単位は、卒業に必要な広域選択の単位数として算入されます（科目の認定先は、外国

語科目）。
④英語選択科目について
　　英語選択科目は3つのレベルで開講されます。履修する前にクラス分けテストは行いませんが、次のウェブ

ページの説明を読み、自分の英語力にふさわしいレベルの科目を受講してください。
　外国語科目について：https://www.komazawa-u.ac.jp/campuslife/studies/undergraduate/registration/foreign-language.html

⑤「開設科目一覧」には当該年度休講の科目も掲載されています。当該年度に開講されている科目については、
KONECO の履修登録画面やシラバスを確認してください。

2　開設科目一覧

必
・
選

卒業必要

科目名 単
位

開
講
期

配当年次
履修
不可
科目

注意事項科
目
数

単
位
数

選
択

実用英会話（日常生活編） 1 半期 1 2 3 4

実用英会話（旅行編） 1 半期 1 2 3 4

TOEIC (R) Listening I 1 半期 1 2 3 4 有

TOEIC (R) Reading I 1 半期 1 2 3 4 有

ビジネス英語Ⅰ 1 半期 1 2 3 4

TOEIC (R) Listening Ⅱ 1 半期 1 2 3 4 有

TOEIC (R) Reading Ⅱ 1 半期 1 2 3 4 有

ビジネス英語Ⅱ 1 半期 1 2 3 4

英語プレゼンテーション（実践） 1 半期 2 3 4 有 ・「英語プレゼンテーションⅠ a・Ⅰ b・Ⅱ a・Ⅱ b」のいずれかを修得済みの
場合、履修することができません。英語プレゼンテーション（応用） 1 半期 2 3 4 有

英語ディスカッションⅠａ 1 半期 1 2 3 4

英語ディスカッションⅠｂ 1 半期 1 2 3 4

学術英語資格試験Ⅰａ（読解） 1 半期 1 2 3 4

学術英語資格試験Ⅰｂ（聴解・会話） 1 半期 1 2 3 4

英語アカデミック・ライティングⅠａ 1 半期 1 2 3 4

英語アカデミック・ライティングⅠｂ 1 半期 1 2 3 4

TOEIC (R) Speaking 1 半期 1 2 3 4

TOEIC (R) Writing 1 半期 1 2 3 4

英語ディスカッションⅡａ 1 半期 1 2 3 4

英語ディスカッションⅡｂ 1 半期 1 2 3 4

学術英語資格試験Ⅱａ（読解） 1 半期 1 2 3 4

学術英語資格試験Ⅱｂ（聴解・会話） 1 半期 1 2 3 4

英語アカデミック・ライティングⅡ 1 半期 1 2 3 4

英語多読・多聴ａ 1 半期 1 2 3 4

英語多読・多聴ｂ 1 半期 1 2 3 4

英語クリエイティブ ・ ライティ
ング 1 半期 1 2 3 4

パフォーマンス ・ イン ・ イング
リッシュ 1 半期 1 2 3 4

学術英語読解ａ 2 半期 1 2 3 4

学術英語読解ｂ 2 半期 1 2 3 4
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必
・
選

卒業必要

科目名 単
位

開
講
期

配当年次
履修
不可
科目

注意事項科
目
数

単
位
数

選
択

ドイツ語ⅠＡａ（選） 1 半期 1 2 3 4 有

ドイツ語ⅠＡｂ（選） 1 半期 1 2 3 4 有
《受講制限》
・原則として、同一教員が担当する前期科目「ドイツ語ⅠＡａ（選）」

の受講生のみ履修することができます。

ドイツ語ⅠＢａ（選） 1 半期 1 2 3 4 有

ドイツ語ⅠＢｂ（選） 1 半期 1 2 3 4 有
《受講制限》
・原則として、同一教員が担当する前期科目「ドイツ語ⅠＢａ（選）」

の受講生のみ履修することができます。

ドイツ語Ⅱａ（選） 1 半期 2 3 4 有 ・当該外国語科目の1年次向け科目の単位を前期・後期ともに修得済
みであることが望ましい（以下の科目群から1組以上）。

・「ⅠＡａ（選）・ⅠＡｂ（選）」　「ⅠＢａ（選）・ⅠＢｂ（選）」ドイツ語Ⅱｂ（選） 1 半期 2 3 4 有

ドイツ語コミュニケーションＡａ 1 半期 2 3 4 有

ドイツ語コミュニケーションＡｂ 1 半期 2 3 4 有

ドイツ語コミュニケーションＢａ 1 半期 2 3 4 有

ドイツ語コミュニケーションＢｂ 1 半期 2 3 4 有

ドイツ語スキルアップａ 1 半期 2 3 4 有

ドイツ語スキルアップｂ 1 半期 2 3 4 有

フランス語ⅠＡａ（選） 1 半期 1 2 3 4 有

フランス語ⅠＡｂ（選） 1 半期 1 2 3 4 有
《受講制限》
・原則として、同一教員が担当する前期科目「フランス語ⅠＡａ（選）」

の受講生のみ履修することができます。

フランス語ⅠＢａ（選） 1 半期 1 2 3 4 有

フランス語ⅠＢｂ（選） 1 半期 1 2 3 4 有
《受講制限》
・原則として、同一教員が担当する前期科目「フランス語ⅠＢａ（選）」

の受講生のみ履修することができます。

フランス語Ⅱａ（選） 1 半期 2 3 4 有 ・当該外国語科目の1年次向け科目の単位を前期・後期ともに修得済
みであることが望ましい（以下の科目群から1組以上）。

・「ⅠＡａ（選）・ⅠＡｂ（選）」　「ⅠＢａ（選）・ⅠＢｂ（選）」フランス語Ⅱｂ（選） 1 半期 2 3 4 有

フランス語コミュニケーションＡａ 1 半期 2 3 4 有

フランス語コミュニケーションＡｂ 1 半期 2 3 4 有

フランス語コミュニケーションＢａ 1 半期 2 3 4 有

フランス語コミュニケーションＢｂ 1 半期 2 3 4 有

フランス語スキルアップａ 1 半期 2 3 4 有

フランス語スキルアップｂ 1 半期 2 3 4 有

中国語ⅠＡａ（選） 1 半期 1 2 3 4 有

中国語ⅠＡｂ（選） 1 半期 1 2 3 4 有
《受講制限》
・原則として、同一教員が担当する前期科目「中国語ⅠＡａ（選）」の

受講生のみ履修することができます。

中国語ⅠＢａ（選） 1 半期 1 2 3 4 有

中国語ⅠＢｂ（選） 1 半期 1 2 3 4 有
《受講制限》
・原則として、同一教員が担当する前期科目「中国語ⅠＢａ（選）」の

受講生のみ履修することができます。

中国語Ⅱａ（選） 1 半期 2 3 4 有 ・当該外国語科目の1年次向け科目の単位を前期・後期ともに修得済
みであることが望ましい（以下の科目群から1組以上）。

・「ⅠＡａ（選）・ⅠＡｂ（選）」　「ⅠＢａ（選）・ⅠＢｂ（選）」中国語Ⅱｂ（選） 1 半期 2 3 4 有

中国語コミュニケーションＡａ 1 半期 2 3 4 有

中国語コミュニケーションＡｂ 1 半期 2 3 4 有

中国語コミュニケーションＢａ 1 半期 2 3 4 有

中国語コミュニケーションＢｂ 1 半期 2 3 4 有

中国語スキルアップａ 1 半期 2 3 4 有

中国語スキルアップｂ 1 半期 2 3 4 有
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科目名 単
位

開
講
期

配当年次
履修
不可
科目

注意事項科
目
数

単
位
数

選
択

スペイン語ⅠＡａ（選） 1 半期 1 2 3 4 有

スペイン語ⅠＡｂ（選） 1 半期 1 2 3 4 有
《受講制限》
・原則として、同一教員が担当する前期科目「スペイン語ⅠＡａ（選）」

の受講生のみ履修することができます。

スペイン語ⅠＢａ（選） 1 半期 1 2 3 4 有

スペイン語ⅠＢｂ（選） 1 半期 1 2 3 4 有
《受講制限》
・原則として、同一教員が担当する前期科目「スペイン語ⅠＢａ（選）」

の受講生のみ履修することができます。

スペイン語Ⅱａ（選） 1 半期 2 3 4 有 ・当該外国語科目の1年次向け科目の単位を前期・後期ともに修得済
みであることが望ましい（以下の科目群から1組以上）。

・「ⅠＡａ（選）・ⅠＡｂ（選）」　「ⅠＢａ（選）・ⅠＢｂ（選）」スペイン語Ⅱｂ（選） 1 半期 2 3 4 有

スペイン語コミュニケーションＡａ 1 半期 2 3 4 有

スペイン語コミュニケーションＡｂ 1 半期 2 3 4 有

スペイン語コミュニケーションＢａ 1 半期 2 3 4 有

スペイン語コミュニケーションＢｂ 1 半期 2 3 4 有

スペイン語スキルアップａ 1 半期 2 3 4 有

スペイン語スキルアップｂ 1 半期 2 3 4 有

ロシア語ⅠＡａ（選） 1 半期 1 2 3 4 有

ロシア語ⅠＡｂ（選） 1 半期 1 2 3 4 有
《受講制限》
・原則として、同一教員が担当する前期科目「ロシア語ⅠＡａ（選）」

の受講生のみ履修することができます。

ロシア語ⅠＢａ（選） 1 半期 1 2 3 4 有

ロシア語ⅠＢｂ（選） 1 半期 1 2 3 4 有
《受講制限》
・原則として、同一教員が担当する前期科目「ロシア語ⅠＢａ（選）」

の受講生のみ履修することができます。

ロシア語Ⅱａ（選） 1 半期 2 3 4 有 ・当該外国語科目の1年次向け科目の単位を前期・後期ともに修得済
みであることが望ましい（以下の科目群から1組以上）。

・「ⅠＡａ（選）・ⅠＡｂ（選）」　「ⅠＢａ（選）・ⅠＢｂ（選）」ロシア語Ⅱｂ（選） 1 半期 2 3 4 有

ロシア語コミュニケーションＡａ 1 半期 2 3 4 有

ロシア語コミュニケーションＡｂ 1 半期 2 3 4 有

ロシア語コミュニケーションＢａ 1 半期 2 3 4 有

ロシア語コミュニケーションＢｂ 1 半期 2 3 4 有

ロシア語スキルアップａ 1 半期 2 3 4 有

ロシア語スキルアップｂ 1 半期 2 3 4 有

朝鮮語ⅠＡａ（選） 1 半期 1 2 3 4 有

朝鮮語ⅠＡｂ（選） 1 半期 1 2 3 4 有
《受講制限》
・原則として、同一教員が担当する前期科目「朝鮮語ⅠＡａ
（選）」の受講生のみ履修することができます。

朝鮮語ⅠＢａ（選） 1 半期 1 2 3 4 有

朝鮮語ⅠＢｂ（選） 1 半期 1 2 3 4 有
《受講制限》
・原則として、同一教員が担当する前期科目「朝鮮語ⅠＢａ
（選）」の受講生のみ履修することができます。

朝鮮語Ⅱａ（選） 1 半期 2 3 4 有 ★
・当該外国語科目の1年次向け科目の単位を前期・後期ともに修得済

みであることが望ましい（以下の科目群から1組以上）。
・「ⅠＡａ（選）・ⅠＡ b（選）」・「ⅠＢａ（選）・ⅠＢ b（選）」朝鮮語Ⅱｂ（選） 1 半期 2 3 4 有

外国文化（１） 2 半期 1 2 3 4

外国文化（２） 2 半期 1 2 3 4

外国文化（３） 2 半期 1 2 3 4

外国文化（４） 2 半期 1 2 3 4

外国文化（５） 2 半期 1 2 3 4
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3　履修不可対象科目・廃講科目
　下表の旧科目名で単位を修得済みの場合、現行科目名を履修することはできません。また、廃講欄に「※」印の
ある旧科目名は、開講されません。ただし、廃講科目の単位を修得済みの場合、卒業に必要な単位数として算入さ
れ、成績表に記載されます。

語学種類　現行科目名 旧科目名 廃
講 修得年度

英語

TOEIC（R）Listening Ⅰ 実用英語資格試験Ⅰａ（聴解） ※

平成31
(2019)
年度以前

TOEIC（R）Reading Ⅰ 実用英語資格試験Ⅰｂ
（文法・読解） ※

TOEIC（R）Listening Ⅱ 実用英語資格試験Ⅱａ（聴解） ※

TOEIC（R）Reading Ⅱ 実用英語資格試験Ⅱｂ
（文法・読解） ※

現行科目無し

実用英語資格試験Ⅲａ（聴解） ※
実用英語資格試験Ⅲｂ
（文法・読解） ※

英語で学ぶ教養（歴史と社会
Ⅲ） ※

英語で学ぶ教養（歴史と社会
Ⅳ） ※

英語で学ぶ教養（歴史と社会
Ⅴ） ※

英語で学ぶ教養（歴史と社会
Ⅵ） ※

英語

英語プレゼンテーション（実践）

英語プレゼンテーションⅠ a ※

平成28
（2016）
年度以前

英語プレゼンテーションⅠ b ※
英語プレゼンテーションⅡ a ※
英語プレゼンテーションⅡ b ※

英語プレゼンテーション（応用）

英語プレゼンテーションⅠ a ※
英語プレゼンテーションⅠ b ※
英語プレゼンテーションⅡ a ※
英語プレゼンテーションⅡ b ※

現行科目無し
総合英語資格試験 a（読解） ※
総合英語資格試験 b
（聴解・二次） ※
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4　教養特別履修該当科目一覧
（1）「教養特別履修（英語）」

領域 配置科目 単位 必要
単位数

英語の運用能力を
高める

※実用英語資格試験Ⅱａ（聴解） 1

8

※実用英語資格試験Ⅱｂ（文法・読解） 1

TOEIC（R）Reading Ⅱ 1

TOEIC（R）Listening Ⅱ 1

ビジネス英語Ⅱ 1

※英語プレゼンテーションⅡ a 1

※英語プレゼンテーションⅡ b 1

英語プレゼンテーション（実践） 1

英語プレゼンテーション（応用） 1

英語ディスカッションⅠａ 1

英語ディスカッションⅠｂ 1

学術英語資格試験Ⅰａ（読解） 1

学術英語資格試験Ⅰｂ（聴解・会話） 1

英語アカデミック・ライティングⅠａ 1

英語アカデミック・ライティングⅠｂ 1

※実用英語資格試験Ⅲａ（聴解） 1

※実用英語資格試験Ⅲｂ（文法・読解） 1

※総合英語資格試験ａ（読解） 1

※総合英語資格試験ｂ（聴解・二次） 1

TOEIC（R）Speaking 1

TOEIC（R）Writing 1

英語ディスカッションⅡａ 1

英語ディスカッションⅡｂ 1

学術英語資格試験Ⅱａ（読解） 1

学術英語資格試験Ⅱｂ（聴解・会話） 1

英語アカデミック・ライティングⅡ 1

学術英語読解ａ 2

学術英語読解ｂ 2

英語によって教
養を学ぶ

英語で学ぶ教養（言語Ⅰ） 2

8

英語で学ぶ教養（言語Ⅱ） 2
英語で学ぶ教養（言語Ⅲ） 2
英語で学ぶ教養（言語Ⅳ） 2
英語で学ぶ教養（言語Ⅴ） 2
英語で学ぶ教養（言語Ⅵ） 2
英語で学ぶ教養（言語Ⅶ） 2
英語で学ぶ教養（言語Ⅷ） 2
英語で学ぶ教養（文化Ⅰ） 2
英語で学ぶ教養（文化Ⅱ） 2
英語で学ぶ教養（文化Ⅲ） 2
英語で学ぶ教養（文化Ⅳ） 2
英語で学ぶ教養（文化Ⅴ） 2
英語で学ぶ教養（文化Ⅵ） 2
英語で学ぶ教養（歴史と社会Ⅰ） 2
英語で学ぶ教養（歴史と社会Ⅱ） 2
※英語で学ぶ教養（歴史と社会Ⅲ） ２

※英語で学ぶ教養（歴史と社会Ⅳ） ２

※英語で学ぶ教養（歴史と社会Ⅴ） ２

※英語で学ぶ教養（歴史と社会Ⅵ） ２

Culture & Society Ⅰ 2

Culture & Society Ⅱ 2

Culture & Society Ⅲ 2

Culture & Society Ⅳ 2

合計必要単位 16

※の科目は、廃講により開講されません。

（2）「教養特別履修（ドイツ語）」

領域 配置科目 単位 必要
単位数

語学
・

異文化理解

ドイツ語ⅠＡａ（選） 1

16

ドイツ語ⅠＡｂ（選） 1

ドイツ語ⅠＢａ（選） 1

ドイツ語ⅠＢｂ（選） 1

ドイツ語Ⅱａ（選） 1

ドイツ語Ⅱｂ（選） 1

ドイツ語コミュニケーションＡａ 1

ドイツ語コミュニケーションＡｂ 1

ドイツ語コミュニケーションＢａ 1

ドイツ語コミュニケーションＢｂ 1

ドイツ語で学ぶ教養（人文Ⅰ） 2

ドイツ語で学ぶ教養（人文Ⅱ） 2

ドイツ語で学ぶ教養（社会Ⅰ） 2

ドイツ語で学ぶ教養（社会Ⅱ） 2

※名文で味わうドイツ語ａ 2

※名文で味わうドイツ語ｂ 2

※現代を読むドイツ語ａ 2

※現代を読むドイツ語ｂ 2

ドイツ語スキルアップａ 1

ドイツ語スキルアップｂ 1
外国文化（１） 2

※外国文化ａ 2

※外国文化ｂ 2

合計必要単位 16

※の科目は、廃講により開講されません。
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（3）「教養特別履修（フランス語）」

領域 配置科目 単位 必要
単位数

語学
・

異文化理解

フランス語ⅠＡａ（選） 1

16

フランス語ⅠＡｂ（選） 1

フランス語ⅠＢａ（選） 1

フランス語ⅠＢｂ（選） 1

フランス語Ⅱａ（選） 1

フランス語Ⅱｂ（選） 1

フランス語コミュニケ―ションＡａ 1

フランス語コミュニケ―ションＡｂ 1

フランス語コミュニケ―ションＢａ 1

フランス語コミュニケ―ションＢｂ 1

フランス語で学ぶ教養（人文Ⅰ） 2

フランス語で学ぶ教養（人文Ⅱ） 2

フランス語で学ぶ教養（社会Ⅰ） 2

フランス語で学ぶ教養（社会Ⅱ） 2

※名文で味わうフランス語ａ 2

※名文で味わうフランス語ｂ 2

※現代を読むフランス語ａ 2

※現代を読むフランス語ｂ 2

フランス語スキルアップａ 1

フランス語スキルアップｂ 1
外国文化（２） 2

※外国文化ａ 2

※外国文化ｂ 2

合計必要単位 16

※の科目は、廃講により開講されません。

（4）「教養特別履修（中国語）」

領域 配置科目 単位 必要
単位数

語学
・

異文化理解

中国語ⅠＡａ（選） 1

16

中国語ⅠＡｂ（選） 1

中国語ⅠＢａ（選） 1

中国語ⅠＢｂ（選） 1

中国語Ⅱａ（選） 1

中国語Ⅱｂ（選） 1

中国語コミュニケ―ションＡａ 1

中国語コミュニケ―ションＡｂ 1

中国語コミュニケ―ションＢａ 1

中国語コミュニケ―ションＢｂ 1

中国語で学ぶ教養（人文Ⅰ） 2

中国語で学ぶ教養（人文Ⅱ） 2

中国語で学ぶ教養（社会Ⅰ） 2

中国語で学ぶ教養（社会Ⅱ） 2

※名文で味わう中国語ａ 2

※名文で味わう中国語ｂ 2

※現代を読む中国語ａ 2

※現代を読む中国語ｂ 2

中国語スキルアップａ 1

中国語スキルアップｂ 1
外国文化（３） 2

※外国文化ａ 2

※外国文化ｂ 2

合計必要単位 16

※の科目は、廃講により開講されません。
（5）「教養特別履修（スペイン語）」

領域 配置科目 単位 必要
単位数

語学
・

異文化理解

スペイン語ⅠＡａ（選） 1

16

スペイン語ⅠＡｂ（選） 1

スペイン語ⅠＢａ（選） 1

スペイン語ⅠＢｂ（選） 1

スペイン語Ⅱａ（選） 1

スペイン語Ⅱｂ（選） 1

スペイン語コミュニケ―ションＡａ 1

スペイン語コミュニケ―ションＡｂ 1

スペイン語コミュニケ―ションＢａ 1

スペイン語コミュニケ―ションＢｂ 1

スペイン語で学ぶ教養（人文Ⅰ） 2

スペイン語で学ぶ教養（人文Ⅱ） 2

スペイン語で学ぶ教養（社会Ⅰ） 2

スペイン語で学ぶ教養（社会Ⅱ） 2

※名文で味わうスペイン語ａ 2

※名文で味わうスペイン語ｂ 2

※現代を読むスペイン語ａ 2

※現代を読むスペイン語ｂ 2

スペイン語スキルアップａ 1

スペイン語スキルアップｂ 1
外国文化（４） 2

※外国文化ａ 2

※外国文化ｂ 2

合計必要単位 16

※の科目は、廃講により開講されません。

（6）「教養特別履修（ロシア語）」

領域 配置科目 単位 必要
単位数

語学
・

異文化理解

ロシア語ⅠＡａ（選） 1

16

ロシア語ⅠＡｂ（選） 1

ロシア語ⅠＢａ（選） 1

ロシア語ⅠＢｂ（選） 1

ロシア語Ⅱａ（選） 1

ロシア語Ⅱｂ（選） 1

ロシア語コミュニケ―ションＡａ 1

ロシア語コミュニケ―ションＡｂ 1

ロシア語コミュニケ―ションＢａ 1

ロシア語コミュニケ―ションＢｂ 1

ロシア語で学ぶ教養（人文Ⅰ） 2

ロシア語で学ぶ教養（人文Ⅱ） 2

ロシア語で学ぶ教養（社会Ⅰ） 2

ロシア語で学ぶ教養（社会Ⅱ） 2

※名文で味わうロシア語ａ 2

※名文で味わうロシア語ｂ 2

※現代を読むロシア語ａ 2

※現代を読むロシア語ｂ 2

ロシア語スキルアップａ 1

ロシア語スキルアップｂ 1
外国文化（５） 2

※外国文化ａ 2

※外国文化ｂ 2

合計必要単位 16

※の科目は、廃講により開講されません。
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1　履修上の注意
①修得単位について

・選択科目として開講しており、定められた単位を修得しなければなりません。定められた単位数以上に修得した場合は、卒

業に必要な広域選択の単位として算入されます（科目の認定先は、保健体育科目）。

②玉川キャンパスの「実技科目」は、種目によっては天候等に左右され、本来の授業計画が変更される場合があります。

・受講する学生の習熟度によって学習の進度が変更になる場合があります。

・KONECO の『シラバス』に掲載された各種目の授業計画案はあくまでも目安です。

・雨天等の指示など特別な連絡事項がある場合は、玉川キャンパスの掲示板等で周知します。

③見学について

・体調不良者は担当教員の許可を得て、授業を見学することができます。

・やむを得ない事情により、長期にわたる運動制限を余儀なくされた場合、長期見学者扱いとします。授業の参加形態は

担当教員と相談してください。

④服装について

　・ウェアー等については、担当教員の指示に従ってください。

⑤事故・負傷・貴重品の管理について

・実技の時間に事故発生または負傷した場合、直ちに担当教員に報告し、指示を受けてください。

・貴重品の管理は、各自で行い、貴重品ロッカーを利用するなど十分注意してください。

⑥「生涯スポーツ演習Ⅰ・Ⅱ（シーズン基礎・応用）」及び夏季開講の「健康・スポーツ実習」（シーズン）について

・同一年度に「生涯スポーツ演習Ⅰ」から1科目、「生涯スポーツ演習Ⅱ」から1科目履修できます。ただし、「健康・スポー

ツ実習」（シーズン）として履修する場合は、同一年度に1科目のみの履修となります。

・「生涯スポーツ演習Ⅰ」及び「健康・スポーツ実習」（シーズン）の講座は前期中に実施されますが、成績評価は後期・

通年科目と同時に発表されます。9月卒業時は、前期修得見込み単位に含まれませんので注意してください。
・履修希望者はオリエンテーションを受講し「受講許可」を得てください。受講許可なく履修登録をしても無効です。受

講許可・履修登録に加えて、実習費を納入した学生が履修できます。

・受講許可は定員に達した時点で締め切ります。希望者が定員を超えた場合には抽選を行います。

・オリエンテーションの日程（オンライン）

　3月30日（火）～4月5日（月）オリエンテーション（オンライン資料閲覧・アンケート提出）

　※定員に満たない場合、第2回オリエンテーションを行います。その場合は、KONEO にてお知らせします。

・この科目は教務部で履修登録を行います。従って、年間履修制限単位数から、履修する「生涯スポーツ演習Ⅰ・Ⅱ」及

び「健康・スポーツ実習」（シーズン）の単位数分を差し引いた状態で履修登録を完了させてください。履修登録内容

確定日に科目の登録が行われているかを必ず確認してください。実習費納入後の単位修得放棄は、原則としてできませ

ん。

・授業日程　※下記については、新型コロナウイルス感染状況により中止・変更なる場合がある

生涯スポーツ演習Ⅰ ①種目・定員：ゴルフ・20名
②日程：（1）第1回事前授業（オンライン）7月23日（金）～29日（木）資料閲覧・課題提出
　　　　（2）第2回事前授業（オンライン）8月30日（月）～9月4日（土）資料閲覧・課題提出
　　　　（3）実技実習授業（対面・玉川キャンパス）9月6日（月）9:00～12:10
　　　　（3）実技実習授業（対面・長野県合宿）9月7日（火）～9日（木）2泊3日

健康・スポーツ実習
（シーズン）【夏季】

生涯スポーツ演習Ⅱ ①種目・定員：スキー、スノーボード・30名
②日程（1）�事前授業　1月14日（金）13：00～16：10　に深沢校舎の講義室2-1で実施
　　　 （2）合宿授業　1月31日（月）～2月4日（金）4泊5日

健康・スポーツ実習
（シーズン）【冬季】

⑦対面での授業開講・受講が難しいと判断された場合には、C-Learning を活用してオンライン授業を行います。
⑧「開設科目一覧」には当該年度休講の科目も掲載されています。当該年度に開講されている科目については、

KONECO の履修登録画面やシラバスを確認してください。
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2　開設科目一覧

必
・
選

卒業必要

科目名 単
位 開講期 配当年次

履修
不可
科目

注意事項科
目
数

単
位
数

選
択

　

2
単
位

実
技 健康・スポーツ実習 2

通年 1

《学生番号指定》
《玉川キャンパス》
《再クラス◎抽　玉川キャンパス》※
《種目・定員》
・前期と後期で異なる種目を受講してください。
・4月初回の授業で種目を決定しますので、必ず出席してください。

服装は普段着で構いません。
・複数担当教員がいる授業なので、自分の種目の担当教員名を把握

しておいてください。
・教職課程の受講希望者は、1年次に修得するよう努めてください。

シーズン

2 3 4

《夏季開講》 ゴルフ
《再クラス》※
・再クラスのみ開講
・『授業時間表』では「特・2」に掲載されています。
・詳しくは「1．履修上の注意」を参照してください。
・9月卒業希望者は履修できません。

2 3

《冬季開講》 スキー、スノーボード
《再クラス》※
・再クラスのみ開講
・『授業時間表』では「特・3」に掲載されています。
・詳しくは「1．履修上の注意」を参照してください。

実
技

生涯スポーツ実習Ⅰ（前期・基礎） 1 半期 1
生涯スポーツ実習Ⅱ（前期・基礎） 1 半期 2
生涯スポーツ実習Ⅲ（前期・基礎） 1 半期 3
生涯スポーツ実習Ⅳ（前期・基礎） 1 半期 4
生涯スポーツ実習Ⅰ（後期・基礎） 1 半期 1
生涯スポーツ実習Ⅱ（後期・基礎） 1 半期 2
生涯スポーツ実習Ⅲ（後期・基礎） 1 半期 3
生涯スポーツ実習Ⅳ（後期・基礎） 1 半期 4
生涯スポーツ実習Ⅰ（前期・応用） 1 半期 1
生涯スポーツ実習Ⅱ（前期・応用） 1 半期 2
生涯スポーツ実習Ⅲ（前期・応用） 1 半期 3
生涯スポーツ実習Ⅳ（前期・応用） 1 半期 4
生涯スポーツ実習Ⅰ（後期・応用） 1 半期 1
生涯スポーツ実習Ⅱ（後期・応用） 1 半期 2
生涯スポーツ実習Ⅲ（後期・応用） 1 半期 3
生涯スポーツ実習Ⅳ（後期・応用） 1 半期 4

講
義
実
技

生涯スポーツ演習Ⅰ（シーズン基礎Ａ） 2 シーズン 1 2 3 4
《夏季開講》
・『授業時間表』では「特・2」に掲載されています。
・「1．履修上の注意」を参照してください。
・ゴルフ

生涯スポーツ演習Ⅰ（シーズン基礎Ｂ） 2 シーズン 1 2 3 4
生涯スポーツ演習Ⅰ（シーズン応用Ａ） 2 シーズン 1 2 3 4
生涯スポーツ演習Ⅰ（シーズン応用Ｂ） 2 シーズン 1 2 3 4
生涯スポーツ演習Ⅱ（シーズン基礎Ａ） 2 シーズン 1 2 3 4

《冬季開講》
・『授業時間表』では「特・3」に掲載されています。
・「1．履修上の注意」を参照してください。
・スキー、スノーボード

生涯スポーツ演習Ⅱ（シーズン基礎Ｂ） 2 シーズン 1 2 3 4
生涯スポーツ演習Ⅱ（シーズン応用Ａ） 2 シーズン 1 2 3 4
生涯スポーツ演習Ⅱ（シーズン応用Ｂ） 2 シーズン 1 2 3 4

講
義

健康・スポーツ論１ 2 半期 1 《玉川キャンパス》

健康・スポーツ論２ 2 半期 2 3 4
余暇学 2 半期 2 3 4
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3　開講種目

〔実技科目の開講種目〕
◆「健康・スポーツ実習」の開講種目

金・3（ＧＭＳ） 金・4（ＧＭＳ）

種目

室内球技 屋外球技 室内球技 屋外球技

体操・トランポリン テニス 体操・トランポリン テニス

卓球 卓球

◆「健康・スポーツ実習（再クラス）」の開講種目　
　　※各時限の人数は定員。
　※玉川キャンパスにて開講します。

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

1
時
限

5
名

室内球技 卓球 サッカー
30
名

室内球技 テニス
15
名

室内球技 屋外球技
30
名

室内球技 卓球
5
名

室内球技 卓球

体操・トランポリン テニス ジョギング 屋外球技 ゴルフ テニス 卓球 体操・トランポリン ゴルフ 屋外球技 ゴルフ

柔術 ゴルフ ダンス ライフ＆フィットネス 卓球 トレーニング サッカー 体操・トランポリン テニス

2
時
限

30
名

室内球技 卓球 屋外球技
30
名

室内球技 卓球
15
名

室内球技 屋外球技
30
名

室内球技 テニス

体操・トランポリン テニス ジョギング 屋外球技 テニス テニス 卓球 体操・トランポリン 卓球

柔術 ゴルフ ダンス 体操・トランポリン 屋外球技

3
時
限

30
名

室内球技 卓球 サッカー

30
名

室内球技 テニス

30
名

室内球技 テニス

30
名

室内球技 屋外球技

体操・トランポリン テニス ジョギング トレーニング ゴルフ トレーニング ゴルフ 体操・トランポリン テニス

トレーニング ゴルフ ダンス 卓球 屋外球技 卓球 屋外球技 卓球

体操・トランポリン

4
時
限

30
名

室内球技 屋外球技

体操・トランポリン テニス

卓球

◆「生涯スポーツ実習Ⅰ～Ⅳ（前期／後期、基礎／応用）」の開講種目
　※が付いている種目は、玉川キャンパスにて開講します。それ以外の種目は、駒沢キャンパスでの開講です。

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
1時限

2時限
前期基礎 卓球＆ユニホック 前期応用 卓球＆ユニホック 前期基礎 ダブルダッチ 前期応用 卓球 ※前期基礎 室内球技、ゴルフ

後期基礎 卓球＆ユニホック 後期応用 卓球＆ユニホック 後期基礎 ストレッチ & 健康体操 後期応用 卓球 ※後期基礎 室内球技、ゴルフ

3時限
前期応用 卓球＆ユニホック 前期基礎 卓球＆ユニホック ※前期基礎 テニス、室内球技 前期基礎 卓球 前期基礎 室内球技

後期応用 卓球＆ユニホック 後期基礎 卓球＆ユニホック ※後期基礎 テニス、室内球技 後期基礎 卓球 後期基礎 室内球技

4時限
前期応用 卓球＆ユニホック 前期基礎 卓球 前期応用 卓球 前期応用 室内球技

後期応用 卓球＆ユニホック 後期基礎 卓球 後期応用 卓球 後期応用 室内球技
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1　履修上の注意
①専門教育科目は、必修科目、選択必修科目及び選択科目に分かれ、定められた単位を修得しなければなりません。

専門教育科目全般にわたって十分検討して履修することが必要です。
②定められた単位を超えて修得した選択必修科目の単位数は、専門教育科目の選択科目として卒業に必要な単位数

に算入されます。
③定められた単位を超えて修得した選択科目の単位は、卒業に必要な広域選択の単位数に算入されます（科目の認

定先は、専門教育科目）。
④開設科目一覧の項目について

履修方法

「Ａ」：1年次生は、学生番号指定されている授業科目であることを表します。
配当は4月のオリエンテーション期間に発表します。再履修者は、前期科目は3月に、後期科目を追加
する必要がある場合は9月に、GMS 学部配当抽選システムによる抽選登録をし、その上で4月（追加
科目は9月）に WEB 履修登録システム（KONECO）で履修登録を行う必要があります。詳細は2月
末頃に GMS サイト「GMS 授業支援システム」上にて発表する予定です。

「Ｂ」：履修するためには、前期科目は3月に GMS 学部配当抽選システムによるクラス分けが行われ、
その上で4月に KONECO で確認を行う必要があります。再履修者も同様の手続きが必要ですが、後
期科目は9月に前期同様の手続きが必要です。
詳細は2月末頃に GMS サイト「GMS 授業支援システム」上にて発表する予定です。

「Ｃ」：「基礎演習」「演習Ⅰ」「演習Ⅱａ・ｂ」「演習Ⅲａ・ｂ」について、履修者の選抜が行われる授業科
目であることを表します。

週2回開講 週に2回授業が行われる科目であることを表します。

⑤「開設科目一覧」には当該年度休講の科目も掲載されています。当該年度に開講されている科目については、
KONECO の履修登録画面やシラバスを確認してください。

2　履修に際して特に注意する点

①海外研修（留学、海外ボランティア、インターンシップ等）の単位認定については、この章の末尾に添付してあ
る「5．海外研修の単位認定について」をよく読んで理解してください。また前期はじめにオリエンテーション
を行いますので必ず出席すると同時に、「海外演習実践講座」については、「海外演習実践講座Ⅰ～Ⅲ　単位認定
申請マニュアル（学生用）」（GMS ウェブサイト「GMS 授業支援システム」→「留学関係の情報」→「各種書式・
提出書類」からダウンロード可能）の内容を理解してください。

②「基礎演習」（平成29（2017）年度以降入学生対象科目）及び「演習Ⅰ」の履修については、履修前年度の秋に、
履修に関するオリエンテーションが行われ、履修する演習を確定しておく必要があります。なお、履修の仕方に
ついては、オリエンテーションに必ず出席し、そこで資料が配布されますので、よく読んで、ゼミ選択をしてく
ださい。各演習は半期科目ですが、卒業までの研究計画を事前によく考えて履修してください。

③「演習Ⅲａ」（前期開講）、「演習Ⅲｂ」（後期開講）については、「卒業研究」の成果が求められます。「演習Ⅲａ」
「演習Ⅲｂ」の受講順序は、海外留学等の理由により学生ごとに異なりますが、前半期において「卒業研究」作
成の準備を行い、後半期において「卒業研究」作品の提出を行います。したがって、4月の履修登録期間中に忘
れずに「演習Ⅲ a」「演習Ⅲ b」「卒業研究」の3科目を履修登録してください。なお、「演習Ⅲｂ」「演習Ⅲａ」
の順序で受講する場合には演習担当教員に相談し、学部の許可を得た上で4月の履修登録期間に教務部7〜10番
窓口まで申し出てください。

④必修の英語科目を再履修する場合、履修する前年度の3月中に GMS 学部配当抽選システムによる抽選登録を行
い、履修科目の曜日・時限を予め決定します。この手続きを行わなかった場合、自分が希望する曜日・時限で開
講している科目を履修できなくなる可能性がありますので、注意が必要です。
9月の後期履修訂正追加を希望する場合も学部で行う事前手続きが必要となります。
手続きを行わなかった再履修者は、履修登録を行う前に、GMS 学部・助手（1研1211号室）に相談してください。
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3　開設科目一覧

対象入学年度：グローバル・メディア学科　令和2（2020）年度以降入学生
必
・
選

卒業必要

科目名 単
位 開講期 配当年次 履修

方法
週2回
開講

履
修
不
可
科
目

注意事項科
目
数

単
位
数

必
修

8
科
目

16
単
位

Oral Communication Ⅰ 2 半期 1 Ａ 週2
《再クラス》
・ただし、再クラスは後期に開講されます。
・再履修の場合、正規クラスまたは再クラスを履修すること。

Oral Communication Ⅱ 2 半期 1 Ａ 週2

・「Oral Communication Ⅰ」の単位修得者のみ履修可能。
　ただし、履修登録は1年次4月に行い、「Oral Communication Ⅰ」が単位未修

得となった場合、9月に履修が取り消されます。
《再クラス》
・ただし、再クラスは次年度の前期に開講されます。
・再履修の場合、正規クラスまたは再クラスを履修すること。

Written Communication Ⅰ 2 半期 1 Ａ 週2
《再クラス》
・ただし、再クラスは後期に開講されます。
・再履修の場合、正規クラスまたは再クラスを履修すること。

International Communication Ⅰ 2 半期 1 Ａ 週2
《再クラス》
・ただし、再クラスは次年度の前期に開講されます。
・再履修の場合、正規クラスまたは再クラスを履修すること。

Oral Communication Ⅲ 2 半期 2 Ｂ 週2
・「Oral Communication Ⅱ」の単位修得者のみ履修可能。
《再クラス》
・ただし、再クラスは後期に開講されます。
・再履修の場合、正規クラスまたは再クラスを履修すること。

International Communication Ⅱ 2 半期 2 Ｂ 週2
・「International Communication Ⅰ」の単位修得者のみ履修可能。
《再クラス》
・ただし、再クラスは次年度の前期に開講されます。
・再履修の場合、正規クラスまたは再クラスを履修すること。

Written Communication Ⅱ 2 半期 2 Ｂ 週2
・「Written Communication Ⅰ」の単位修得者のみ履修可能。
《再クラス》
・ただし、再クラスは後期に開講されます。
・再履修の場合、正規クラスまたは再クラスを履修すること。

Written Communication Ⅲ 2 半期 2 Ｂ 週2

・「Written Communication Ⅱ」の単位修得者のみ履修可能。
　ただし、履修登録は2年次4月に行い、「Written Communication Ⅱ」が単位未

修得となった場合、9月に履修が取り消されます。
《再クラス》
・ただし、再クラスは次年度の前期に開講されます。
・再履修の場合、正規クラスまたは再クラスを履修すること。

5
科
目

8
単
位

グローバルメディアスタディーズ概論 2 半期 1 ★

メディアリテラシー 2 半期 1 Ａ

グローバルマネジメント 2 半期 1 ★

情報リテラシー 1 半期 1 Ａ

情報リテラシー実習 1 半期 1 Ａ

選
択
必
修
①

1
科
目

2
単
位

メディア法基礎 2 半期 2 3 4

メディア法応用 2 半期 2 3 4

グローバルイシューと国際公法 2 半期 2 3 4

グローバルイシューと国際私法 2 半期 2 3 4

選
択
必
修
②

1
科
目

2
単
位

ミクロ経済分析基礎 2 半期 2 3 4

統計分析基礎 2 半期 2 3 4

マクロ経済分析基礎 2 半期 2 3 4

国際経済統計入門 2 半期 2 3 4

選
択
必
修
③

1
科
目

2
単
位

グローバル戦略論 2 半期 1 2 3 4

メディアと企業 2 半期 1 2 3 4

グローバル企業行動論 2 半期 2 3 4

グローバルマーケティング 2 半期 2 3 4

選
択
必
修
④

1
科
目

2
単
位

国際関係とメディア 2 半期 1 2 3 4

ポリティカル・サイエンス入門 2 半期 2 3 4

マスメディアと政治 2 半期 2 3 4

グローバルメディアガバナンス論 2 半期 3 4

選
択
必
修
⑤

1
科
目

2
単
位

インターネットとメディア 2 半期 1 2 3 4

メディアと情報 2 半期 1 2 3 4

技術とメディア 2 半期 2 3 4

メディアとセキュリティ 2 半期 2 3 4

選
択
必
修
⑥

1
科
目

2
単
位

グローバルメディア概論 2 半期 1 ★

メディア文化論 2 半期 2 3 4

表象メディア論 2 半期 2 3 4

情報社会論 2 半期 2 3 4
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対象入学年度：グローバル・メディア学科　令和2（2020）年度以降入学生
必
・
選

卒業必要

科目名 単
位 開講期 配当年次 履修

方法
週2回
開講

履
修
不
可
科
目

注意事項科
目
数

単
位
数

選
択

62
単
位
以
上

Advanced English Ⅰ 2 半期 2 3 4 週2

Advanced English Ⅱ 2 半期 2 3 4 週2

Advanced English Ⅲ 2 半期 2 3 4 週2

Advanced English Ⅳ 2 半期 2 3 4 週2

Journalism Ⅰ 2 半期 2 3 4 週2

Journalism Ⅱ 2 半期 2 3 4 週2

International Communication Ⅲ 2 半期 3 4 週2

・「International Communication Ⅰ」及び
　「International Communication Ⅱ」の単位修得者のみ履修可能。

International Communication Ⅳ 2 半期 3 4 週2

International Communication Ⅴ 2 半期 3 4 週2

International Communication Ⅵ 2 半期 3 4 週2

メディア・コミュニケーション概論 2 半期 1 2 3 4

コンピュータワークショップⅠ 2 半期 1 2 3 4

・「コンピュータワークショップ」単位修得者は、同じ教員の担当科目
を履修できません。

コンピュータワークショップⅡ 2 半期 1 2 3 4

コンピュータワークショップⅢ 2 半期 1 2 3 4

コンピュータワークショップⅣ 2 半期 1 2 3 4

社会調査法入門 2 半期 2 3 4

Ｗｅｂコンテンツ基礎 2 半期 1 2 3 4

アドバンストマーケティング 2 半期 1 2 3 4

コンテンツビジネス 2 半期 1 2 3 4

グローバル文化論 2 半期 2 3 4

基礎演習 2 半期 2 3 Ｃ 〈受講制限〉
・前述の「履修に際して特に注意する点②」を参照してください。

演習Ⅰ 2 半期 2 Ｃ 〈受講制限〉
・前述の「履修に際して特に注意する点②」を参照してください。

メディア制度論 2 半期 2 3 4

グローバル経営論 2 半期 2 3 4

メディア社会史 2 半期 1 2 3 4

コミュニケーションと社会 2 半期 2 3 4

コミュニケーションと文化 2 半期 2 3 4

コミュニケーションと産業 2 半期 2 3 4

コミュニケーションとマスメディア 2 半期 2 3 4

コミュニケーションとテクノロジー 2 半期 2 3 4

知識経営論 2 半期 2 3 4

異文化経営論 2 半期 2 3 4

マーケティングリサーチ入門 2 半期 2 3 4

マーケティングコミュニケーション 2 半期 1 2 3 4

ダイレクトマーケティング 2 半期 1 2 3 4

グローバルビジネス人材マネジメント 2 半期 2 3 4

企業会計の実務 2 半期 2 3 4

ファイナンスと経営学Ⅰ 2 半期 2 3 4

ファイナンスと経営学Ⅱ 2 半期 2 3 4

グローバル経済開発論 2 半期 2 3 4

データ解析法入門 2 半期 2 3 4

東南アジアの文化と社会 2 半期 2 3 4

グローバル創造都市とアート政策 2 半期 2 3 4

グローバル交流論 2 半期 2 3 4

イスラムと文化 2 半期 2 3 4

キリスト教文化 2 半期 2 3 4
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対象入学年度：グローバル・メディア学科　令和2（2020）年度以降入学生
必
・
選

卒業必要

科目名 単
位 開講期 配当年次 履修

方法
週2回
開講

履
修
不
可
科
目

注意事項科
目
数

単
位
数

選
択

62
単
位
以
上

韓国の文化と社会 2 半期 2 3 4

中国の文化と社会 2 半期 2 3 4

世界政治とメディア 2 半期 2 3 4

グローバル・ポリティックス 2 半期 2 3 4

英語学概論 2 半期 2 3 4

英語圏文学概論 2 半期 2 3 4 ★

グローバル市民社会論 2 半期 2 3 4

国際法 2 半期 2 3 4

国際協力法 2 半期 2 3 4

オルタナティブ・メディア論 2 半期 2 3 4

映像コミュニケーション実習 2 半期 2 3 4

映像コンテンツデザイン各論 2 半期 2 3 4

映像コンテンツデザイン演習 2 半期 2 3 4

ＧＭＳキャリア講座Ⅰ 2 半期 2 3 4

ＧＭＳキャリア講座Ⅱ 2 半期 2 3 4

ＧＭＳキャリア講座Ⅲ 2 半期 2 3 4

ＧＭＳキャリア講座Ⅳ 2 半期 2 3 4

ＧＭＳキャリア講座Ⅴ 2 半期 2 3 4

メディアとデータベース 2 半期 2 3 4

コンテンツデザイン概論 2 半期 2 3 4

情報保護と社会 2 半期 2 3 4

Ｅ－コマース論 2 半期 2 3 4

クラウドサービスとデータマイニング 2 半期 2 3 4

デジタルメディアと学び 2 半期 2 3 4

現代政治の数量分析 2 半期 2 3 4

現代政治過程分析 2 半期 2 3 4

外書講読1 2 半期 2 3 4

外書講読2 2 半期 2 3 4

音声学 2 半期 2 3 4

英文法 2 半期 2 3 4

Study Abroad Ⅰ 2 半期 1 2 3 4
・前期はじめにオリエンテーションを実施しますので、必ず出席してく

ださい。
・「5．海外研修の単位認定について」を参照してください。

Study Abroad Ⅱ 2 半期 1 2 3 4

Study Abroad Ⅲ 2 半期 1 2 3 4

Study Abroad Ⅳ 2 半期 1 2 3 4

海外演習実践講座Ⅰ 2 1 2 3 4 ・単位認定申請については、前期はじめにオリエンテーションを実施し
ますので、必ず出席してください。

・「5．海外研修の単位認定について」を参照してください。
・本科目の単位認定申請を行う際には、海外研修前後に可能な限り
「Study Abroad」科目を合わせて履修してください。

海外演習実践講座Ⅱ 2 1 2 3 4

海外演習実践講座Ⅲ 2 1 2 3 4

海外演習Ⅰ 2 2 3 4

・「5．海外研修の単位認定について」を参照してください。

海外演習Ⅱ 2 2 3 4

海外演習Ⅲ 2 2 3 4

海外演習Ⅳ 2 2 3 4

海外演習Ⅴ 2 2 3 4

海外演習Ⅵ 2 2 3 4

海外演習Ⅶ 2 2 3 4

海外演習Ⅷ 2 2 3 4

海外演習Ⅸ 2 2 3 4

海外演習Ⅹ 2 2 3 4
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専門教育科目

対象入学年度：グローバル・メディア学科　令和2（2020）年度以降入学生
必
・
選

卒業必要

科目名 単
位 開講期 配当年次 履修

方法
週2回
開講

履
修
不
可
科
目

注意事項科
目
数

単
位
数

選
択

62
単
位
以
上

放送メディア論 2 半期 2 3 4

音楽メディア論 2 半期 2 3 4

マルチメディアコンテンツデザイン各論 2 半期 2 3 4

Ｗｅｂコンテンツデザイン各論 2 半期 2 3 4

マルチメディアコンテンツデザイン演習 2 半期 2 3 4

Ｗｅｂコンテンツデザイン演習 2 半期 2 3 4

スクリーン・カルチャー 2 半期 2 3 4

Global Management of Technology 2 半期 2 3 4

演習Ⅱａ 2 半期 3 4 Ｃ

演習Ⅱｂ 2 半期 3 4 Ｃ

ＧＭＳキャリアデザインⅠ 2 半期 2 3 4

ＧＭＳキャリアデザインⅡ 2 半期 2 3 4 ・前年度に実施した選抜に合格した学生のみ、履修することができま
す。

ソーシャルメディア論 2 半期 2 3 4

比較メディア制度論 2 半期 3 4

都市とメディア 2 半期 3 4

異文化間コミュニケーション論 2 半期 3 4

広告文化論 2 半期 3 4

メディアイベント論 2 半期 3 4

統合リスクマネジメント 2 半期 1 2 3 4

グローバル・マクロ経済論 2 半期 2 3 4

著作権の経済分析 2 半期 3 4

特許と商標の経済分析 2 半期 3 4

ドキュメンタリーの視線と実践 2 半期 3 4

ドキュメンタリー制作演習 2 半期 3 4

情報メディア開発論 2 半期 3 4

ネットワーク進化論 2 半期 3 4

国際標準化論 2 半期 3 4

演習Ⅲａ 2 半期 4 Ｃ

演習Ⅲｂ 2 半期 4 Ｃ

卒業研究 4 半期 4 Ｃ ・前述の「履修に際して、特に注意する点③」を参照してください。
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専門教育科目

対象入学年度：グローバル・メディア学科　平成29（2017）～平成31（2019）年度入学生
必
・
選

卒業必要

科目名 単
位 開講期 配当年次 履修

方法
週2回
開講

履
修
不
可
科
目

注意事項科
目
数

単
位
数

必
修

8
科
目

16
単
位

Oral Communication Ⅰ 2 半期 1 Ａ 週2
《再クラス》
・ただし、再クラスは後期に開講されます。
・再履修の場合、正規クラスまたは再クラスを履修すること。

Oral Communication Ⅱ 2 半期 1 Ａ 週2

・「Oral Communication Ⅰ」の単位修得者のみ履修可能。
　ただし、履修登録は1年次4月に行い、「Oral Communication Ⅰ」が単位未修

得となった場合、9月に履修が取り消されます。
《再クラス》
・ただし、再クラスは次年度の前期に開講されます。
・再履修の場合、正規クラスまたは再クラスを履修すること。

Written Communication Ⅰ 2 半期 1 Ａ 週2
《再クラス》
・ただし、再クラスは後期に開講されます。
・再履修の場合、正規クラスまたは再クラスを履修すること。

International Communication Ⅰ 2 半期 1 Ａ 週2
《再クラス》
・ただし、再クラスは次年度の前期に開講されます。
・再履修の場合、正規クラスまたは再クラスを履修すること。

Oral Communication Ⅲ 2 半期 2 Ｂ 週2
・「Oral Communication Ⅱ」の単位修得者のみ履修可能。
《再クラス》
・ただし、再クラスは後期に開講されます。
・再履修の場合、正規クラスまたは再クラスを履修すること。

International Communication Ⅱ 2 半期 2 Ｂ 週2
・「International Communication Ⅰ」の単位修得者のみ履修可能。
《再クラス》
・ただし、再クラスは次年度の前期に開講されます。
・再履修の場合、正規クラスまたは再クラスを履修すること。

Written Communication Ⅱ 2 半期 2 Ｂ 週2
・「Written Communication Ⅰ」の単位修得者のみ履修可能。
《再クラス》
・ただし、再クラスは後期に開講されます。
・再履修の場合、正規クラスまたは再クラスを履修すること。

Written Communication Ⅲ 2 半期 2 Ｂ 週2

・「Written Communication Ⅱ」の単位修得者のみ履修可能。
　ただし、履修登録は2年次4月に行い、「Written Communication Ⅱ」が単位未

修得となった場合、9月に履修が取り消されます。
《再クラス》
・ただし、再クラスは次年度の前期に開講されます。
・再履修の場合、正規クラスまたは再クラスを履修すること。

5
科
目

8
単
位

グローバルメディアスタディーズ概論 2 半期 1 ★

メディアリテラシー 2 半期 1 Ａ

グローバルマネジメント 2 半期 1 ★

情報リテラシー 1 半期 1 Ａ

情報リテラシー実習 1 半期 1 Ａ

選
択
必
修
①

1
科
目

2
単
位

メディア法基礎 2 半期 2 3 4 ・�「知的財産法 / 個人情報保護法」「メディア法」は令和2年度以降廃講
科目です。平成31年度までにいずれかの科目を修得済みの場合は、
選択必修①の要件として算入されます。メディア法応用 2 半期 2 3 4

グローバルイシューと国際公法 2 半期 2 3 4

グローバルイシューと国際私法 2 半期 2 3 4

選
択
必
修
②

1
科
目

2
単
位

ミクロ経済分析基礎 2 半期 2 3 4

統計分析基礎 2 半期 2 3 4

マクロ経済分析基礎 2 半期 2 3 4 有

国際経済統計入門 2 半期 2 3 4 有

選
択
必
修
③

1
科
目

2
単
位

グローバル戦略論 2 半期 1 2 3 4

メディアと企業 2 半期 1 2 3 4

グローバル企業行動論 2 半期 2 3 4

グローバルマーケティング 2 半期 2 3 4

選
択
必
修
④

1
科
目

2
単
位

世界政治とメディア 2 半期 1 2 3 4

国際関係とメディア 2 半期 1 2 3 4

グローバル・ポリティックス 2 半期 2 3 4

グローバルメディアガバナンス論 2 半期 3 4

選
択
必
修
⑤

1
科
目

2
単
位

インターネットとメディア 2 半期 1 2 3 4

メディアと情報 2 半期 1 2 3 4

技術とメディア 2 半期 2 3 4

メディアとセキュリティ 2 半期 2 3 4

選
択
必
修
⑥

1
科
目

2
単
位

グローバルメディア概論 2 半期 1 ★

メディア文化論 2 半期 2 3 4 ・2019年度以前に「国際移動と人間」を単位修得済みの場合、選択必
修⑥の必要単位として算入されます。表象メディア論 2 半期 2 3 4

情報社会論 2 半期 2 3 4
・2019年度以前に選択科目として単位修得した場合、当該科目の単位

は選択必修⑥の必要単位になりません。「国際移動と人間」を単位修
得済みの場合を除き、他の3科目の中から1科目2単位を修得してくだ
さい。
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専門教育科目

対象入学年度：グローバル・メディア学科　平成29（2017）～平成31（2019）年度入学生
必
・
選

卒業必要

科目名 単
位 開講期 配当年次 履修

方法
週2回
開講

履
修
不
可
科
目

注意事項科
目
数

単
位
数

選
択

62
単
位
以
上

Advanced English Ⅰ 2 半期 2 3 4 週2

Advanced English Ⅱ 2 半期 2 3 4 週2

Advanced English Ⅲ 2 半期 2 3 4 週2

Advanced English Ⅳ 2 半期 2 3 4 週2

Journalism Ⅰ 2 半期 2 3 4 週2

Journalism Ⅱ 2 半期 2 3 4 週2

International Communication Ⅲ 2 半期 3 4 週2

・「International Communication Ⅰ」及び
　「International Communication Ⅱ」の単位修得者のみ履修可能。

International Communication Ⅳ 2 半期 3 4 週2

International Communication Ⅴ 2 半期 3 4 週2

International Communication Ⅵ 2 半期 3 4 週2

メディア・コミュニケーション概論 2 半期 1 2 3 4

コンピュータワークショップⅠ 2 半期 1 2 3 4

・「コンピュータワークショップ」単位修得者は、同じ教員の担当科目
を履修できません。

コンピュータワークショップⅡ 2 半期 1 2 3 4

コンピュータワークショップⅢ 2 半期 1 2 3 4

コンピュータワークショップⅣ 2 半期 1 2 3 4

社会調査法入門 2 半期 2 3 4

Ｗｅｂコンテンツ基礎 2 半期 1 2 3 4

アドバンストマーケティング 2 半期 1 2 3 4

コンテンツビジネス 2 半期 1 2 3 4

グローバル文化論 2 半期 2 3 4

基礎演習 2 半期 2 3 Ｃ 〈受講制限〉
・前述の「履修に際して特に注意する点②」を参照してください。

演習Ⅰ 2 半期 2 Ｃ 〈受講制限〉
・前述の「履修に際して特に注意する点②」を参照してください。

メディア制度論 2 半期 2 3 4

グローバル経営論 2 半期 2 3 4

メディア社会史 2 半期 1 2 3 4

コミュニケーションと社会 2 半期 2 3 4

コミュニケーションと文化 2 半期 2 3 4

コミュニケーションと産業 2 半期 2 3 4

コミュニケーションとマスメディア 2 半期 2 3 4

コミュニケーションとテクノロジー 2 半期 2 3 4

知識経営論 2 半期 2 3 4

異文化経営論 2 半期 2 3 4

マーケティングリサーチ入門 2 半期 2 3 4

マーケティングコミュニケーション 2 半期 1 2 3 4

ダイレクトマーケティング 2 半期 1 2 3 4

グローバルビジネス人材マネジメント 2 半期 2 3 4

企業会計の実務 2 半期 2 3 4

ファイナンスと経営学Ⅰ 2 半期 2 3 4

ファイナンスと経営学Ⅱ 2 半期 2 3 4

グローバル経済開発論 2 半期 2 3 4 有

データ解析法入門 2 半期 2 3 4

東南アジアの文化と社会 2 半期 2 3 4

グローバル創造都市とアート政策 2 半期 2 3 4

グローバル交流論 2 半期 2 3 4

イスラムと文化 2 半期 2 3 4

キリスト教文化 2 半期 2 3 4
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専門教育科目

対象入学年度：グローバル・メディア学科　平成29（2017）～平成31（2019）年度入学生
必
・
選

卒業必要

科目名 単
位 開講期 配当年次 履修

方法
週2回
開講

履
修
不
可
科
目

注意事項科
目
数

単
位
数

選
択

62
単
位
以
上

韓国の文化と社会 2 半期 2 3 4

中国の文化と社会 2 半期 2 3 4

英語学概論 2 半期 2 3 4

英語圏文学概論 2 半期 2 3 4 ★

グローバル市民社会論 2 半期 2 3 4

国際法 2 半期 2 3 4

国際協力法 2 半期 2 3 4

オルタナティブ・メディア論 2 半期 2 3 4

映像コミュニケーション実習 2 半期 2 3 4

映像コンテンツデザイン各論 2 半期 2 3 4

映像コンテンツデザイン演習 2 半期 2 3 4

ＧＭＳキャリア講座Ⅰ 2 半期 2 3 4 有

ＧＭＳキャリア講座Ⅱ 2 半期 2 3 4 有

ＧＭＳキャリア講座Ⅲ 2 半期 2 3 4 有

ＧＭＳキャリア講座Ⅳ 2 半期 2 3 4 有

ＧＭＳキャリア講座Ⅴ 2 半期 2 3 4 有

メディアとデータベース 2 半期 2 3 4

コンテンツデザイン概論 2 半期 2 3 4

情報保護と社会 2 半期 2 3 4

Ｅ－コマース論 2 半期 2 3 4

クラウドサービスとデータマイニング 2 半期 2 3 4

デジタルメディアと学び 2 半期 2 3 4

ポリティカル・サイエンス入門 2 半期 2 3 4

マスメディアと政治 2 半期 2 3 4

現代政治の数量分析 2 半期 2 3 4

現代政治過程分析 2 半期 2 3 4

外書講読1 2 半期 2 3 4

外書講読2 2 半期 2 3 4

音声学 2 半期 2 3 4

英文法 2 半期 2 3 4

Study Abroad Ⅰ 2 半期 1 2 3 4
・前期はじめにオリエンテーションを実施しますので、必ず出席してく

ださい。
・「5．海外研修の単位認定について」を参照してください。

Study Abroad Ⅱ 2 半期 1 2 3 4

Study Abroad Ⅲ 2 半期 1 2 3 4

Study Abroad Ⅳ 2 半期 1 2 3 4

海外演習実践講座Ⅰ 2 1 2 3 4 ・単位認定申請については、前期はじめにオリエンテーションを実施し
ますので、必ず出席してください。

・「5．海外研修の単位認定について」を参照してください。
・本科目の単位認定申請を行う際には、海外研修前後に可能な限り
「Study Abroad」科目を合わせて履修してください。

海外演習実践講座Ⅱ 2 1 2 3 4

海外演習実践講座Ⅲ 2 1 2 3 4

海外演習Ⅰ 2 2 3 4

・「5．海外研修の単位認定について」を参照してください。

海外演習Ⅱ 2 2 3 4

海外演習Ⅲ 2 2 3 4

海外演習Ⅳ 2 2 3 4

海外演習Ⅴ 2 2 3 4

海外演習Ⅵ 2 2 3 4

海外演習Ⅶ 2 2 3 4

海外演習Ⅷ 2 2 3 4

海外演習Ⅸ 2 2 3 4

海外演習Ⅹ 2 2 3 4

放送メディア論 2 半期 2 3 4

音楽メディア論 2 半期 2 3 4
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専門教育科目

対象入学年度：グローバル・メディア学科　平成29（2017）～平成31（2019）年度入学生
必
・
選

卒業必要

科目名 単
位 開講期 配当年次 履修

方法
週2回
開講

履
修
不
可
科
目

注意事項科
目
数

単
位
数

選
択

62
単
位
以
上

マルチメディアコンテンツデザイン各論 2 半期 2 3 4

Ｗｅｂコンテンツデザイン各論 2 半期 2 3 4

マルチメディアコンテンツデザイン演習 2 半期 2 3 4

Ｗｅｂコンテンツデザイン演習 2 半期 2 3 4

スクリーン・カルチャー 2 半期 2 3 4

Global Management of Technology 2 半期 2 3 4

演習Ⅱａ 2 半期 3 4 Ｃ

演習Ⅱｂ 2 半期 3 4 Ｃ

ＧＭＳキャリアデザインⅠ 2 半期 2 3 4

ＧＭＳキャリアデザインⅡ 2 半期 2 3 4 ・前年度に実施した選抜に合格した学生のみ、履修することができま
す。

ソーシャルメディア論 2 半期 2 3 4

比較メディア制度論 2 半期 3 4

都市とメディア 2 半期 3 4

異文化間コミュニケーション論 2 半期 3 4

広告文化論 2 半期 3 4

メディアイベント論 2 半期 3 4

統合リスクマネジメント 2 半期 1 2 3 4

グローバル・マクロ経済論 2 半期 2 3 4 有

著作権の経済分析 2 半期 3 4

特許と商標の経済分析 2 半期 3 4 有

ドキュメンタリーの視線と実践 2 半期 3 4

ドキュメンタリー制作演習 2 半期 3 4

情報メディア開発論 2 半期 3 4

ネットワーク進化論 2 半期 3 4

国際標準化論 2 半期 3 4

演習Ⅲａ 2 半期 4 Ｃ

演習Ⅲｂ 2 半期 4 Ｃ

卒業研究 4 半期 4 Ｃ ・前述の「履修に際して、特に注意する点③」を参照してください。
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専門教育科目

対象入学年度：グローバル・メディア学科　平成28（2016）年度以前入学生
必
・
選

卒業必要

科目名 単
位 開講期 配当年次 履修

方法
週2回
開講

履
修
不
可
科
目

注意事項科
目
数

単
位
数

必
修

8
科
目

16
単
位

Oral Communication Ⅰ 2 半期 1 Ａ 週2
《再クラス》
・ただし、再クラスは後期に開講されます。
・再履修の場合、正規クラスまたは再クラスを履修すること。

Oral Communication Ⅱ 2 半期 1 Ａ 週2

・「Oral Communication Ⅰ」の単位修得者のみ履修可能。
　ただし、履修登録は1年次4月に行い、「Oral Communication Ⅰ」が単位未修

得となった場合、9月に履修が取り消されます。
《再クラス》
・ただし、再クラスは前期に開講されます。
・再履修の場合、正規クラスまたは再クラスを履修すること。

Written Communication Ⅰ 2 半期 1 Ａ 週2
《再クラス》
・ただし、再クラスは後期に開講されます。
・再履修の場合、正規クラスまたは再クラスを履修すること。

Written Communication Ⅱ 2 半期 1 Ａ 週2

・「Written Communication Ⅰ」の単位修得者のみ履修可能。
　ただし、履修登録は1年次4月に行い、「 W r i t t e n  Communication Ⅰ」が

単位未修得となった場合、9月に履修が取り消されます。
《再クラス》
・ただし、再クラスは後期に開講されます。
・再履修の場合、正規クラスまたは再クラスを履修すること。

Listening Skills & Strategies 2 半期 1 Ａ 週2
《再クラス》
・ただし、再クラスは前期に開講されます。
・再履修の場合、正規クラスまたは再クラスを履修すること。

Oral Communication Ⅲ 2 半期 2 Ｂ 週2
・「Oral Communication Ⅱ」の単位修得者のみ履修可能。
《再クラス》
・ただし、再クラスは後期に開講されます。
・再履修の場合、正規クラスまたは再クラスを履修すること。

Oral Communication Ⅳ 2 半期 2 Ｂ 週2

・「Oral Communication Ⅲ」の単位修得者のみ履修可能。
　ただし、「Oral Communication Ⅱ」が単位修得済みであることを条

件 に「Oral Communication Ⅲ 」 と 同 時 に 履 修 登 録 し、「Oral 
Communication Ⅲ」が単位未修得となった場合、9月に履修が取り
消されます。

《再クラス》
・ただし、再クラスは前期に開講されます。
・再履修の場合、正規クラスまたは再クラスを履修すること。

Academic Writing 2 半期 2 Ｂ 週2

・「Written Communication Ⅱ」の単位修得者のみ履修可能。
・後期開講の「Academic Writing」の履修登録は4月に行ってくださ

い。
《再クラス》
・ただし、再クラスは前期に開講されます。
・再履修の場合、正規クラスまたは再クラスを履修すること。

6
科
目

10
単
位

グローバルメディアスタディーズ概論 2 半期 1
★

グローバルメディア概論 2 半期 1

メディアリテラシー 2 半期 1 Ａ

グローバルマネジメント 2 半期 1 ★

情報リテラシー 1 半期 1 Ａ

情報リテラシー実習 1 半期 1 Ａ

選
択
必
修
①

1
科
目

2
単
位

グローバルマーケティング 2 半期 2 3 4 有 ・「クリエイティブビジネス論」「コンテンツビジネス論」　は平成27年
度以降廃講科目です。平成26年度までにいずれかの科目を修得済み
の場合は、選択必修①の要件として、算入されています。

アドバンストマーケティング 2 半期 1 2 3 4 有

選
択
必
修
②

1
科
目

2
単
位

メディアと企業 2 半期 1 2 3 4

グローバル企業行動論 2 半期 2 3 4

選
択
必
修
③

1
科
目

2
単
位

世界政治とメディア 2 半期 1 2 3 4

国際関係とメディア 2 半期 1 2 3 4

選
択
必
修
④

1
科
目

2
単
位

インターネットとメディア 2 半期 1 2 3 4

メディアと情報 2 半期 1 2 3 4

選
択
必
修
⑤

1
科
目

2
単
位

ミクロ経済分析基礎 2 半期 2 3 4 有
・「知的財産権と経済」「知的財産権と統計」　は平成29年度以降廃講科

目です。平成28年度までにいずれかの科目を修得済みの場合は、選
択必修⑤の要件として、算入されています。

統計分析基礎 2 半期 2 3 4 有

選
択
必
修
⑥

1
科
目

2
単
位

グローバル文化論 2 半期 2 3 4

メディア文化論 2 半期 2 3 4
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対象入学年度：グローバル・メディア学科　平成28（2016）年度以前入学生
必
・
選

卒業必要

科目名 単
位 開講期 配当年次 履修

方法
週2回
開講

履
修
不
可
科
目

注意事項科
目
数

単
位
数

選
択

60
単
位
以
上

Advanced English Ⅰ 2 半期 2 3 4 週2

Advanced English Ⅱ 2 半期 2 3 4 週2

Advanced English Ⅲ 2 半期 2 3 4 週2

Advanced English Ⅳ 2 半期 2 3 4 週2

Journalism Ⅰ 2 半期 2 3 4 週2

Journalism Ⅱ 2 半期 2 3 4 週2

International Communication Ⅲ 2 半期 2 3 4 週2

International Communication Ⅳ 2 半期 2 3 4 週2

International Communication Ⅴ 2 半期 2 3 4 週2

International Communication Ⅵ 2 半期 2 3 4 週2

メディア・コミュニケーション概論 2 半期 1 2 3 4

コンピュータワークショップⅠ 2 半期 1 2 3 4

・「コンピュータワークショップ」単位修得者は、同じ教員の担当科目
を履修できません。

コンピュータワークショップⅡ 2 半期 1 2 3 4

コンピュータワークショップⅢ 2 半期 1 2 3 4

コンピュータワークショップⅣ 2 半期 1 2 3 4

社会調査法入門 2 半期 2 3 4

Ｗｅｂコンテンツ基礎 2 半期 1 2 3 4 有

コンテンツビジネス 2 半期 1 2 3 4

演習Ⅰ 2 半期 2 Ｃ 有 〈受講制限〉
・前述の「履修に際して特に注意する点②」を参照してください。

メディア制度論 2 半期 2 3 4

グローバル経営論 2 半期 2 3 4

情報社会論 2 半期 2 3 4

メディア社会史 2 半期 1 2 3 4 有

コミュニケーションと社会 2 半期 2 3 4 有

コミュニケーションと文化 2 半期 2 3 4

コミュニケーションと産業 2 半期 2 3 4

コミュニケーションとマスメディア 2 半期 2 3 4

コミュニケーションとテクノロジー 2 半期 2 3 4

グローバル戦略論 2 半期 2 3 4

知識経営論 2 半期 2 3 4

異文化経営論 2 半期 2 3 4

マーケティングリサーチ入門 2 半期 2 3 4

マーケティングコミュニケーション 2 半期 1 2 3 4

ダイレクトマーケティング 2 半期 1 2 3 4

グローバルビジネス人材マネジメント 2 半期 2 3 4

企業会計の実務 2 半期 2 3 4

ファイナンスと経営学Ⅰ 2 半期 2 3 4

ファイナンスと経営学Ⅱ 2 半期 2 3 4

マクロ経済分析基礎 2 半期 2 3 4 有

グローバル経済開発論 2 半期 2 3 4 有

データ解析法入門 2 半期 2 3 4

東南アジアの文化と社会 2 半期 2 3 4

グローバル創造都市とアート政策 2 半期 2 3 4 有

グローバル交流論 2 半期 2 3 4

イスラムと文化 2 半期 2 3 4

キリスト教文化 2 半期 2 3 4

韓国の文化と社会 2 半期 2 3 4 有

中国の文化と社会 2 半期 2 3 4
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対象入学年度：グローバル・メディア学科　平成28（2016）年度以前入学生
必
・
選

卒業必要

科目名 単
位 開講期 配当年次 履修

方法
週2回
開講

履
修
不
可
科
目

注意事項科
目
数

単
位
数

選
択

60
単
位
以
上

グローバル・ポリティックス 2 半期 2 3 4

英語学概論 2 半期 2 3 4

英語圏文学概論 2 半期 2 3 4 ★

グローバル市民社会論 2 半期 2 3 4

国際法 2 半期 2 3 4

国際協力法 2 半期 2 3 4

オルタナティブ・メディア論 2 半期 2 3 4

映像コミュニケーション実習 2 半期 2 3 4

映像コンテンツデザイン各論 2 半期 2 3 4

映像コンテンツデザイン演習 2 半期 2 3 4

ＧＭＳキャリア講座Ⅰ 2 半期 2 3 4 有

ＧＭＳキャリア講座Ⅱ 2 半期 2 3 4 有

ＧＭＳキャリア講座Ⅲ 2 半期 2 3 4 有

ＧＭＳキャリア講座Ⅳ 2 半期 2 3 4 有

ＧＭＳキャリア講座Ⅴ 2 半期 2 3 4 有

メディアとデータベース 2 半期 2 3 4

コンテンツデザイン概論 2 半期 2 3 4

情報保護と社会 2 半期 2 3 4

Ｅ－コマース論 2 半期 2 3 4

クラウドサービスとデータマイニング 2 半期 2 3 4

デジタルメディアと学び 2 半期 2 3 4 有

ポリティカル・サイエンス入門 2 半期 2 3 4

マスメディアと政治 2 半期 2 3 4

現代政治の数量分析 2 半期 2 3 4

現代政治過程分析 2 半期 2 3 4

外書講読1 2 半期 2 3 4

外書講読2 2 半期 2 3 4

音声学 2 半期 2 3 4

英文法 2 半期 2 3 4

Study Abroad Ⅰ 2 半期 1 2 3 4
・前期はじめにオリエンテーションを実施しますので、必ず出席してく

ださい。
・「5．海外研修の単位認定について」を参照してください。

Study Abroad Ⅱ 2 半期 1 2 3 4

Study Abroad Ⅲ 2 半期 1 2 3 4

Study Abroad Ⅳ 2 半期 1 2 3 4

海外演習実践講座Ⅰ 2 1 2 3 4 ・単位認定申請については、前期はじめにオリエンテーションを実施し
ますので、必ず出席してください。

・「5．海外研修の単位認定について」を参照してください。
・本科目の単位認定申請を行う際には、海外研修前後に可能な限り
「Study Abroad」科目を合わせて履修してください。

海外演習実践講座Ⅱ 2 1 2 3 4

海外演習実践講座Ⅲ 2 1 2 3 4

海外演習Ⅰ 2 2 3 4

・「5．海外研修の単位認定について」を参照してください。

海外演習Ⅱ 2 2 3 4

海外演習Ⅲ 2 2 3 4

海外演習Ⅳ 2 2 3 4

海外演習Ⅴ 2 2 3 4

海外演習Ⅵ 2 2 3 4

海外演習Ⅶ 2 2 3 4

海外演習Ⅷ 2 2 3 4

海外演習Ⅸ 2 2 3 4

海外演習Ⅹ 2 2 3 4

表象メディア論 2 半期 2 3 4

放送メディア論 2 半期 2 3 4

音楽メディア論 2 半期 2 3 4
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対象入学年度：グローバル・メディア学科　平成28（2016）年度以前入学生
必
・
選

卒業必要

科目名 単
位 開講期 配当年次 履修

方法
週2回
開講

履
修
不
可
科
目

注意事項科
目
数

単
位
数

選
択

60
単
位
以
上

メディア法基礎 2 半期 2 3 4

メディア法応用 2 半期 2 3 4

マルチメディアコンテンツデザイン各論 2 半期 2 3 4

Ｗｅｂコンテンツデザイン各論 2 半期 2 3 4

マルチメディアコンテンツデザイン演習 2 半期 2 3 4

Ｗｅｂコンテンツデザイン演習 2 半期 2 3 4

スクリーン・カルチャー 2 半期 2 3 4 有

Global Management of Technology 2 半期 2 3 4

演習Ⅱａ 2 半期 3 4 Ｃ

演習Ⅱｂ 2 半期 3 4 Ｃ

ＧＭＳキャリアデザインⅠ 2 半期 2 3 4

ＧＭＳキャリアデザインⅡ 2 半期 2 3 4 ・前年度に実施した選抜に合格した学生のみ、履修することができま
す。

ソーシャルメディア論 2 半期 2 3 4

グローバルメディアガバナンス論 2 半期 3 4

比較メディア制度論 2 半期 3 4

都市とメディア 2 半期 3 4

異文化間コミュニケーション論 2 半期 3 4

広告文化論 2 半期 3 4

メディアイベント論 2 半期 3 4

統合リスクマネジメント 2 半期 1 2 3 4 有

国際経済統計入門 2 半期 2 3 4 有

グローバル・マクロ経済論 2 半期 2 3 4 有

著作権の経済分析 2 半期 3 4

特許と商標の経済分析 2 半期 3 4 有

ドキュメンタリーの視線と実践 2 半期 3 4

ドキュメンタリー制作演習 2 半期 3 4

技術とメディア 2 半期 3 4 有

情報メディア開発論 2 半期 3 4

ネットワーク進化論 2 半期 3 4

メディアとセキュリティ 2 半期 3 4

グローバルイシューと国際公法 2 半期 2 3 4

グローバルイシューと国際私法 2 半期 2 3 4

国際標準化論 2 半期 3 4

演習Ⅲａ 2 半期 4 Ｃ

演習Ⅲｂ 2 半期 4 Ｃ

卒業研究 4 半期 4 Ｃ ・前述の「履修に際して特に注意する点③」を参照してください。
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4　履修不可対象科目・廃講科目
　下表の旧科目名で単位を修得済みの場合、現行科目名を履修することはできません。また、廃講欄に「※」印の
ある旧科目名は、開講されません。ただし、廃講科目の単位を修得済みの場合、卒業に必要な単位数として算入さ
れ、成績表に記載されます。

現行科目名 旧科目名 廃講 修得年度

現行科目無し

エスニック文化論 ※

平成31
（2019）
年度以前

国際移動と人間 ※
I n t e r n a t i o n a l 
Communication Ⅶ ※

I n t e r n a t i o n a l 
Communication Ⅷ ※

知的財産法 / 個人情報保護法 ※
メディア法 ※

英語学概論 グローバル英語概論 ※

平成30
（2018）
年度以前

ＧＭＳキャリア講座Ⅰ 実践メディアビジネス講座Ⅰ ※
ＧＭＳキャリア講座Ⅱ 実践メディアビジネス講座Ⅱ ※
ＧＭＳキャリア講座Ⅲ 実践メディアビジネス講座Ⅲ ※
ＧＭＳキャリア講座Ⅳ 実践メディアビジネス講座Ⅳ ※
ＧＭＳキャリア講座Ⅴ 実践メディアビジネス講座Ⅴ ※
特許と商標の経済分析 特許権の経済分析 ※
マクロ経済分析基礎 情報メディア産業論Ⅰ ※
グローバル経済開発論 情報メディア産業論Ⅱ ※
国際経済統計入門 ネットワーク経済論 ※
グローバル・マクロ経済論 グローバルネットワーク論 ※
ミクロ経済分析基礎 知的財産権と経済 ※

平成28
（2016）
年度以前

統計分析基礎 知的財産権と統計 ※

メディア社会史
イノベーション社会学Ⅰ ※
イノベーション社会学Ⅱ ※

コミュニケーションと社会
イノベーション社会学Ⅰ ※
イノベーション社会学Ⅱ ※

スクリーン・カルチャー 映像産業論 ※
統合リスクマネジメント 統合リスクマネジメント論 ※

現行科目無し

エスニック文化論Ⅰ ※
エスニック文化論Ⅱ ※
エスニック文化論Ⅰ ※
エスニック文化論Ⅱ ※
Integrated English Ⅰ ※
Integrated English Ⅱ ※
Integrated English Ⅲ ※
Integrated English Ⅳ ※
Integrated English Ⅴ ※
Integrated English Ⅵ ※
Integrated English Ⅶ ※
Integrated English Ⅷ ※
Integrated English Ⅷ ※
Integrated English Ⅸ ※
Integrated English Ⅹ ※
Integrated English ⅩⅠ ※
Integrated English ⅩⅡ ※
Honors  English Seminar Ⅰ ※
Honors  English Seminar Ⅱ ※

Honors  English Seminar Ⅲ ※

Honors  English Seminar Ⅳ ※
TOEIC（Ｒ）Ⅰ ※
TOEIC（Ｒ）Ⅱ ※
NPO/NGO とメディア ※

現行科目名 旧科目名 廃講 修得年度
グローバルマーケティング クリエイティブビジネス論 ※

平成26
（2014）
年度以前

アドバンストマーケティング コンテンツビジネス論 ※

現行科目無し
デジタルコンテンツビジネス論 ※
マルチメディアビジネス論 ※
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5　海外研修の単位認定について
GMS 学部生は、交換留学生や認定校留学生として留学した場合、定められた基準を満たせば、留学先の大学で

履修した授業科目の修得単位が GMS 学部の相当する専門教育科目の単位として認定されます。
また、専門教育科目「Study Abroad Ⅰ～Ⅳ」（各2単位。配当年次1年次～4年次）を履修し、授業科目の中で

海外研修の準備及び振返りを行うことで、単位認定を受けることができます。
さらには、定められた基準を満たせば、海外研修の成果を「海外演習実践講座Ⅰ～Ⅲ」（各2単位。配当年次1年

次～4年次）を通じ卒業必要単位として認定を受けることが可能です。
海外研修を通じて GMS 学部の単位認定を受けるためには、

Ａ．交換留学生や認定校留学生として留学する
Ｂ．GMS 学部の専門教育科目として開講されている「Study Abroad Ⅰ～Ⅳ」を履修する
Ｃ．GMS 学部の専門教育科目（認定科目）である「海外演習実践講座Ⅰ～Ⅲ」の単位認定申請を行う
という3つの方法があります。

なお、本学休学期間中は、単位の修得はできません。

Ａ．交換留学・認定校留学
プログラム概要については、『履修要項』（本資料）の「留学について」（P.30）を参照してください。ここでは、

交換留学・認定校留学を行った場合の GMS 学部における単位認定方法について説明します。

1．単位認定方法
GMS 学部教授会で審査を行って適当であると認められた場合、留学先で修得した単位は、合計60単位（※）を

限度として GMS 学部における専門選択科目として認定されます。
※留学（協定校・認定校）の他、入学時に従前在籍した大学で修得した単位または資格取得による単位認定を受

けた場合・他学部履修科目を修得した場合は、それを含めて60単位が上限となります。
2．単位認定先（「外国留学履修（専選）Ａ〜 Z）」及び「海外演習Ⅰ〜Ⅹ」）

「外国留学履修（専選）Ａ〜 Z）」及び「海外演習Ⅰ〜Ⅹ」は交換留学生や認定校留学生として留学した際に、
留学先（大学相当機関）で修得した科目の単位を、本学での卒業に必要な単位として認定するために適用される科
目です。事前に履修登録しておく必要はありません。

B．GMS 学部の専門教育科目として開講されている「Study Abroad Ⅰ～Ⅳ」
1．概要
（1）	GMS 学部の専門教育科目として開講されています。学部留学、語学留学（英語のみならず、あらゆる外国語

が対象となります）、ボランティア、インターンシップ等、日本国外におけるあらゆる研修が対象となります。
（2）	研修国・地域の指定はないため、基本的には自分が研修を行いたい国・地域で研修を行うことができます（た

だし研修地選択の際には、外務省海外安全情報を確認し、「レベル2」以上の地域への研修は控えてください）。
（3）	単位認定を受けるためには、通常の授業同様に履修登録を行い、授業に出席し、基準を満たした課題の提出

を行うことが必要です。
（4）海外研修前の学生も、海外研修より帰国した学生も履修可能です。
（5）海外渡航前の授業では、①先輩の研修報告を聞き他の履修者と意見交換を行う、②研修地について調べ、発

表する、③研修先関係者とメール、SNS、スカイプ等でやりとりを行い、その結果を発表する、等の活動を
通じて研修準備を進めていきます。

（6）帰国後の授業では、①研修成果のプレゼンテーションを行う（You Tube にアップロード）、②研修記録を作
成する（GMS 学部ホームページにアップロード）、③他の履修者と意見交換を行う、等の活動を通じて海外
研修の総括を行います。
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2．履修の時期・順番・単位認定数
（1）履修登録期間中に、科目の履修登録を行ってください。
（2）「Study Abroad Ⅰ～Ⅳ」の4科目のうち、どの科目から先に履修しても差し支えありません（4科目は開講

学期・曜日が異なるのみで、同一内容です）。
（3）1回目の海外研修（本科目で初めて単位認定を受ける）の際には、渡航前に「Study Abroad Ⅰ～Ⅳ」の中か

ら1科目を履修し、帰国後には渡航前に履修した「Study Abroad」科目とは異なる1科目を履修してください。
 　　（例：1年次夏休み中の語学研修に備え、1年次前期に「Study Abroad Ⅰ」（2単位）を履修し、帰国後の1年

次後期に「Study Abroad Ⅳ」（2単位）を履修）
（4）渡航前と帰国後とで2科目の「Study Abroad」科目を履修し単位認定を受ければ、1回の海外研修で合計4

単位が修得可能です（なお、併せて「海外演習実践講座」の単位認定申請を行うことも可能であり、その場合、
1回の海外研修で合計6単位が修得可能です）。

（5）2回目の海外研修（すでに一度海外研修を行い、「Study Abroad」科目の単位認定を受けている）の際には、
これまで未履修の「Study Abroad」科目の中から渡航前に1科目を、帰国後に1科目を履修してください。

　　（例：2年次3月のボランティア研修に備えて、2年次後期に「Study Abroad Ⅲ」（2単位）を履修し、帰国後
の3年次前期に「Study Abroad Ⅱ」（2単位）を履修）

（6）なお、同一学期に複数の「Study Abroad」科目を履修することはできません。
3．複数年度にまたがる研修

海外渡航開始年度と同一年度内に帰国後の「Study Abroad」科目が履修できない研修（例：春休み中の研修、
年度をまたぐ長期の研修、等）については、帰国後すみやかに「Study Abroad」科目を履修し、研修の総括を
行ってください。

4．配当年次について
1年次～4年次まで履修可能です。

C．GMS 学部の専門教育科目として開設されている「海外演習実践講座Ⅰ～Ⅲ」
1．概要
（1）GMS 学部の専門教育科目（認定科目）です。学部留学、語学留学（英語のみならず、あらゆる外国語が対象　

となります）、ボランティア、インターンシップ等、日本国外におけるあらゆる研修が単位認定対象となります。
（2）研修国・地域の指定はないため、基本的には自分が研修を行いたい国・地域で研修を行うことができます。
（3）2019年度 GMS 学部生は、アイルランド、アメリカ、イギリス、オーストラリア、カナダ、韓国、カンボジア、

ドイツ、フィリピン、マルタ共和国等において海外研修を行いました。
（4）ただし、単位認定を受けるには、GMS 授業支援システム上で事前に登録・申請の上、原則3週間以上の海外

研修を行い、締切前までにすべての必要書類を「GMS 授業支援システム」上で提出し受理されることが必要
です。

（5）事前に、本学指定の海外旅行保険に加入する必要があります。
（6）単位認定はすべて年度末に行われます。
2．単位認定申請の手順

以下では、「海外演習実践講座」単位認定申請の手順を説明します。詳細については、「海外演習実践講座Ⅰ〜
Ⅲ 単位認定申請マニュアル（学生用）」（GMS ウェブサイト「GMS 授業支援システム」→「留学に関する情報」
→「各種書式・提出書類」からダウンロード可能）を参照してください。
（1）登録・申請

1）事前の単位認定申請
定められた期間中に、「海外演習実践講座」の単位認定の事前申請を行ってください。

2）「海外演習実践講座Ⅰ～Ⅲ」履修の単位認定申請上の注意
1回目は「海外演習実践講座Ⅰ」、2回目は「海外演習実践講座Ⅱ」、3回目は「海外演習実践講座Ⅲ」の単位が

認定されます。つまり、3回の海外研修までこの科目で単位認定を受けることが可能です。
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3）複数年度にまたがる研修
①概要

海外渡航開始年度と同一年度内に成績がつけられない研修（例：春休み中の研修、年度をまたぐ長期の研修等）
については、翌年度の年度末に単位が認定されます。
②4年次生について
　4年次の春休みにおける海外研修は、その年度と同一年度に卒業する場合は単位の認定はできません。翌年度

GMS 学部に在籍し続ける場合については、上記①と同様の方法で翌年度の成績として単位を認定することが可能
です。ただし、通年科目と同様の扱いとなりますので、半期休学及び9月卒業をする場合、単位認定はできません。

（2）情報収集・研修計画の立案
1）情報収集

本学で行われる各種説明会、留学フェア、ウェブ、書籍等で情報を集め、海外研修についての知識を深め、早
めに海外研修計画を立ててください。なお、GMS ウェブサイトでも留学情報を掲載していますので、参照して
ください。
2）「海外演習実践講座」オリエンテーションへの参加

前期初めに「海外演習実践講座」オリエンテーションを実施しています。単位認定を希望する学生は必ずオリ
エンテーションに参加し、科目についての理解を深めてください。日時・場所については GMS ウェブサイトに
て告知します。

（3）「海外演習実践講座」申請関連書類の入手・作成・提出
1）ウェブ登録

GMS 学部助手のオフィス（1研1211号室）に赴き、科目のウェブ登録を行ってください。ウェブ登録を行う
ことにより、通常の GMS 学部の授業と同様に、「GMS 授業支援システム」上で課題を提出したり連絡を閲覧し
たりすることが可能となります。
2）申請関連書類のダウンロード

�「海外演習実践講座」の2種類の申請関連書類を GMS サイトの「GMS 授業支援システム」→「留学関係の情報」
→「各種書式・提出書類」からダウンロード・保存してください。2種類の書類は、以下のものを指します。
①「海外研修許可申請書」
②「GMS 学部 『海外演習実践講座』研修計画書」
同様に、以下の2種類の参照書類をダウンロード・保存して、申請関連書類の作成の際に参照してください。
①「海外演習実践講座 Ⅰ〜Ⅲ 単位認定申請マニュアル（学生用）」
②「海外演習実践講座履修者の提出物チェックシート」

3）申請関連書類（申請書及び計画書）の記入・提出
①2種類の申請関連書類に漏れなく記入し（特に、連絡先、研修内容内訳、研修期間、研修時間数の記入漏れ

に注意）、「GMS 授業支援システム」の指定の場所（「海外演習実践講座オンライン」→「申請関係書類（申
請書・計画書）の提出場所」）に提出してください。

②単位認定の必要条件を満たすためには、海外研修機関において原則3週間以上の研修を行う必要があります。
帰国後に研修期間及び合計研修時間数を本学規程に基づいて GMS 学部で審査し、単位を認定します。事情
により研修が3週間を下回る場合には、必ず申請書類を提出する前に担当教員に相談してください。

③申請関係書類が受理されるためには、もれなく記入された書類が締切前（申請関連書類提出の最終締切は、
夏休みに行われる研修については7月第2週土曜日12時まで、春休みに行われる研修については新年明け授
業の初日まで）に提出されている必要があります。記入漏れがあった場合、受理されず再提出となりますの
で注意してください（履修者は、自分の申請関連書類が受理されたことをウェブ上で確認する必要がありま
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す）。必ず時間に余裕をもって海外研修計画をたて、申請関連書類を提出してください。
	 　なお、学期途中（夏休み・春休み以外）の海外研修については、必ず早めに担当教員にメールで相談してください。

（4）海外研修中の連絡及び現地での書類の入手
1）変更事項の連絡

研修期間中に研修日程、内容、連絡先等に変更が生じた場合には、「GMS 授業支援システム」を通じて、変更
された日程・内容・連絡先等の連絡を行ってください。

2）必要書類の入手
①帰国後に提出が求められる「研修機関発行の研修評価書類（成績証明書等）」及び「研修機関発行のプログ

ラム修了証」を、現地で入手してください。
②評価書類やプログラム修了証が発行されない研修については、研修先の責任者による評価レター（研修機関

のレターヘッド使用でサイン入りのもの）の提出をもって代えることができます。
③なお、それらの書類においては、ａ．研修内容、ｂ．研修評価、ｃ．研修期間（原則3週間以上）ｄ．合計

研修時間数、の4点の情報が記載されている必要があります。
④科目に関して不明な点があれば、現地から担当教員に問い合わせてください。

（5）「海外演習実践講座」帰国関連書類の準備・提出
1）帰国関連書類の準備

「海外演習実践講座」帰国関連書類には、以下の5つがあります。
① GMS 学部「海外演習実践講座」研修帰国届………「GMS 授業支援システム」→「留学に関する情報」→「各

種書式・提出書類」からダウンロードし、もれなく記入。
②研修機関発行の研修評価書類………研修機関から入手。
③研修機関発行のプログラム修了証………研修機関から入手。
④パスポートのコピー………顔写真のページと日本出入国のスタンプが押されたページ。

　⑤課外活動証明書………予習・復習を記録した日誌、課外活動記録等。
　　�①の帰国届の記入にあたっては、帰国届の情報（研修期間・時間数、研修内容等）が、②評価書類、③修了証、

④パスポートコピー、⑤課外活動証明書に記載されている内容と齟齬がないことを確認してください。
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2）帰国関連書類の提出
①上記4種類の書類をスキャナーでスキャンし、帰国後2週間以内に GMS「GMS 授業支援システム」の指定

の場所（「海外演習実践講座オンライン」→「帰国関連書類の提出場所」）に提出してください。
②不備のある書類は受理されず、再提出となります。すべての書類が不備なくそろってはじめて、単位認定の

対象となります。
③履修者は、自分の帰国関連書類が受理されたか、オンライン上で確認を行う必要があります。

＊注：「GMS 学部 海外研修 誓約書」及び「GMS 学部 海外研修申請書」の提出について
GMS 学部においては、「海外演習実践講座」の履修有無にかかわらず、あらゆる海外渡航（海外旅行を含む）を

行うにあたり、学生に「GMS 学部 海外研修 誓約書」及び「GMS 学部 海外研修申請書」の提出を義務付けて
います（両書類とも、「GMS 授業支援システム」→「留学関係の情報」からダウンロード可）。

両書類をダウンロード・記入の上（保証人サイン欄があります）、渡航前に GMS 事務室に紙媒体で提出してく
ださい。

6　参考：海外研修の相談をするには（各種部署・団体）

まだどの海外研修プログラムがよいか決めかねている段階においては、まずは目的別に以下の部署・団体等に相
談するとよいでしょう。

1．交換留学、認定校留学、短期語学セミナーについて
→駒澤大学国際センター

　　　　　　　　　https://www.komazawa-u.ac.jp/campuslife/international/
　　　　　　　　　tel:（03）3702-9732
　　　　　　　　　email: kokusaicenter@komazawa-u.ac.jp

2．長期語学留学、認定校留学について
→ SAF（The Study Abroad Foundation）

　　　　　　　　　http://japan.studyabroadfoundation.org/
　　　　　　　　　Tel:（03）5321-6222
　　　　　　　　　email: safjapan@studyabroadfoundation.org

3．海外ボランティアについて
→ CIEE（国際教育交換協議会）	 https://www.cieej.or.jp/

4．ワーキングホリデーについて
→日本ワーキング・ホリデー協会	 https://www.jawhm.or.jp/

5．青年海外協力隊について
→ JICA（国際協力機構）	 https://www.jica.go.jp/volunteer/

6．外務省在外派遣員について
→社団法人 国際交流サービス協会	 http://www.ihcsa.or.jp/
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1　履修上の注意
（1）他学部履修科目とは

所属学科以外の学部・学科が、他学部履修科目として公開した専門教育科目の中から、所属学科が履修を認めた
授業科目を履修することができます。
（2）履修方法

①履修年次
3年次以上を対象とします。

②他学部履修制限単位数
卒業までに修得できる単位数は、 20単位以内 （当年度までの修得済科目・当年度の修得見込科目及び不合格科

目を含みますが、単位修得放棄科目は除きます）とします。入学時に従前在学した大学で修得した単位（編入学、
再入学および転部転科の場合を除く）の認定、資格取得による単位認定、留学等による認定の単位数と他学部履修科
目の単位数を併せて、60単位を超える履修・修得はできません。
③履修制限

他学部履修する授業科目の単位は、各年次の年間履修制限単位数に含まれます。
④受講制限

他学部履修科目には、科目ごとに定められた履修定員を超える申し込みがあった場合、KONECO 上で抽選が
行われ履修者が決定されます。
⑤修得単位の算入先と科目の認定先
単位の算入分野は下表のとおり科目の開講される学部・入学年度により異なりますが、KONECO 成績照会（学

業成績表を含む）では【専門教育科目：選択】の欄に掲載されます。なお、「算入」の言葉の意味については、
第2章＞「6. 卒業必要単位における修得単位算定の流れ」を確認してください。

科目が開講されている学部
※所属学科除く

単位算入先

令和3(2021) 年度以降修得科目 令和2(2020) 年度以前修得科目
仏教・文 教養教育科目・人文分野

広域選択
経済・法・経営・

グローバル・メディア・スタディーズ 教養教育科目・社会分野

医療健康科 教養教育科目・自然分野

⑥開講科目
「開設科目一覧」には当該年度休講の科目も掲載されています。当該年度に開講されている科目については、

KONECO の履修登録画面やシラバスを確認してください。
（3）履修登録の流れ

他学部履修科目を履修する場合、下記の手続きが必要となります。
①他学部履修希望科目を決める
　※『他学部履修科目授業時間表』『シラバス』を参照し、開講曜日・時限、授業概要等を確認する。

↓

② KONECO で履修登録する（履修登録申込期間より受付開始）
　※履修申込者数が履修定員を超えた場合、KONECO 上で抽選が行われ履修者が決定する。

↓

③履修登録完了
　※�履修申込者数が履修定員に満たなかった他学部履修科目は、履修訂正・抽選結果確認期間に先着順で申込む

ことができるようになります。
　※�申込んだ他学部履修科目の履修を取り消したい場合は、履修訂正・抽選結果確認期間内に KONECO 上で取

消を行うこと。
↓

④履修登録内容確定日に、申込んだ科目が登録されているか KONECO 上で確認する。

（4）KONECO 成績照会画面（学業成績表含む）における他学部履修科目の表示
　単位の算入先や他学部履修科目の開講学部に関わらず【専門選択科目：選択】の欄に、「科目名・単位数・評価・
修得年度・V( 他学部履修であることを示す記号 )」が表示されます。
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2　開設科目一覧
他学部履修科目：グローバル・メディア・スタディーズ学部

開講
学部

開講
学科 科目名 単

位 開講期 履修上の注意事項

文
学部

国文
学科

上代文学研究Ⅰ 4 通年

・隔年開講

上代文学研究Ⅱ 4 通年
中古文学研究Ⅰ 4 通年
中古文学研究Ⅱ 4 通年
中世文学研究Ⅰ 4 通年
中世文学研究Ⅱ 4 通年
近世文学研究Ⅰ 4 通年
近世文学研究Ⅱ 4 通年
漢文学研究Ⅰ 4 通年

・隔年開講
漢文学研究Ⅱ 4 通年
比較文学 4 通年
有職故実 4 通年
民間信仰論 4 通年
日本民俗学 4 通年
西洋思想史 4 通年
東洋思想史 4 通年
美術史概説 4 通年
演劇概論 4 通年

英米文
学科

イギリス文学特講Ⅰ 4 通年
イギリス文学特講Ⅲ 4 通年
イギリス文学特講Ⅳ 4 通年
イギリス文学特講Ⅴ 4 通年
アメリカ文学特講Ⅰ 4 通年
演劇特講（イギリス・アメリカ） 4 通年

地理
学科

人口地理学Ａ 2 半期

《受講制限》
・4月初回授業に必ず出席して担当教員から許可を得なければ履修できません。

人口地理学Ｂ 2 半期

文化地理学Ａ 2 半期

文化地理学Ｂ 2 半期

社会
学科

災害社会学 2 半期
平和学 2 半期 ・隔年開講

リスク社会論 2 半期 ・隔年開講

経済
学部

経済
学科

日本経済史ａ 2 半期
◎

・履修不可対象科目
　平成29（2017）年度以前に右記科目で単位を

修得済の場合は履修できません。
「日本経済史」

日本経済史ｂ 2 半期

特殊講義Ⅰ 2 半期

法
学部

法律学科
フレックスＡ

法律時事英語 4 通年

保険・海商法 4 通年 ・隔年開講

経済法 4 通年

経営
学部

経営
学科

経営史 4 通年
経営学史 4 通年
国際経済論 4 通年
現代マネジメントⅢ 2 半期
企業と社会 4 通年
イノベーション論 4 通年

市場戦略
学科

マーケティング史Ａ 2 半期
◎

・履修不可対象科目
　平成30（2018）年度以前に右記科目で単位を

修得済の場合は履修できません。
「マーケティング史」

マーケティング史Ｂ 2 半期

マーケティング・サイエンスＡ 2 半期
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「日本語」・「日本事情」科目

「日本語」・「日本事情」科目

1　履修上の注意

（1）「日本語」科目の履修方法
①「日本語」科目は『外国人留学生』及び日本語を母語としない『帰国生』を対象とする科目です。
②修得した単位は、卒業に必要な外国語科目に算入されます。
③当該科目の履修を希望する者は履修登録申込期間に履修登録を行ってください。

（2）「日本事情」科目の履修方法
①「日本事情」科目は『外国人留学生』及び日本語を母語としない『帰国生』を対象とする科目です。
②修得した単位は、卒業に必要な教養教育科目の選択科目に算入されます。
③�教養教育科目として代替できる単位数を超えて修得した単位数は、卒業に必要な広域選択の単位数に算入され

ます。
④当該科目の履修を希望する者は履修登録申込期間に履修登録を行ってください。

2　開設科目一覧

＜日本語科目＞

科目名 単
位 開講期 配当年次 履修上の注意事項

日本語入門（１）文章表現を学ぶ 1 半期 1 2 3 4 ・初級
・以下のいずれかに該当しなければ履修

できません。
①交換留学生
②非漢字圏の学生

日本語入門（２）文章表現を学ぶ 1 半期 1 2 3 4 ・初級

日本語入門（１）プレゼンテーション技術 1 半期 1 2 3 4 ・初級

日本語入門（２）プレゼンテーション技術 1 半期 1 2 3 4 ・初級

日本語理解（１）文章表現を学ぶ 1 半期 1 2 3 4 ・中級

日本語理解（２）文章表現を学ぶ 1 半期 1 2 3 4 ・中級

日本語理解（３）文章表現を学ぶ 1 半期 1 2 3 4 ・中級

日本語理解（４）文章表現を学ぶ 1 半期 1 2 3 4 ・中級

日本語理解（１）プレゼンテーション技術 1 半期 1 2 3 4 ・中級

日本語理解（２）プレゼンテーション技術 1 半期 1 2 3 4 ・中級

日本語理解（３）プレゼンテーション技術 1 半期 1 2 3 4 ・中級

日本語理解（４）プレゼンテーション技術 1 半期 1 2 3 4 ・中級

日本語理解（１）キャリアデザインを学ぶ 1 半期 1 2 3 4 ・中級演習

日本語理解（２）キャリアデザインを学ぶ 1 半期 1 2 3 4 ・中級演習

日本語理解（３）キャリアデザインを学ぶ 1 半期 1 2 3 4 ・中級演習

日本語理解（４）キャリアデザインを学ぶ 1 半期 1 2 3 4 ・中級演習

日本語発展（１）文章表現を学ぶ 1 半期 1 2 3 4 ・上級

日本語発展（２）文章表現を学ぶ 1 半期 1 2 3 4 ・上級

日本語発展（３）文章表現を学ぶ 1 半期 1 2 3 4 ・上級

日本語発展（４）文章表現を学ぶ 1 半期 1 2 3 4 ・上級

日本語発展（１）プレゼンテーション技術 1 半期 1 2 3 4 ・上級

日本語発展（２）プレゼンテーション技術 1 半期 1 2 3 4 ・上級

日本語発展（３）プレゼンテーション技術 1 半期 1 2 3 4 ・上級

日本語発展（４）プレゼンテーション技術 1 半期 1 2 3 4 ・上級

日本語発展（１）キャリアデザインを学ぶ 1 半期 1 2 3 4 ・上級演習

日本語発展（２）キャリアデザインを学ぶ 1 半期 1 2 3 4 ・上級演習

日本語発展（３）キャリアデザインを学ぶ 1 半期 1 2 3 4 ・上級演習

日本語発展（４）キャリアデザインを学ぶ 1 半期 1 2 3 4 ・上級演習
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＜日本事情科目＞

科目名 単
位 開講期 配当年次 履修上の注意事項

日本事情Ⅰ 2 半期 1 2 3 4 （地理）について学びます。

日本事情Ⅱ 2 半期 1 2 3 4 （自然）について学びます。

日本事情Ⅲ 2 半期 1 2 3 4 （歴史）について学びます。

日本事情Ⅳ 2 半期 1 2 3 4 （思想）について学びます。

日本事情Ⅴ 2 半期 1 2 3 4 （社会）について学びます。

日本事情Ⅵ 2 半期 1 2 3 4 （政治・法律）について学びます。

日本事情Ⅶ 2 半期 1 2 3 4 （文化）について学びます。

日本事情Ⅷ 2 半期 1 2 3 4 （文化・芸術）について学びます。

日本事情Ⅸ 2 半期 1 2 3 4 （経済）について学びます。

日本事情Ⅹ 2 半期 1 2 3 4 （経営）について学びます。

日本事情ⅩⅠ 2 半期 1 2 3 4 （Buddhism and Zen）について学びます。

日本事情ⅩⅡ 2 半期 1 2 3 4 （Global Media）について学びます。
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教職課程・資格講座

1　受講可能な教職課程・資格講座
グローバル・メディア・スタディーズ学部で履修可能な教職課程・資格講座は、以下のとおりです。
資格取得のためには、卒業必要科目以外に教職課程・資格講座に関する専門科目を履修し、単位を修得する必要

があります。

課程・講座名 内容

教職課程

教員免許状の取得を目指します。
以下の条件を満たすことで資格を取得できます。
①所定の科目の単位を修得
②学士の学位を有する（大学を卒業する）
③免許申請を行う

学校図書館司書教諭講座
学校教育の充実を目的とした学校図書館の専門職としての資格です。
教職課程と併せて登録する必要があります（「図書館司書」の資格とは異なります）。所定の科目の単位を修得し、
申請を行うことで資格を取得できます。

●取得可能な免許状の種類
グローバル・メディア学科で取得できる免許状は以下のとおりです。

学科 中学校教諭1種免許状 高等学校教諭1種免許状

グローバル・メディア学科 英語 英語

2　教職課程・資格講座の登録

課程・講座は登録制をとっています。登録には以下の手続きが必要です。
1年次4月「教職入門」履修登録 ※教職課程希望者のみ。詳細は次項参照

↓

教職課程・資格講座登録ガイダンスに参加（1年次後期：11月頃）
◎日程は KONECO にて配信するとともに、教務部掲示板の教職課程・資格講座面に掲示します。
　説明を受け、『教職課程・資格講座履修要項』等の配付物を受け取ってください。
　※ガイダンス欠席者は教職課程・資格講座の登録と履修はできません。

↓

教職課程・資格講座の登録
◎期間・方法等詳細はガイダンスでお知らせします。
　期間内に手続きがない場合、教職課程・資格講座の登録と履修はできません。

↓

2年次4月より教職課程・資格講座科目履修開始

※�新2年次生以上でまだ教職課程・資格講座の登録をしていない場合は、前期末及び後期末に行う登録ガイダンス
に参加すれば翌期より課程・講座科目を履修できます。詳細は教務部2番窓口（課程講座係）で確認してください。
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3　1 年次の関連履修科目（教職課程）
①下記の科目を1年次に履修してください。

科目名 開講期 注意事項

教職入門 後期

・教職希望者必修科目です。
・教職専門科目のため卒業必要単位数に含まれません（学科の年間履修制限単位数にも含まれません）。
・「教職入門」は、計3か所の曜日・時限に配置されています。履修希望者数が定員を超えた場合は、

KONECO 上で抽選が行われます。もし落選した場合は、別の曜日・時限の「教職入門」を再度履修申
込してください。

・授業は、後期（9月）より開始されます。
・曜日・時限・教場は、KONECO や『授業時間表』で確認してください。

②下記の科目は1年次から履修可能であり、どの教科の免許状を希望する場合でも使用できます。修得した単位数
は卒業必要単位数に含まれますので、年間履修制限単位数内に収める必要があります。

	 　なお、「法学・憲法」については、履修希望者が定員を超えた場合、KONECO 上で抽選となります。落選した
場合は、再度履修申込を行ってください。

科目名 単位数 注意事項

法学・憲法 4

健康・スポーツ実習 2 ・1年次に履修するようにしてください。 ・玉川キャンパス開講科目です。
・いずれか1科目を履修してください。健康・スポーツ論1 2

4　学校図書館司書教諭講座

1年次で履修できる関連科目はありません。2年次以降計画的に履修してください。詳細は、教職課程・資格講
座登録ガイダンスで配付される『教職課程・資格講座履修要項』で確認してください。
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学修支援

1　新入生セミナー
高度な専門に触れることになる大学においては、高等学校等におけるよりも更に「自立的」で「主体的」な学習

態度が要求されます。問題意識をもって世界に向き合う中でテーマや課題を自ら探し出し、必要な資料や文献等の
調査を行い、レポートや発表によって自分の考えを他者に的確に伝え、他者の意見に真摯に耳を傾けること――専
門分野を問わず、これが「自立的」で「主体的」な学習の道筋です。GMS 学部では、大学で学ぶことの意義につ
いて考えを深め、そのための基礎的な「技術」を身につける機会として、「新入生セミナー」を設定しています。
また、新入生セミナー担当の専任教員は、皆さんの相談役となり、皆さんの将来のキャリアに合わせた授業の履修
方法や、海外体験の時期、方法など、多面的にアドバイスします。

2　学業不振者への勧告

　4年間で卒業するためには、各年次に計画的に科目を履修し単位を修得していくことが理想とされます。正当な
理由なく成績不振に陥り、修得単位数が著しく少ない学生に対しては、進級規程（「進級規程に伴う警告と勧告」
参照）並びに学部の定める基準により学業を奨励するために、保証人成績表送付時に単位修得状況に応じたメッ
セージが記載されます。
　また、4月初旬に面談を行います。連絡があった場合、必ず出席してください。

●勧告対象基準（学部）

修学指導

①1年次終了時点で、修得単位数合計30単位未満の者

②2年次終了時点で、修得単位数合計70単位未満の者

③3年次終了時点で、修得単位数合計90単位未満の者

④4年次終了時点で、卒業に必要な単位1単位以上不足

3　オフィス・アワーについて
オフィス・アワーとは、教員が学業や生活に関する相談を受けるために研究室等に待機している時間帯のことで

す。オフィス・アワーの時間帯が決まり次第、大学 HP（在学生専用ぺージ）・KONECO 等に掲示を行います。
なお、非常勤講師はメールや授業終了後の教場で質問を受け付けています。
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1　大学院進学：グローバル・メディア研究科　グローバル・メディア専攻
〇概要と特色

本研究科では、グローバルに発展するメディアの最新動向、そして、その社会経済に対する影響についての
学際的な知識を有する人材の育成を目指しています。そのために、人文・社会、経営・経済、政治・法律、そ
して情報科学・技術といった幅広い分野の講義科目によるカリキュラムを編成しています。さらに、演習科目
については、2022年度から「プロジェクト指導制」を導入します。院生は自分の研究テーマの核となる専門
分野の教員を指導教員として選択すると同時に、関連分野の他教員の演習も履修、複数教員による「プロジェ
クト」で論文指導を受けます。この「プロジェクト指導」により、例えば、人工知能の経済や文化への影響、ビッ
クデータを用いた社会科学研究など、学際的なテーマで研究を行うことができます。そして、博士後期課程で
は、複数分野の教員から指導を受けつつ、さらに専門性を高めることができます。

また、本研究科では、社会人も仕事と学修を両立できるよう、夜間・土曜日にも開講しています。設備の面
では、院生一人ひとりにノートパソコンを割り当てるとともに、共同作業用のワークショップルーム、コンテ
ンツスタジオを設けています。

〇人材養成目的
（修士課程）

幅広くメディアとコンテンツの本質を理解し、グローバル社会に貢献できる学際的な能力を備えた人材の養
成を目指します。具体的には、以下のような人材の育成を目指します。

（1）経営・産業動向などを分析し、メディアの利活用に関し専門的な視点から提案できる人材
（2）メディアとコミュニケーションの社会的・文化的な影響に関する専門的な知識を有する人材
（3）メディア分野の新しいサービスに関する専門的な知識を有する人材

（博士後期課程）
学際的な専門知識の上に立った高度な専門的研究・開発能力を有する職業人の育成を目指します。具体的

には、以下のような人材の養成を目指します。
（1）社会的・文化的影響と情報技術の動向を理解した上で、経営・産業動向などを分析し、メディアの利

活用に関して、グローバルな視点にも立って提案できる人材
（2）企業・団体における ICT の利活用状況と情報技術の動向を理解した上で、グローバルな視点にも立っ

てメディアとコミュニケーションの社会的・文化的な影響を分析する能力を有する人材
（3）経営・産業動向と各種サービスの社会的・文化的影響を理解し、グローバルな視点にも立って、メディ

ア分野の新しいサービスを開発する能力を有する人材

〇入学者受入方針
以下のような能力、特性、意欲を備えた学生を積極的に受け入れます。

（修士課程・博士後期課程）
（1）メディアとコンテンツに関する基本的な知識を有すること
（2）今日の世界のビジネス、文化、社会等の動きを理解するために必要な基礎的な社会科学の知識を有すること
（3）国内外の情報に接して理解するために必要な語学力を有すること
（4）学際的で先端的な学術分野に挑み、かつ、国内外で主体的に活動する強い意欲を有すること
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大学院授業料減免制度（学内進学者向け）

駒澤大学大学院（法曹養成研究科を除く）受験者のうち、本学卒業生（飛び入学する者を含む）・本学大学院修
了生の中から、特に優秀な学生に対し、学費のうち授業料を減免し、勉学を奨励することを目的とします。
○採用条件と減免率

おもな採用条件と授業料減免率は、次のとおりです。

採用種別
入学時（初年次）

採用条件 減免率

第1種
（修士）

卒業時の累計 GPA が3.50以上の者 100%

第1種
（博士後期）

修士課程での修得学科平均点が90点以上、
かつ修士論文の平均点（主査1人・副査2人）が90点以上の者

100%

第2種
（修士）

卒業時の累計 GPA が3.00以上の者 50%

第2種
（博士後期）

修士課程での修得学科平均点が90点以上、
又は修士論文の平均点（主査1人・副査2人）が90点以上の者

50%

【注意事項】
・専攻ごとに入学定員に応じた採用者数の上限を設けています。
・修士課程、博士後期課程共に、大学院入学以前の最終学年の成績に、不合格科目がある者は、対象外となります。
・減免制度採用された者が、2年次以降も継続して減免を受けるための成績に関する条件は、別に定めています。

2　早期卒業制度
 〇概要

この制度は、GMS 学部に3年間在学し卒業に必要な単位を優秀な成績で修得し、本学の大学院に進学する者に
限って、3年間の在学で卒業できるように特例措置を設けるものです。
〇認定要件

①令和３（2021）年度以降入学であること（転部・転科・編入学・学士入学・再入学者は対象外）
②本学における在籍期間が3年間であること（休学期間を除く）
③本学大学院グローバル・メディア研究科への進学が確定していること
④2年次終了時点で、卒業に必要な132単位の内、88単位以上修得していること（既修得単位、免除科目を含む。

随意科目、教職課程科目は含まない）
⑤3年次において、大学院進学後に指導を受ける予定の教員の「演習Ⅱ a」および「演習Ⅱｂ」の単位を修得し

ていること
⑥3年次終了時に卒業に必要な単位をすべて修得し、かつ GPA3.0以上であること

〇手続き方法
【2年次手続き】
・2年次成績発表後に早期卒業希望申請書を教務部へ提出する。

申請期間：2月中旬～2月下旬（詳細は KONECO で確認のこと）
申請要件：上記、認定要件④を2年次終了時に満たしていること
※申請の受理の可否については3月上旬に発表

【3年次手続き】
・本学大学院グローバル・メディア研究科への合格通知、および学費支払いを証明する書類を教務部へ提出する。
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申請期間：2月中旬～2月下旬（詳細は KONECO で確認のこと）
申請要件：上記、認定要件⑤を3年次終了時に満たし、本学大学院入試で合格していること※早期卒業の合格
発表については3月の卒業者名簿の発表とあわせて発表

〇申請取消
・3年次成績発表後、「早期卒業取消申請書」を教務部へ提出
　【申請取消期間】2月中旬～2月下旬（詳細は KONECO で確認のこと）
〇卒業時期
・年1回（3月）

3　就職（キャリアセンターの利用）

 就職するのは学生の皆さん自身であり、どのような就職活動を行うか、最終的にどこを就職先とするかを決定す
るのも皆さん自身です。本学「キャリアセンター」は、就職活動に必要な情報を提供し、皆さんの相談にのるなど、
さまざまな支援活動を行っています。
　具体的には、新入生オリエンテーション、1、2年次向けのキャリアデザイン講座、海外インターンシップ、2年
次キャリアガイダンス、3年次年5回行う就職ガイダンス、各種就職対策講座（教員、公務員、マスコミ、エアラ
イン、文章）、業界研究講座、学内 OB・OG 相談会、合同企業説明会、公務員採用説明会、教員説明会などの開催、

『キャリアハンドブック』の発行、キャリアセンターでの個別相談、安居説明会の開催などです。また、27資格・
講座が1万円（税別）で1年間受講可能な「WEB 資格講座」を開講しています。
　資料室には、公務員・教員の募集要項、地方就職情報、企業別の会社案内・求人票、OB・OG の就職活動体験
記や筆記試験・面接対策の参考書、求人票や採用情報を検索するための PC を用意してあります。「キャリアセン
ター」を十分に利用しましょう。
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4　研究所・ラボ

研究所 活動内容

グローバル・
メディア・

スタディーズ・
ラボラトリ

　グローバル・メディア・スタディーズ・ラボラトリは、学内外の共同研究の活性化・研究成果の発
信・社会的貢献を目的として、2010年度に駒澤大学に設置されました。本学グローバル・メディア・
スタディーズ学部の教員を中心として、どなたでも研究員として登録し研究活動を行うことが可能で
す。メディアや IT に関する研究は学際的かつ産学連携が不可欠です。そうした研究活動の基盤とし
てグローバルに活用されることが期待されています。

経理研究所

　グローバル化、情報化、サービス化が急速に進展し、民間企業のリストラや財政緊縮などによって
新卒者の就職条件としてより高度な専門能力が要求される今日、職業資格に対する学生の関心が高
まってきています。このような状況に対応するため、駒澤大学経理研究所では、日商簿記検定試験（3
級、2級、1級）の受験指導を行っています。こうした資格があれば、就職活動を比較的有利に進め
ることが可能です。また、税理士試験、公認会計士試験に合格する先輩達が増えていますが、これら
の試験へのチャレンジのために会計士・税理士入門コースも設けています。大原学園と提携して現役
合格をめざすプログラムが進行中です。
　専任教員と専属スタッフが熱心に指導にあたっています。平日だけではなく必要に応じて休日も利
用し、夏季休暇には2級工業簿記の集中授業も行われています。
　なお、本学で日商簿記検定試験が受験できます。
　詳細に関しては、経理研究所事務室（深沢校舎5階　03−6381−8905）に問い合わせてください。

法学研究所

　昭和47年4月に設立された法学研究所は、研究部と研修部から構成されています。研究部は、学界、
法曹界から講師を招いて講演会を開催したり、司法試験合格者からの体験的学習方法の紹介などを
行っています。
　研修部は、法学への研究意欲をさらに高め、基礎的、実践的な知識を修得することを目的として、
1年次生向けの入門講座（憲法・民法・刑法）、主として2年次生向けに重要論点を学習する講座（憲
法・民法・刑法）、また3年次生以上に向けて、法科大学院進学や公務員、司法書士試験に対応する講
座（主要六法および行政法）を展開しています。上記の講座は、順を追って法学の知識を深め、民間
企業で活躍したい諸君にとっても、有益な講座内容になっています。
　本学の在学生・卒業生であれば、所定の手続きを踏むことにより、誰でも研修部会員になることが
できます。また研究所内の特別研究室では、専用の机を利用して、勉強に専念することができます。
ただし、特別研究室を利用するためには、入室面接を受ける必要があります。
　詳細に関しては、法学研究所事務室（深沢校舎1階　03−6381−8900）に問い合わせてください。

ジャーナリズム・
政策研究所

　本研究所では、将来、新聞・テレビ・出版・広告などのマス・メディアを目指す学生を育成する、
マス・メディアの現状と今後の展望について学生の知見を深める、この二点に主眼を置いてマス・メ
ディア各界から人材を求め、本研究所の研究員として学生諸君の指導にあたっていただいております。
　研究所での授業は、今日のマスコミ研究の最新の成果をもとに編成されています。これらは学部の授
業（単位）とは全く別個なもので、自主的な学習意欲があれば自由に学ぶことができる学習の場です。
平成20年度からは、各授業に参加し一定の評価を得た学生には、その科目修了の「認定証」を発行し
ています。この「認定証」は本研究所が発行する公的なもので、学生諸君の履歴書にも記載できます。
　また本研究所の開設する講座は「公開講座」となっており、本学の学生以外の一般人も多数聴講し
ています。学生や主婦、定年退職した人まで様々な年齢層の人々が受講し、とても刺激のある授業に
なっています。
　また、通常の講義とは別に、各界で活躍する有名人をお招きし、特別講義や講演会を開催しており
ます。
（参考）２０２０年度開講講座
「マーケティング調査から始まる―そして商品が生まれる―」、「出版社の現場から―本づくりの舞台裏」、「この世界、そ
してニュースの見方」、「メディアリテラシー向上講座～実例で探るメディアのウソとホント」、「読む・書く・話す・理解
し考える―新聞記事を活用し就活を視野に入れたトレーニング」、「出版社の現場から―本づくりの舞台裏」、「日経論説講
座」、「こうしてドキュメンタリーは創られる～悪戦苦闘する製作現場～」
　なお、学生の入所試験は4月の下旬に、小論文及び面接によって行われます。
　詳細に関しては、ジャーナリズム・政策研究所事務室（深沢校舎1階　03−6381−8901）　にお問
い合わせいただくか、インターネットの本研究所 HP をご参照下さい。

※�本学にはこの他に、「仏教経済研究所」、「応用地理研究所」、「禅研究所」、「仏教文学研究所」、「司法研究所」、「医
療健康科学研究所」、　「現代応用経済学科・ラボラトリ」といった研究所があります。詳細は、本学ホームペー
ジを参照してください。
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1　専任教員連絡先

　メールアドレスは、後に @komazawa-u.ac.jp を付けてください
氏名 カナ・英文氏名 研究室 メールアドレス

青柳 西蔵 アオヤギ　サイゾウ 1研1549 aoyagi12

アシュウェル，ティム Timothy Ashwell 1研1333 tashwell

阿部　康人 アベ　ヤスヒト 1研1323 yabe

石川　憲洋 イシカワ　ノリヒロ 1研1207 isic

梅田　道生 ウメダ　ミチオ 1研1332 umedam

ウルフ，ジェームズ P. James P. Wolf 1研1334 wolf

各務　洋子 カガミ　ヨウコ 1研1612 kagami

川崎　賢一 カワサキ　ケンイチ 1研1319 kken

絹川　真哉 キヌカワ　シンヤ 1研1616 kinukawa

高　媛 コウ　エン 1研1624 yuangc

芝﨑　厚士 シバサキ　アツシ 1研1643 atsushis

杉森　建太郎 スギモリ　ケンタロウ 1研1312 sugimori

テヅカ　ヨシハル テヅカ　ヨシハル 1研1320 yoshitez

西岡　洋子 ニシオカ　ヨウコ 1研1620 nishioka

朴　正洙 パク　ジョンスウ 1研1550 park

服部　哲 ハットリ　アキラ 1研1615 hattori

平井　辰典 ヒライ　タツノリ 1研1536 thirai

星野　真 ホシノ　マサシ 1研1205 hoshinom

松前　恵環 マツマエ　サトワ 1研1630 matsumae

山口　浩 ヤマグチ　ヒロシ 1研1628 hiroyama

吉田　尚史 ヨシダ　ナオフミ 1研1610 naofumi

リンスキー，マイケル Michael J. Lynskey 1研1318 mlynskey

※研究室、メールアドレスについては、大学ホームページに掲載の履修要項訂正一覧にてお知らせします。
　（https://www.komazawa-u.ac.jp/campuslife/studies/undergraduate/registration/guidebook-schedule.html）

2　情報の取得／伝達方法について
GMS 学部では、授業資料の配付、イベントのアナウンスなど、情報伝達の多くはインターネット上で行います。

GMS 授業支援システムの使用方法や電子メールの使用方法などは、1年生の前期必修科目である「情報リテラシー」
の中で扱います。利用方法を習得した上で、定期的に最新情報を確認する習慣をつけてください。

学部 Web ページ　→　http://gmsweb.komazawa-u.ac.jp

GMS 授業支援システム　→　https://gmsmoodle.komazawa-u.ac.jp
なお、電子メールは GMS 学部の公式情報連絡手段となっています。授業や課題に関する重要な連絡も電子メー

ルを用いて行います。大学のメールシステムは携帯電話からの利用も可能です。自分に適した方法を用い、日常的
に確認するよう心がけてください。

3　GMS 学部事務室

第一研究館2階	 1213
電話／FAX	 03-3418-9535
開室時間	 月─金曜　9：00−18：00　　　土曜　9：00−12：00
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・・・・・グループディスカッションやプレゼンテーションを行える学習スペースです。

　　　　ホワイトボードマーカーや学習用モニターを貸し出しています。詳細については、

　　　　教務部⑦～⑩番窓口に問い合わせてください。

アクティブ ラーニングスペース

事務室・掲示板案内図
●教務部掲示板等配置図（本部棟1階）
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